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１　エア手帳とフリップボード





　キラリン☆！

　人にん気き者ものは歯はが命！



　花の香りのするゆったりとした風が窓から流れこむ――、紫し苑おん高こう校こう一年Ａ組の教室。

　四月二日・始し業ぎよう式しきの翌日。一時間目、オリエンテーション。

　教きよう壇だんに立った少年は小さく会え釈しやくし、爽さわやかな笑えみを浮かべた。

　キラリン！

　朝の日ひ差ざしによって、控ひかえめに覗のぞかせた前まえ歯ばが煌きらめく。漂ひよう白はく剤ざいのＣＭに出てくるシャツのように不自然な白さ。おろし立ての歯ブラシと子供用歯磨みがき粉（りんご味）で、入念にブラッシングした成果だ。なぜなら、

　人気者は歯が命！　だから。

「西にし中ちゆう出しゆつ身しんの錦にしき織おり貴たかしです」

　もう一度キラリンさせながら、少年・錦にしき織おり貴たかしは口くち元もとの微笑ほほえみを崩くずさず教室を見渡す。

（きまったな……）

　胸むねの中で呟つぶやいた。

（完かん璧ぺきだ。角度といい、タイミングといい、申し分ない）

　目指したのは「１００％好こう印いん象しよう」の自己紹介。今日、この時のために、錦織は一ヶ月もかけて笑え顔がおに磨みがきをかけてきた。

（思えばチャレンジングな日々だった……）

　風ふ呂ろ上あがりには鏡の前で顔作り。部屋ではデジカメで動どう画がを撮さつ影えいして、コマ送りで笑顔のフォームの確認。

　不ふ覚かくにも妹に練習風景を見られた時、

「むくみ防止のための顔がん面めんストレッチでおま」

　と、キビシイ言い訳をしたのも今ではよいオモイデ。

　今朝も五時起床。誰だれもいない教室に登校して朝日の差しこむ方向を調ちよう査さ。ライティングのチェックにも余念がない。

　そこまでするのは全すべて、

「一年で紫し苑おん高こう校こうの頂点に立つ!!」

　という大いなる野や望ぼうのため。

（オレにはクラス委員になり、生せい徒と会委員、生徒会長まで一いつ気きに駆け上るという大きな野望がある）

　クラスでの自己紹介は「錦織貴」の名前を学校の人間に知らしめる機会。野望実現のための重要なファーストステップだ。

　事実、一年Ａ組のクラスメイトは興きよう味みで目を輝かせて、黒板の前の錦織に意識を集中させている。

（もしかして入学式で総そう代だいだった、彼？）

（結構かっこいい、かな？）

　小波さざなみのように届けられるクラスメイトの反応。

　作らなくても、もともと爽さわやかで好印象なルックス。長身ではないが、均きん整せいのとれた四し肢し。そしてなにより、昨日きのうの入学式で新入生代表を務つとめた生徒という事実。クラスメイトの関心が向けられるのは自然のことだった。

（う―――ん。心ここ地ちいい）

　耳みみに届くクラスメイトの感想、期待に満ちた視し線せん。自分を快こころよく受け入れようとするクラスの雰ふん囲い気きを錦織はいい匂においのする空気と一緒に胸へ吸いこむ。

「高校でも中学と同じ剣けん道どう部ぶに所しよ属ぞくしようと思っています」

　中学の全国大会で三大会連続優勝したことは敢あえて口にしない。ウザイしそれは爽やかでない。錦にしき織おりは爽さわやかであることをなによりも重視するのだ。

「一年間、よろしくお願いいたします」

　最後にもう一度軽かろやかに笑って、短めの自己紹介を終える。

（まっ、自己紹介なんて悪い印象を与えずに、最さい大だい公こう約やく数すう的なことをいうのがベストさ）

　自席に戻りながら、錦織は拍はく手しゆの音がやや小さいことを不ふ満まんに思う。

　拍手喝かつ采さい、スタンディングオベーション、ブラボー、アンコール……を受けることを、錦織は生きる糧かてとする。

（まあいいさ。すぐにみんな、オレを“〝ゆーとーせい（優ゆう等とう生せい）”〟と認め、喜よろこんで喝采を送る日がくる……。そう、中学の時のように）

　三年連続主しゆ席せき。三年連続クラス委員。三年連続彼かれ氏しにしたい男子一位。三年連続ツルツルフェイスボーイコンテスト優勝。最年少生せい徒と会長。皆かい勤きん賞しよう、ｅｔｃｅｔｃ……。中学時代の錦織には常に記き録ろくがついてまわる。

　高校でもそれを再現したい。

（もちろん、誰だれにもいうつもりはないけどね）

　だって嫌われちゃうから。

　実は毎日遅くまで勉強しているガリ勉で、基礎体力アップのために部屋で腹ふつ筋きん五百回している努力型。好こう印いん象しよう１００％のキャラクターもオール「つくり」で、本当は心の奥にクロっぽいなにかが渦うず巻まいている……ことは極秘事項。

　目的はただ一つ、

「学校の人にん気き者ものになってチヤホヤされたい（←クロっぽいなにか）！」

　錦織貴たかしはそんなヤツだ。

　――一年Ａ組の自己紹介は続いていた。

「西にし村むら慶けい太たです。中ちゆう央おう中ちゆう出しゆつ身しん。特技は――」

　黒板の前には長身の少年が立っていた。

「特技はイナバウアーです。ハッ、イナバウアー！」

　叫んで胸むねを反らしたが、教室の反応はイマイチだ。自己紹介の時に一人はいるよくいえばムードメイカー、悪くいえば死にたがりの道化。

　だが教室に失しつ笑しようの嵐あらしが吹き荒れる中、錦織は熱心に机の下で手を動かしていた。

（名前は西村慶太、中央中出身っ……か。軽い印象だが、ギャグの間まさえ掴つかめばそこそこ人気が出そうだ。自分の利り害がいとの関係は不明……と）

『エア手帳』。見えない手帳にボールペンを走らせるような動作により一いち時じ的に記き憶おく力りよくを通常の三百倍にする『錦織・特とく殊しゆ技能四十八手』の一つ。

（今のところ、とりたててマークすべき生徒はいなさそうだな……）

『エア手帳』を親おや指ゆびでペラペラとめくりながら、錦織は心の中で余よ裕ゆうの笑えみを浮かべる。

　このクラスに錦にしき織おりの野や望ぼうを邪魔しそうな人間はいそうにない。凡ぼん庸ような知性、凡庸な身体能力、凡庸な容姿の者ばかり。入学式の時にザッと調べた感じ、他ほかのクラスのメンバーもそれほど変わらないだろう。

（これなら、案外すぐに頂点に立てるかもしれないな）

　紫し苑おん高こう校こうおそるるに足らず！

　――と。

　その時まで、錦織は確かく信しんしていた。

　そう。

　彼女を知るまでは。

　自己紹介も後半。そろそろみんな飽きてきて、他人の自己紹介そっちのけで隣となりの生せい徒とと喋しやべったり、異い性せいの物ぶつ色しよくを始めたりしていた頃。

　一人の女の子が立ち上がった。

　小さなザワメキが起きた。

　理由。それは女の子がとんでもなく可愛かわいかったから。

　錦織もその女の子に目をやった。

（あんな子、いたか？）

　教室内でそんな言葉が囁ささやかれた。

　錦織も同感。まったく意識していなかった。

　ザワメキの中を女の子は風を切るようにスタスタと壇上へ向かい、黒板の前に立つと、キッと、鋭するどい視し線せんで教室を見渡す。

　そして、いった。

「名前は輝夜かぐや真ま央お。趣しゆ味みは帝てい王おう学がく。将来の夢は新世界の王になることだ！」

　ショウライノユメハ　シンセカイノオウニナルコト。

　固まった。喧けん騒そうに包まれていた教室の空気は液えき体たい窒ちつ素その中に漬けこんだ薔ば薇らのように、パツンパツンに凍りついた。

　錦織貴たかしも一緒に固まっていた。

（なんだ……この女？）

　錦織は『エア手帳』に書きこむ手を動かすのも忘れて、壇上の女の子を凝ぎよう視しした。

　長い漆黒の髪かみ、涼すずしげな目め元もと、細く高い鼻び梁りよう。綺き麗れいで、美び人じんで、それでいて可愛い。あらゆる美び辞じ麗れい句くが、その“〝輝夜真央”〟と名乗る女の子には相応ふさわしい。

　そんな女の子が、

「将来の夢は新世界の王になること」という。

（さむいギャグ、ではなさそうだな）

　輝夜真央の目つきは真しん剣けんそのもの。冗じよう談だんをいっているようには全然見えない。

　だからこそひく。

　クラスメイト全員がひく。教室中がひきひきの大干潮である。

　ところが、そんな空気をまったく読めていないのか、読めないふりをしているのか、そもそも他人の反応などどうでもよいのか、

「なぜ私が王国を建けん設せつしなければいけないか、その理由を手て短みじかに説明しよう！」

　輝夜かぐや真ま央おは右手をサッと振りかざして教室を見渡した。そして教きよう卓たくの下から十枚以上はありそうな紙の束をとりだす。よくテレビの報ほう道どう番組などで使われるフリップボードだ。

「大衆はコブタだ！」

　輝夜真央は叫びながら、一枚目のボードに貼られたシールをめくった。

〈大衆はコブタだ！〉

　と、大きく書かれた文字が現れた。

　さらに、二つ目三つ目のシールをめくりながら輝夜真央は語り始めた。

　なぜ今、『世界の王』が求められているか。

　演えん説ぜつの内容を要よう約やくすると、以下の通り。

　大衆は愚おろかである。

　むしろコブタちゃんである。

　コブタは食べることしか考えないので、刹せつ那な的てきであり、近きん視し眼がん的てきであり、まあとにかく色いろ々いろダメダメである。



    

  
    
      



    

  
    
      　したがって、このままでは世界は滅めつ亡ぼうの方向に進む。間ま違ちがいなく進む。

　それを防ぐためには彼女、要するに輝夜かぐや真ま央おが新世界を構こう築ちくし、その智ち慧えをもって統とう治ちするしかない……云うん々ぬん。

　とまあ、そのようなことを輝夜真央はフリップボードの文字に身み振ぶり手て振ぶりを交まじえて説明する。

「今年はこのクラスを支配し、王国建けん設せつの橋きよう頭とう堡ほとするつもりだ。以上」

　そう結ぶと、フリップボードを脇にかかえて自席に戻っていった。

　総時間数二十分。

　使われたフリップボードの総数十二枚。大だい演えん説ぜつである。

　輝夜真央が自席についても、凍りついた空気は瞬間解凍されない。

「ツッコミ、いれてぇぇぇ―――！」

　と、みんな思いながら、下へ手たにツッコミをいれたら酷ひどい火傷を負いそうなので躊躇ためらっている。そんな時間が続く。

　結局、担たん任にんの山やま北きた浩こう二じによる「さあ、次、行ってみようかあ」の『ある意味空気読めてる』一言で、一年Ａ組は再び時を刻きざみ始めた。

　輝夜真央の後席の女子がやり辛づらそうな表情で黒板の前に立った時、錦にしき織おりは『エア手帳』を再開していた。遅まきながら、輝夜真央のプロファイリングを書きこむ。

「輝夜真央。出しゆつ身しん校こう不明、性せい格かく不明、識しき別べつ不明、正しよう体たい不明、プロファイリング不可能……」

　唯ゆい一いつ確実なことは、



　将来の夢は新世界の王。



　　　☆



「すごかったよな。さっきのあれ」

　予定より大おお幅はばに遅れて、オリエンテーションは終了。休み時間になるとすぐに、錦織に中学の同級生の紺こん野のが話しかけてきた。

「まあ、そうだね」

　輝夜の席の方を気にかけながら錦織は肩かたをすくめる。

　当の本人は教室内の何なん箇か所しよかにできているクラスメイトの集団を完かん全ぜん無む視しして、自席で一人、ハードカバーの本を読んでいた。

「ああいうのなんていうのかね、電でん波ぱ？　それとも不ふ思し議ぎキャラっつーのかな？」

「さあ」

「まさか、あんなこと本気で思っているわけないよな？　今時、『世界の王』だなんて。フラミンゴ打だ法ほうかよっ」

「本気なわけね――よ。絶対、キャラ作ってる」

　後ろの席の“〝お調子者”〟の西にし村むらも会話に参加してきた。

「それがそうでもないんだな。オレ、中学の時一緒だったんだけどさぁ」

　さらに遠えん藤どうが加わる。

「ってことは、彼女、東ひがし山やま中ちゆうなんだね」

　錦にしき織おりが目を細める。

「そうそう、その通り。って、なんでオレの出しゆつ身しん中、知ってんの？」

「さっき自己紹介でいってたし」

「でもいちいち、クラスメイトの出身校なんて覚えてられないだろ？」

「こいつ、中学の時から反はん則そくなみに記き憶おく力りよくいいんだよ。総そう代だいは伊だ達てじゃないぜ」

　紺こん野のが自分のことのようにいう。

（まあ、実じつ際さい、記憶力には自信があるんだけどね）

　錦織は気持ちの中だけで前まえ髪がみをかきあげた。

「で、話を戻すと、輝夜かぐやは中学の時からああだった」

　遠藤は輝夜をチラ見しながら声をひそめる。

「中学の時から、『世界の王』になるとかいっていたのか？」

　とても信じられない、という感じの西村に頷うなずく遠藤。

　遠藤によると、輝夜は中学時代から未来の統とう治ち者しやを僭せん称しようし、勝かつ手てに学校に「秘ひ密みつ基き地ち」なるアジトを作り、生せい徒と会と三回にわたる「仁じん義ぎなき戦い」を行った、らしい。

「筋すじ金がね入いりの変態だな」

「よくそんな性せい格かくでイジメられなかったな。中学ってほら、不良もいるわけだし」

　錦織は素す直なおな疑問を口にした。

「実際、一度、不良グループに絡まれて校こう舎しや裏に連れていかれたことがある」

「ほお」

「でも、全員、返かえり討うちにあった。みんなパンツ一枚で木に括くくりつけられた。これが今でも東山中の語り草になっている『悲しきパンツ事件』だ」

「『悲しきパンツ事件』……。なんて忌いま々いましい響ひびきなんだ」

　西村が両手を抱えこむような格かつ好こうで震える仕し草ぐさをする。

「事件の名前はどうでもいいが、複数の不良を一人でやっつけるなんて、なんか武ぶ術じゆつでもやっているのか？」

『エア手帳』のせいで、錦織の手が机の下で蠢しゆん動どうする。

「それはよく分からないが目撃者によると、合あい気き道どうみたいな技でバッタバッタと不良たちを投げ飛ばしたらしい」

「へえ」

「とにかく、その事件以来、誰だれも輝夜かぐやをイジメようなんて考えなくなったな。で、ついたあだ名が魔ま王おう」

「魔王!?」

「そう、魔王。輝夜“〝真ま央お”〟だから魔王」

「ああ、なるほどっ！」

「でな。さっきからいってる通り、魔王は本気で『世界の王』の座ざを狙ねらっている。だから、中学校三年間、当然、友とも達だちも恋人もできなかった」

「あんだけ顔がいいのにもったいない。人類全体の損失だな」

　紺こん野のが本気で残ざん念ねんそうに首を振る。

　その時、一年Ａ組の教室の一角が急に騒さわがしくなった。一人の女の子の周りに、クラスメイトたちが集まっている。

　野や次じ馬うま根性丸出しで飛んでいった西にし村むらたちを追って錦にしき織おりも立ちあがる。

　騒ぎの中心で、女の子が半ベソをかいていた。

（六りく道どうかなめ……か）

　北きた上かみ中ちゆう出しゆつ身しん。元気があり余った感じの自己紹介をしていた。ショートカットの可愛かわいい感じのルックスで性せい格かくも明るそう。錦織のプロファイリングは、クラスの人にん気き者ものになると予想している。たしか中学校の時は錦織と同じく剣けん道どう部ぶに所しよ属ぞくしていた、といっていたはずだ。

「なんかあったの？」

　西村が取り巻きの女の子たちの間に割って入る。

「輝夜さんに六道さんが話しかけたら怖こわすぎる顔で睨にらまれたのよ」

「自己紹介が笑えたって、いったのが気に障さわったみたい。『笑える類たぐいのものじゃないっ！』って怒ど鳴なって」

「でも、あんなに怒る意味が分からないんだけど」

　女の子たちがやや離れた席の輝夜に非ひ難なんめいた視し線せんを送る。

　当の本人は何事もなかったかのように、ハードカバーの本を読みふけっている。騒ぎも非難も意に介していない様子。

「ああ、魔王にとって『王国の建けん設せつ』は真しん剣けんなものだからな。中学の時もそういうことをいうとキレてたな」

　遠えん藤どうが訳わけ知しり顔がおで頷うなずく。

「魔王ってなに？」

「『新世界の王』って、あれ本気なの？」

　一いつ斉せいに質問を浴びせるクラスメイトたちに、遠えん藤どうは再度、あだ名の由来、そして『悲しきパンツ事件』についてイキイキと解説する。

「六りく道どうさん、よかったね。睨にらまれるだけで済んで……」

「そうだよね。教室でスカート脱がされてパンツ一丁にされたりしていたら六道、もうお嫁よめに行けなかったもんね。六道、がんばります」

　クラスメイトの無責任なフォローに、六道も濡ぬれ睫毛まつげを指で拭ぬぐいながら、見当はずれな返事をしていた。

（輝夜かぐや真ま央お。通つう称しよう魔ま王おうか……）

　もう一度、輝夜に視し線せんを送りながら、錦にしき織おりは小さく息を吸いこんだ。

　輝夜の存在が自分の野や望ぼうにどんな影えい響きようを与えるか……。

　その時はまだ聡そう明めいな錦織にも予よ測そくできなかった。



    

  
    
      


２　ハラグロVS魔ま王おう





　五月最後の月曜日の朝、紫し苑おん高こう校こうの下駄箱横の廊ろう下かは喧けん騒そうに包まれていた。

　狭せまい廊下に集まった生せい徒とたち。その中には錦織ら一年Ａ組の生徒の姿もある。今ここで、あるちょっとしたイベントが行われようとしていた。

　ポーカーフェイスの教師たちが巨大なボール紙を掲けい示じ板ばんに張り出すと、ザワメキは響どよめきに変わる。純じゆん白ぱくの紙には中間試験成せい績せき上位三十名の名前が並んでいた。

「すごいっ！　一番だよ！」

　バツンッ。ゴホッゴホゴホ。

　歓かん声せいを上げた六道に背せ中なかを叩たたかれ錦織は激しくむせた。

　胸むねを押さえながら、ゆったりと掲示板を確認する。



「一学期中間試験・一年生総合得点　一位　９９５点　錦織貴たかし」



　二位に二十点以上の大差をつけての余よ裕ゆうの一位。

「フッ……」

　思わずニヤケそうになる。

（い、いかん！）

　錦にしき織おりはズボンに慌あわてて手を突っこむと、太ふとももに爪つめを立ててつねり上げた。

　アウチッ！　火の池に落ちた某ぼう著ちよ名めいなゲームキャラクター（ヒゲの配管工）のように、飛び上がりそうになる。しかし、そのお陰かげでニヤケは一いつ瞬しゆんで喉のどの奥までひっこんだ。

（だ、誰だれにも見られていないだろうな？）

　周囲をチラ見する。幸い隣となりの六りく道どうにも気がつかれていなさそうだ。

（危なかった。今のは油ゆ断だんしていた……）

　錦織には、嬉うれしいことがあるとニヤケるという悪い癖くせがある。

　ニヤケは爽さわやかでないし、他人に見られれば顰ひん蹙しゆくものだ。

　だから、錦織は会かい心しんの出来事の直後、足をつねるか舌を噛かむかしてニヤケるのを防ぐ。これも『錦織・特とく殊しゆ技能四十八手』の一つ。

「さすがだな。圧あつ倒とう的てきな一番じゃん」

　集まってくるクラスメイトたちに、錦織は照れくさそうに小さく微笑ほほえんで（←もちろんつくり）、「ちょっと今回は自信があったんだ」と、爽やかに口くち元もとを緩めた。

　心の中では、

（今回だけじゃなくて、次もその次も、卒業するまでずっとオレが一番だけどね）

　と思っている。

　驕おごりではなく本当にそれだけの自信があるのだ。

「どうしてこんな頭のよい子に育ったのかねえ。あやかりたいねえ」

（ええっとウザイんですけど。触さわられると、髪形崩くずれるんですけど）

　巣す鴨がものとげぬき地じ蔵ぞうを扱うように、頭を執しつ拗ようにさすろうとする六道の手を錦織は巧みに避け続ける。

「六道なんか、同じノートを使って勉強したのに。ショボーン」

「何点だったの？」

「錦織くんとはチロルチョコ六十個分くらい違ちがう」

「ゴメン。よく単位の意味が分かんない」

「一チロルは十円と考えると目安になるでしょう」

「それはっ……残ざん念ねんだったね。（ってか、その得点差でチロルチョコ使う意味が分かんないよ。せめてまるきんチョコ使おうよ！）」

「だよね。ションボリだよねえ。でも次は頑がん張ばるから。錦織ノートユーザーの沽こ券けんに関かかわるもんね」

「うん、その意気だよ。（あのう、期末もオレのノート、写すつもりデスカ!?）」

　上じよう昇しよう志し向こうが希き薄はく。今後も勉強資本をたかられる可能性あり……。

　錦にしき織おりはこっそり『エア手帳』に書き加える。

「でもこれで、錦織くんは一いち躍やくクラス委員の有力候補だね」

　一年Ａ組に戻る階段で、六りく道どうが錦織の顔を覗のぞきこんだ。

「クラス委員って？」

「昨日きのう、担たん任にんの山ちゃんがいってたじゃない。午後のホームルームできめるって」

「ああ。（無む論ろん、知っているさ）」

　入学式の前からこの日を待っていました。

「立りつ候こう補ほはしないの？」

「今のところするつもりはないよ」

「え――、なんで？　中学の時は生せい徒と会長だったんでしょ？」

「あれは担任の先生に推すい薦せんされたからね」

　クラス委員に自みずから志し願がんするのは、目立ちたがり屋っぽくて爽さわやかでない。

　それに、

「中間試験で圧あつ倒とう的てきな学年一位の座ざにつき、体育の授業での大だい活かつ躍やく、おまけにルックスも性せい格かくもいいオレの他ほかに、クラス委員に相応ふさわしいヤツがいるわけがない」

　と、錦織は思っている。要するに、わざわざ立候補しなくともクラスメイトか教師から推薦されるにきまっているので、錦織は自分から立候補する気はさらさらないのだ。

「もし、立候補したら、六道はぜったい、ぜったい、ぜ――ったい、錦織くんに投とう票ひようするからね」

「うん、ありがとう」

　この時は、錦織は素すで六道に感謝した。





「じゃあ、とりあえず、クラス委員に立候補したい人、挙きよ手しゆして」

　ホームルームが始まると、早さつ速そく、一年Ａ組のクラス委員の立候補が募つのられた。

　サッ――。

　誰だれかが挙手した。

　クラス全員の目が挙手した生徒の方に向けられ、そして大きく見開かれる。

　手を挙げたのが、魔ま王おうこと輝夜かぐや真ま央おだったから。

「まじか？」

「やばいんじゃね？」

　教室のあちらこちらで、そんな囁ささやきが起きる。

　錦にしき織おりもまったくもって同感。まじか……。やめてくれ……。クラスに自分を差し置いて立りつ候こう補ほする人間がいるとは思ってもいなかった。

（でもたしかに、魔ま王おうなら……）

　クラス委員を目指してもなんら不ふ思し議ぎはない。なにしろ新世界の王を目指す女子高生だ。

　錦織がノーマークだったのは、自己紹介の時以来、輝夜かぐやが特に大きな騒さわぎを起こしていないから。高校生にもなると人との距きよ離り感かんを意識する。みんな輝夜とは関かかわらないようにしていた。「触さわらぬ神に祟たたりなし」ならぬ、「触らぬ魔王に……」である。

（しまった。オレとしたことが）

　錦織は唇くちびるを薄く噛かんだ。

　立候補しなくても誰だれかに推すい薦せんされることになると考えていた。だが、この手の選せん挙きよで推薦が始まるのは、誰も立候補者がいない時に多い。立候補者がいる場合は、「やりたい人にやらせればいい」的雰ふん囲い気きになるのが基本だ。

　たとえそれが魔王と呼ばれる少女であっても……なのか？

（誰か、立候補するかどうかしろよ）

（そういわれてもよ）

　緊きん迫ぱくしたアイコンタクトが教室の中を飛び交う。

　魔王女をクラス委員にするのは危険。でも自分がなるのは嫌。他人を推薦するのも、その人間から恨うらまれるかもしれない。

　そんな絶妙なトライボロジーのせいで、なかなか、対たい抗こう馬ばが生まれないでいた。

（オレは恨まないから。ガンガン推薦してくれ！）

　錦織は心の中で叫びながら、神しん経けい質しつそうに足を揺ゆする。

「他ほかにはいないかあ」

　担たん任にんの山やま北きたが暢のん気きな声を出した。

（みんな、早くオレを推薦してくれ！　このままだとクラス委員に最も相応ふさわしいオレの代わりに、魔王女がクラス委員になってしまうぞ！）

　叫びたい。対抗馬として立候補したい。そう思いつつも、錦織はなにもできないでいる。

「じゃあ輝夜にやってもらうかなあ」

（ど、どうする!?）

　錦織は決けつ断だんを迫られた。ポリシーに反するが立候補すべきか。この空気ならいける。ウザがられたりはしない。むしろ歓かん迎げいされる。いや、でも――。

　生せい徒とが一人、静しずかに起立した。

「私は錦織くんがＡ組のクラス委員に相応しいと思います」

　静かだが、強い意思のこもった声が響ひびく。

　米よね倉くら愛あい。落ち着いた物もの腰ごしの眼鏡めがねの女の子。中間試験成せい績せきはクラスでは錦織に次いで二番。男女両性からの人望も厚く、唯ゆい一いつライバルになりえる存在と錦にしき織おりは考えていた。

　その米よね倉くらが錦織をクラス委員に推おした。

「賛さん成せい！」

「私も！」

　他ほかの生せい徒とたちも口々にリコメンドを開始する。

（米倉、グッドジョブ！）

　錦織は心の中で親おや指ゆび総そう立だちにした。

「おーい、錦織。お前、人気みたいだが、やる気はあるか？」

　錦織は少し悩なやんだ（←つくり）末、ゆっくりと頷うなずく。

「分かりました。ではオレも立りつ候こう補ほします」

　パラパラと小さな拍はく手しゆが起きる。

　控ひかえめなのは、輝夜かぐやを怖こわがってのことだろう。

「では選せん挙きよだな。二人にクラス委員への思いを語ってもらって、それからみんなに投とう票ひようしてもらう。二人とも黒板の前に出てきてくれ」

　ガタッ――。

　錦織と輝夜はほぼ同時に立ち上がる。

　お互いを見ないように前に進み、黒板の前で対たい峙じした。

　錦織が輝夜の顔をじっくり見たのは久しぶりだ。揺ゆれる長い黒くろ髪かみ。美しく整った鼻び梁りよう。長い睫毛まつげに縁取られた、気の強そうな瞳ひとみ。やはり可愛かわいいし、美び人じんだ。

（だが、顔だけでこのオレが魔ま王おうに負けるわけがない）

　錦織は自分にいいきかせる。

　片や誰だれからも相手にされない魔王女。片や入学式で総そう代だい・中間試験でも一番になった優ゆう等とう生せい。クラス委員選挙でどちらに票が集まるかは明白。

（勝つのはオレだ！）

　錦織が胸むねの中で叫んだ時、輝夜が紅べに色いろの唇くちびるを綻ほころばせた。

　漫画なら「ニヤリ」というよりは「フフッ」というフキダシが似合いそうな笑い方。

（な、なんなのその余よ裕ゆう!?）

　錦織は焦あせる。

（勝しよう算さんがあるというのか？　オレに勝つ秘密兵器でも……あるというのかぁ!?）

　先に教きよう卓たくの前に立つ輝夜を、錦織は額ひたいに冷や汗を浮かべて見守る。

　輝夜は教室全体を見渡すと教卓の下に手を伸ばした。

（ま、まさか！）

　紙袋が出てきた。

　中からはどっさりとフリップボードの束。前回より見るからに大おお幅はば増ぞう量りよう中ちゆう。

「私がどうしてクラス委員にならなければいけないか、その背景から話させてもらう」

　一年Ａ組の生せい徒と全員からササーッと血の気がひく音が聞こえた。

　輝夜かぐやの演えん説ぜつは「大衆はコブタだ！」のおさらいからだった――。





「ではクラス委員は錦にしき織おり、副委員は米よね倉くらにやってもらう」

　拍はく手しゆの中、黒板の前で錦織と米倉は頭を下げた。

「錦織貴たかし……正正正正正正正正一」

「輝夜真ま央お……一」

　選せん挙きよは「四十一票対一票」で錦織の完かん勝しよう。

（ハハハ。見ろ、これが人にん気き者ものの実力だ！）

　錦織は凱がい歌かをあげながらさりげなく輝夜に目をやった。輝夜は腕うでをくみブウと頬ほおを膨らませて錦織の方を見ている。

　錦織は慌あわてて視し線せんを逸そらす。しかし、不ふ満まんそうな魔ま王おうの顔はなかなか可愛かわいい。

（演説がなきゃ、もうちょっとは票が入ったかもしれないのにな）

　フリップボードを使った輝夜のパフォーマンスは担たん任にんの山やま北きたに止められるまで三十分以上続いた。例によって「橋きよう頭とう堡ほ」とか「衆しゆう愚ぐ政せい治じ」とか、センセーショナルなキーワードが飛び交っていた。

　しかし、そのお陰かげでクラスの気持ちが一つになった。

　魔王をクラス委員にするわけにはいかない。ダメ。絶対。

　それが錦織の歴史的勝利に繋つながったのだ。

「よろしくお願いします。錦織くん」

　隣となりに立つ副委員に選ばれた米倉愛あいが小さく会え釈しやくする。輝夜は副委員職には興きよう味みがないらしく辞じ退たいしたのだ。

「うん、よろしく」

　錦織は爽さわやかに微笑ほほえむ。相あい方かたが米倉なら楽らくができそうだ。

（やれやれ。とにかく、これでしばらく魔王と関かかわることもないな）

　安あん堵どのためいきをつきながら席に戻る錦織に担任の声が飛ぶ。

「錦織。早さつ速そくだが、クラス委員として、この後やって欲しい仕事があるんだ」

「はい」

　錦織は“〝ゆーとーせい”〟らしく、シャキッと返事した。



　　　☆



「クラス委員って雑ざつ用よう係のことかよ！」

　ガツン。

　薄暗い教室で、錦にしき織おりは書類棚をグーで殴った。

　棚に収まった古い書類から埃ほこりがモワッと舞まい上がり、鼻び腔こうにカビの臭においが広がる。

　ゴホゴホッとむせた。

「おまけに自分はさっさと職員会議に行っちまうし！　投げっぱなしかよ！　大体、このカビの生えたようなファイルを整せい理りすることにどういう意味があるんだ！」

　クラス委員に選ばれた錦織が命じられたのは生物資料室の書類整理。一年Ａ組の担たん任にんの山やま北きたは生物の教師だった。

「こういうのは子こ飼がいの生物部員の仕事だろう？　なんでクラス委員にさせるんだっ！」

　錦織は書類棚を叩たたいた手で『エア手帳』を開こうとして途中で止める。その代わりズボンの後ろポケットから黒革の手帳を取り出した。

　本ほん邦ぽう初はつ公こう開かい！　錦織の秘密手帳。

　メモリーに限界のある『エア手帳』の内容をそっくり書き写した手帳。小学校四年生からつけていて現在第十二巻。さらに続刊もリリース予定。その名も、

『栄えい光こうの軌き跡せき』。

　本当に、表紙の革には「ＥＩＫＯＵＮＯ　ＫＩＳＥＫＩ」と金きん糸しで刺し繍しゆうしてある。

　常じよう時じ携けい帯たいしているにもかかわらず、自室外では滅めつ多たに出すことのない、まさしく幻まぼろしの逸いつ品ぴん。中身は日記と周囲の人間のプロファイリングで占められている。

　錦織は『栄光の軌跡』のページをパラパラとめくって、『担任・山北浩こう二じ』のページを開いた。

「……ソフトな物もの腰ごしに騙だまされるとイタイ目を見る。割と自己中。注意が必要」

　そう書き加えた。

　若じやつ干かん、気持ちが落ち着く。錦織は学校で溜めこんだストレスは、手帳に書きこんで発はつ散さんする。

「ついでに今日の分はここでつけておくか」

　ここなら誰だれかに見られることもないだろう。錦織は親おや指ゆびで日記のページを開いた。

「まずは平ひら沼ぬまの一件からだな……。五月二十八日。平沼にノートをパクられた。パクられたのは三度目であり、そろそろなんらかの対応策さくを打たなければ――」

　途中でシャープペンシルの芯しんが折れる。

　またイラッときた。

「シット！」

　今度は力任まかせに書類棚を拳こぶしで叩たたく。

　書類棚がグラッと揺ゆれた。

　二メートルほどの棚に積み重ねられていた資料の束が、地じ滑すべりのように動くのが錦にしき織おりの視界に入った。

「へっ」

　回避行動をとろうとしたが、時既すでに遅し。資料は雪崩なだれのように錦織に向かって落ちてくる。

「ゲハッ――」

　なす術すべもなく押し倒された。

　錦織はしたたかに顎あごを打ちつけて、埃ほこりだらけの床に這はいつくばる。

「くそ―――――!!　なんでこのオレがこんな羽は目めに!!」

　資料を払いのけながら起き上がろうとする。

　ミシッ。

　錦織が這いつくばった、フローリングというよりも板いた張ばりという表現が似合う埃まみれの床のすぐ近くで、軋きしみ音が上がる。

「整せい理りが必要なのは、こういう事があるからだろうな」

　人の声もした。

　顔を上げた錦織の目線の先に、制服のスカートの端っこが見えた。

　パンツが見えそうなアングル。いや、実じつ際さいに見るか見ないか、見えるか見えないかは、今の錦織的にはどうでもよいことだった。

　人？

　誰だれだ？　いつからいた？

　声には聞き覚えがある。それもつい最近聞いたような。

　顔を上げていく。

　スカートからブラウスへ。スレンダーな体を包みこむセーラー服。腰まで伸びた長い黒くろ髪かみ。

　さらに上へ。

　よく知った顔がそこにはある。

「か、輝夜かぐや!?」

　立っていたのは魔ま王おうこと輝夜真ま央おである。

　お約束の腕うでをくんだ格かつ好こうで、涼すずしげな瞳ひとみを見下すように細めていた。

「うっ―――」

　錦織は倒れたまま喉のどを押さえる。ゴホゴホッとむせた。

　常にトップに立ち続けてきた錦織は、人に馬ば鹿かにされたり見下されたりすることに慣れていない。たまに遭そう遇ぐうすると喘ぜん息そくの発作が起きる。

　だが苦しんでいる場合ではない。

　輝夜かぐやがかがんでなにかを拾った。

（ゲッ！）

　秘密手帳『栄えい光こうの軌き跡せき』。資料雪崩なだれの時、落としてしまっていたらしい。

（まずいっ。あれをこいつに見られでもしたら……！）

　錦にしき織おりは慌あわてて資料を振り払いながら立ち上がる。乱れた前まえ髪がみをコームで整えると、とっておきの爽さわやかスマイルと一緒に輝夜に手を伸ばした。

「拾ってくれてありがとう」

　キラリン！　前まえ歯ばは永遠の輝き。

　錦織は焦しよう燥そう感かんを微み塵じんも見せず、自然に手帳の返へん却きやくを要求する。

　ところが――。

　輝夜はそんな錦織には目も向けず、興きよう味み深そうに手帳の表紙を見ている。

「ＥＩＫＯＵＮＯ　ＫＩＳＥＫＩ……。『栄光の軌跡』？」

　表紙の刺し繍しゆうされた文字を読み上げた。

「あ、あの……輝夜？」

　錦織の額ひたいには水すい滴てきのような大おお粒つぶの汗がいっぱい浮かんでいた。



    

  
    
      



    

  
    
      「そ、それ、オレのなんだ。プライベートの物だから開かないでくれると嬉うれしいなあ、って、いってるそばから、なに開いてんの!?」

「え――、なになに。四月一日。今日は紫し苑おん高こう校こうの入学式。栄えい光こうの軌き跡せきのスタートライン。オレは新入生代表として壇上に立ち、全校生せい徒とに錦にしき織おり貴たかしの名前を知らしめることに成功した。ブラボー総そう代だい。ブラボーオレ――」

　そこまで読んで、輝夜かぐやは顔を上げた。無む表ひよう情じようで一言。

「ほう」

　それだけいって、手帳をまたパラパラとめくった。

　錦織の顔が次第に青白くなっていく。

「米よね倉くら愛あいのプロファイリング。一年Ａ組。出席番号三十八番。大人おとなしい性せい格かく。容姿はＡプラス。成せい績せきも体育以外はクラス二位。自分の敵になる可能性は低いが注意は必要。

　追記・意外と胸むねがデカイ。　体育の授業で確認。ポイント高し――」

　輝夜が再び無表情の顔を上げる。

「ほう」

　呟つぶやいて手帳を閉じた。

「なかなか興きよう味み深い手帳だな。錦織」

　輝夜は口くち元もとにアルカイックスマイルのようなビミョーな笑えみを浮かべた。

　ゴクリと錦織は生なま唾つばを飲みこむ。

　知られた。

　手帳の内容を錦織の真実（あまり爽さわやかでない“〝ゆーとーせい”〟、むしろ腹はら黒ぐろい）を、一番知られてはいけなさそうな人間に知られた。

「もう十分だろ。返してくれ……」

　秋のセミのように弱よわ々よわしい声を出す。

「だが断る」

　輝夜は『栄光の軌跡』をブラウスの胸ポケットに入れると、錦織の鼻はな先さきに黒い携けい帯たい電話のディスプレイをチラつかせた。

　スピーカーから声が聞こえてきた。

『クラス委員って雑ざつ用よう係のことかよ！（ガツン）』

　ディスプレイには棚を殴る錦織の姿。

　光量不足で解かい像ぞう度どがイマイチ。音は割れている。でもバッチリ錦織と認識できる。

　奪うばい返そうとする気持ちが一いつ気きに萎なえる。

　錦織はガクリと両手をついた。

　秘密手帳に加え、写メをクラスメイトに公開されでもしたら、

『錦織くんって、暗かったんだ』

『っていうか、こんな手帳つけてるなんて、かなりキモイ』

『私、そんなに胸むね、大きくありません』

　公開されれば破は滅めつは避けられない。

　手をついたまま、錦にしき織おりは顔を上げた。

「な、なにが望みだ!?　い、椅い子すか？　クラス委員の。それなら譲ってもいい」

「今更そんなものはいらない」

　輝夜かぐやは無む表ひよう情じようのまま見下ろしている、

「じゃあどうすればいい」

「私が新世界の王を目指していることは知っているな？」

「い、いちおう。人なみには」

「ならば私が優ゆう秀しゆうな参さん謀ぼうを探していることも、聞いたことがあるな？」

「いや、それは初はつ耳みみだが…………。ってか参謀？」

　錦織は顔をしかめた。ものすごく嫌な予感がする。

　輝夜が真ま顔がおで頷うなずいた。

「錦織。私と共に王国建けん設せつを目指せ」

　錦織は目の前が真っ暗になっていくのを感じた。



　　　☆



「座れ」

　パイプ椅子に足をくんで座りながら、輝夜は放心状態で突っ立っている錦織に命じた。

　生物資料室の奥に小さな部屋があった。階かい段だん裏うらのデッドスペースを壁で囲って物もの置おきにしたものらしい。

「ってか、ここは？」

「秘ひ密みつ基き地ちだ」

「秘密基地……？」

　錦織は部屋の中を見回した。

　六畳くらいの部屋の中心に、教室の机を四つ詰めて並べてあり、壁かべ際ぎわにはどこから運んできたのか本棚。机の上には市し街がい地ちの地図と、世界の覇は王おう的にはお約束のセピア色の地ち球きゆう儀ぎが置かれてあった。

「普段、どうやって出入りしてるんだ？」

　勧められたパイプ椅子に座りながら、錦織はごく普ふ通つうの疑問を口にする。

　資料室には鍵かぎがかかっている。錦織は資料整せい理りのために山やま北きたから直接、鍵を渡された。

「すぐそこのホームセンターならワンコインで作れる」

　輝夜かぐやは無言でキーリングを見せた。

「おまっ、まじかよ？」

　職員室から持ち出して合あい鍵かぎを作ったのだ。

「で、毎日、放課後になってはここにきて、なにかよからぬことを考えているわけだな」

「よからぬことではない。新世界構こう築ちくの作戦を創そう案あんしたり、陰いん謀ぼうを練ったり、啓けい蒙もう活かつ動どう用の資料の作成を行ったりしている」

「オールよからぬことじゃないか。ってか、あのフリップボードはここで作ってたのかよ!?」

「特に今日は『計画を大おお幅はばに変更せざるをえない事件』があったので、修正案を考えていたのだ」

　輝夜はジロリと錦にしき織おりを睨にらむ。

「計画を変更しなきゃいけない事件……、って、仕方がないだろう!?　選せん挙きよできまったことなんだから」

「お前が立りつ候こう補ほさえしなければ、無む投とう票ひようで私がクラス委員になって、計画通り一年Ａ組に橋きよう頭とう堡ほを築きずくことができたのだ」

「知るかよ。ってか、橋頭堡ってなにを始めるつもりだったんだ？」

「大だい本ほん営えいを手て狭ぜまなここ（秘ひ密みつ基き地ち）から教室へ移動させる」

「できるか！」

　一年Ａ組のクラスメイトは選挙で正しい選択をした。民みん主しゆ主しゆ義ぎ万歳。

「まあいい。そのお陰かげでよい発見をすることができたのだからな」

　輝夜は手帳の入った胸むねポケットに触れた。

「人の声が聞こえたので敵の間かん諜ちようかと思えば、お前がいた」

　錦織は両手で頭を抱えこむ。

（オレのバカ、マヌケ！）

　学校で本性を見せてはいけなかった。こんな場ば末すえの資料室の奥に秘密基地を作って作戦を練っている人間がいようとは、思いもよらなかった。

「それで――。参さん謀ぼうってなんだよ」

「お前、クラス委員の癖くせに参謀も知らんのか」

「辞書的な意味は知っているが、なんでお前の野や望ぼうに参謀が必要なのかがさっぱりだ」

「分かった。ならば説明しよう」

　輝夜は机の下から紙袋とフリップボードを出した

「フリップいらない。口で説明してくれ」

「短気な男だな、まったく」

　輝夜はブツブツと不ふ満まんそうにフリップを元の場所に収める。

「一言でいってしまうと、覇は王おうには参さん謀ぼうの一人や二人、必要ということだ。以上」

「その簡かん潔けつな理由のどこにフリップボードが必要だったんだよ！」

「知っているだろう？　山やま本もと勘かん助すけ、諸しよ葛かつ孔こう明めい、ベルティエ……。歴史的に見て、世界の覇王には名めい参さん謀ぼうがつきものだ」

「その三人とも、結局、覇は道どうの実現には貢こう献けんしてな……」

「というわけで、私にも一人ぐらい参謀がいてしかるべき、ということだ」

「それでオレかよ」

　錦にしき織おりは再び頭を抱えた。

（このオレに電でん波ぱの片棒を担げって!?）

　高校生活に描く予定だった栄えい光こうの軌き跡せき。それがガラガラと崩くずれる音が聞こえた。

「ぐ、具体的にはなにをすればいいんだ？」

　ちなみに輝夜かぐやがたとえに出した参謀三人のうち、二人は上司の代わりに討ち死に、一人は窓から投身自殺。どれも錦織的にはパスだ。

「情報を収集し、王国建けん設せつに必要な策さくを私に献けんじる」

「王国建設に必要な策ってなんだよっ！」

「言葉通りの意味だが？　私がどうやれば王になれるかを考えるのだ」

「どうやればって、おまっ」

　どうやってもそんなことはできん、と錦織は叫びたかった。だが、きっと輝夜の機き嫌げんを損そこねるので口にはしない。

「で、期限は？　いつまでその参謀をしなきゃいけない？　お前が王様になるまでか？」

「高校卒業までの三年間。ただし、それまでに新世界の構こう築ちくが完了した場合は、その時点で辞やめてもらっても構わない」

　事実上、高校卒業までである。

「もし……断ったら？」

「明日の昼休みに、動どう画がの内容を校内放送で全校生せい徒とに向けて放送して、日記のコピーを掲けい示じ板ばんに張り出す。さらに『一年Ａ組の錦織はウソツキ優ゆう等とう生せいである、と書いた横おう断だん幕まくを屋上から垂たらす。スキャンした手帳と映像をネット上にアップロードして、『ちょｗｗｗｗおまｗｗｗｗクラスのイタイヤシ!!ｗｗｗ』というスレッドを学校裏サイトの掲示板に立て……」

「よ、よく。分かった。もういいから」

　輝夜なら脅おどしでなく実行する。

　そうは思ったが錦織は悪あがきをする。

「そんなことをしたって誰だれも信じないかもしれないぞ。それに一いち時じは評判を落としてもすぐに忘れるだろうし」

「それはそうだが、その期間、お前は悪あく評ひように耐えることができるか？」

「うっ……」

　きっと無理。ずっと錦にしき織おりは“〝ゆーとーせい”〟としてチヤホヤされてきた。軽けい蔑べつされたり馬ば鹿かにされたりするのには耐えられない。確実に不登校になる。

「諦あきらめて私の参さん謀ぼうになれ。お前の智ち謀ぼうを私が使ってやる。案外、やってみたら気に入るかもしれないぞ」

　輝夜かぐやは、家庭の事情で好きでもない男に嫁よめ入りする娘を慰なぐさめるようにいった。

「一つ条件がある」

　輝夜の眼前で人差し指を立てる。

「なんだ。いってみろ」

「教室では今まで通りただのクラスメイトで通すこと。オレが輝夜の仲間なんてことがばれたら、手帳を公表されるのと同じだからな」

「仲間ではない。思い上がるな。参謀は部下だ、下したっ端ぱだ、パシリだ」

「パ、パシリ……。ウッ」

　錦織は喉のどをおさえてゼーハーする。今後、輝夜と一緒にいる機会が増えると、喘ぜん息そくが出る回数も増えると思われた。

「とにかく魔ま王おうの関係者であると思われたくない」

「まあ、いいだろう。学校ではお前を参謀扱いはしない。約束する」

　輝夜は立ち上がると錦織に近づいてきて手を差し伸べた。

　その手を見つめる。

　握ったらもう後戻りはできない。だが、それ以外に選せん択たく肢しはない。

　錦織はおずおずと握りかえす。輝夜の手は予想していたより小さく、ほんの少し火ほ照てっていた。

「よろしく」

　輝夜が満まん足ぞくそうに頷うなずいて、くしゃくしゃと顔を綻ほころばせた。

　錦織はドキリとした。

　笑った輝夜は何度か見てきたが、ニヤリとかニンマリとか微び妙みような笑いばかりで普ふ通つうに嬉うれしそうに笑った顔は見たことがない。

　普通に笑った顔はバツグンに可愛かわいい。

　だがドキドキは長くは続かなかった。

「錦織、喜よろこぶがいい。お前は私の部下第一号だ。三年間の働きようによっては、私が覇は道どう実現の際、国の一つや二つ、お前にくれてやってもいい」

　現実に引き戻された。これから、輝夜と奇き妙みよう奇き天て烈れつなグループ活動を始めなければいけない現実に。

（三年も王国建けん設せつごっこにつきあっていられるかっ！）

　今は条件を呑のんでおいて、隙すきを見てとり返すのだ。

　錦にしき織おりは強い決意を『エア手帳』に書きこんだ。

「あと……」

　輝夜かぐやの顔が事じ務む的てきな表情に戻っていた。

「秘ひ密みつ基き地ち内、及び作戦行動中はお互いをコードネームで呼び合うこととする。以後、私はお前のことを“〝ハラグロ”〟と呼ぶ。お前は私のことを“〝閣かつ下か”〟と呼ぶように」

「閣下とハラグロ！」

　古い映画かミュージカルのタイトルみたいだなと思いながら、錦織は小さく胸むねの息を吐き出した。



    

  
    
      


３　異い能のう力りよくとハンバーガー





「じゃあこの問題を……錦織、お前が解いてみろ」

「はい」

　錦織は立ち上がり、黒板に向かうとサラサラと解き、明めい快かいな説明を行った。

「うん、完かん璧ぺきだ。これは大学の入試問題なんだが、錦織には余よ裕ゆうのようだな」

　満まん足ぞくそうに数学教師が頷うなずく。教室のあちこちで小さな囁ささやきが起きた。

「すげえなあ、錦織」

「さすがクラス委員」

　クラスメイトの賞賛の中を錦織は自席に戻る。

　口くち元もとが若じやつ干かん綻ほころびそうになったので、舌を奥おく歯ばで思いっきり噛かみしめた。

『錦織・特とく殊しゆ技能四十八手』の一つで、ニヤケ防止のテクニック。つねるのと違ちがい、度がすぎると口から血が溢あふれだすことがあるから注意が必要。

「よっ、千せん両りよう役やく者しや」

　今度の席替えで隣となりになった六りく道どうかなめから、よく分からない野や次じが飛んできた。

「さすがっ。よく解けるね。私には問題の意味すら分かんないのに」

「家の参考書に載ってたからね」

「その、家で学校とは関係ない参考書を開いているのがスゴイよ。さすが千せん両りよう役やく者しやと呼ばれている男は違ちがうねえ」

「そんな風な呼ばれかたをしたのは今、初めてだけどね」

　機き嫌げんよくそんな軽かる口くちを交わす。

（そろそろ、このクラスにもオレのカリスマが行き届いたみたいだな）

　中間試験が終わりクラス委員に選ばれたぐらいから錦にしき織おりの名声は上がる一方だ。誰だれもが錦織のことを完かん璧ぺきな“〝ゆーとーせい”〟と認めている。

　ただ一人の生せい徒とを除いて。

　錦織はその生徒、つまり輝夜かぐや真ま央おの方に目をやった。堂どう々どうとハードカバーの本を読んでいた。半世紀以上前に、どこかの国の政治指導者だかなんだかが書いた自じ叙じよ伝でん。

　授業中だというのに、誰も注意しないのは教師を含めて全員諦あきらめているからだ。

（なんであんなヤツに弱よわ味みを握られてしまったのか……）

　錦織は悔くやんでも悔やみきれない。

（放課後……、行くしかないよな）

　二度と行きたくない生物資料室。

　輝夜が“〝秘ひ密みつ基き地ち”〟と称するその場所に、部活がない日は毎日くるよう錦織はいわれている。

（一体、なにをさせられることやら）

　聡そう明めいな錦織にもさっぱり想像できない。覇は道どう実現というくらいだから、やはり公こう序じよ良りよう俗ぞくに反するようなことも、しなければいけないのだろうか？

　そんなことを考えているうちに、錦織からはすっかり優ゆう等とう生せい気分が抜けていた。





　六時間目の体育の授業が終わると、いつもの三倍時間をかけて着替えた錦織は、生物資料室の前に立っていた。

　キョロキョロと左右を見て、廊ろう下かに生徒がいないのを確認してからドアノブに手を伸ばす。鍵かぎは開いていた。

「ごめん……ください」

　他ほかにいい言葉が浮かばず、そんな台詞せりふを呟つぶやきながら錦織は部屋の中に入る。

　薄暗い生物資料室。奥の方で微かすかに人の気配がした。

「鍵をかけておいてくれ」

　輝夜かぐやの声が飛んできた。

　やはり輝夜はいた。

　薄うす暗くら闇やみの中を錦にしき織おりは一歩ずつ、緊きん張ちようの面持ちで進んでいく。絞こう首しゆ台だいに向かう死し刑けい囚しゆうはこんな気持ちだろうか、などと考える。

　秘ひ密みつ基き地ち入り口の前まできた。

「入っていいか？」

「問題ない」

　ドアを開けた。

　いきなり、裸電球に照らされた肌はだ色いろ部ぶ分ぶん多めの上半身が錦織の目に入る。寸すん刻こく前まで、その肌色を覆おおっていたと思われる白地の体操服が、バンザイした輝夜の両手を手て錠じようのように結んでいた。雪のように白い上半身の一部分を覆う細い布切れの色は黒。制服の上からは分からなかったが、意外と出るところは出て、引っこんでいるところは引っこんでいて……って、つまり。

　輝夜は着替えの真っ最中だった。

「問題ない、じゃないだろっ！　問題だらけじゃないか！　おまっ、こんな所でなにやってんだよ！」

　錦織は回れ右しながら叫んだ。



    

  
    
      



    

  
    
      「体操服から制服に着替えている」

「それは見れば分かる。い、いや、誤ご解かいのないようにいっておくが、よくは見てないが、チラッと視野に入った情報からそれは分かったという意味だ」

「お前はなにをいってるんだ？」

「オレが聞いてんのは、どうして更衣室ではなくここで着替えているのかってこと」

「ここの方が広いし、人目もないからな」

「いるいる！　オレがいる！」

「さっきまではいなかったのだ」

　そんなことをいいながらも、輝夜かぐやは着替えを進めていた。服の擦れる音が、錦にしき織おりの鼓こ膜まくを魅み惑わく的てきに刺激する。

　ややあって、静しずかになったので錦織は尋たずねた。

「き、着替え、終わったか？」

「ああ」

　振り返ると、いつものセーラー服姿になった輝夜が、机に広げた地図を睨にらんでいた。

　錦織は反対側のパイプ椅い子すに座る。

「お前さあ……」

「お前ではない。閣かつ下かだ」

　輝夜が顔を上げて、眉まゆをちょっとしかめた。

「へいへい。閣下におかれましては、以後、ここでお着替えになられるのはやめていただきたく、爺じいとしてお願い申し上げます」

「爺ではない。参さん謀ぼうだ」

「似たようなモンだろ？　とにかくここで着替えるのはやめてくれ」

「なぜだ？」

「精神衛生上よろしくない。ってか、恥ずかしくないのかよ」

「恥ずかしがるような年でもないしな」

「なに意味不明な貫かん禄ろく出してんだよ。むしろ、そういうのを一番意識する年頃だって、昨年内ない閣かく府ふが発行した『青せい少しよう年ねん白はく書しよ』にも書いてあったぞ」

「ギャーギャー五月蝿うるさいヤツだな。ハラグロの癖くせにウブなのはウザイだけだぞ」

「いや、それハラグロ関係ないだろ！」

「ハラグロ＋ウブ＝ウザイ」

「なにいい直してんだよ！」

「とにかく私は着替えたい時、着替えたい場所で着替える。その代わりお前も自由にしてもらって構わない。ハラグロが突然、真まっ裸ぱだかになっても寛かん容ような心で許してやる」

「オレはそんな露ろ出しゆつ狂きようじゃないっ」

　錦にしき織おりは耳みみの後ろを掻かいた。それからためいき。

「まあなにせ、いわれた通りきたぜ」

「うむ」

　輝夜かぐやの口くち元もとがわずかに綻ほころんだ。

（なんだ今の。あれで笑ったのか？）

　錦織的には複ふく雑ざつだった。

「丁度、今日から、新たな作戦を開始する予定だった。ハラグロはまだ活動初しよ日にちであるから、まずは私の立りつ案あんした作戦に参加してもらおうと思う」

「なるほど」

　初心者の錦織のことを考慮したようだが、輝夜ウエイ１００％の計画はかえって不安を誘う。

「どんな作戦か教えてくれ」

「せかすな。これから説明するから」

　輝夜は立ち上がると、机の下から例によってフリップボードを出した。

「ハラグロ、新世界の構こう築ちくに必要なものがなにか、知っているか？」

　ボードの一番上に書かれた「新世界構築に必要なもの」と書かれた文字を、輝夜はニュースのお天気お姉さんが持っていそうな、手の形をした指し棒で指した。

「ハラグロ、心して答えろよ。返答いかんでは、参さん謀ぼうから助じよ手しゆ兼けん掃そう除じ番ばんに格下げだからな」

　錦織的にはそれでもかまわない、というかそっちの方がよさそうだったが、いうと機き嫌げんを損そこねそうなのでやめておいた。

「そりゃ、軍隊とか、か？」

「そうだ。世界を手にいれるために必要なのは、全人類を跪ひざまずかせるだけの力が必要だ」

　ボードに貼られたシールを一枚めくると、『力』という文字が現れた。

「では、我々のような少人数の高校生が入手可能な『力』といえばなにがある？」

「覇は道どうの実現可能な力、限げん定ていだよな？」

「無む論ろん」

「……核かく兵へい器きを積んだ原げん子し力りよく潜せん水すい艦かんを乗っ取るとか？」

「愚おろかな。高校生二人でどうやって潜水艦を乗っ取る？　乗っ取った潜水艦をどうやって運用する？　もう少し実現性を考えて発言しろ！」

　輝夜は指し棒で錦織の頭をペチペチと叩たたいた。

「グッ……」

　錦織は喉のどを押さえる。喘ぜん息そくだ。間ま抜ぬけな指し棒で頭をペチペチされて発作が出た。

　輝夜が怪け訝げんな顔になる。

「お前が時々やっている、その喉を押さえる動作だが……」

「ギクッ」

「なにか意味があるのか？」

「いや、特に意味はない。ただ、時々、息いき苦ぐるしくなることがあるだけだ。持病の癪しやくというか、なんというか」

　こいつにだけは知られてはいけない……。錦にしき織おりの危険センサーが警けい告こく音おんをけたたましく鳴らす。弱よわ味みを握られた上に最大の弱点まで知られた日には、抵てい抗こうする手段が完全になくなる。

「ほう、持病の癪……か」

　目を糸のように細めると、再び指し棒でペチペチと錦織の頭を叩たたき始めた。

　ペチペチペチペチ。

「ぐぐ、ぐっぐっぐ――」

　錦織はさらに喉のどを押さえる。

　ペチペチペチペチ。

「ぐぐぐぐぐっ、ぐはあっ。わ、分かったから。正直に話すから、やめて……」

　輝夜かぐやが叩くのをやめる。

　錦織は深呼吸で息を整えると上うわ目め遣づかいになった。

「まあ、いうなれば、オレは小さい時から“〝ゆーとーせい”〟だったわけじゃん」

「……」

「だから、誰だれかに悪口をいわれたり、棒で叩かれたりするのは、なんというか、慣れてないんで、喘ぜん息そくの発作が出てしまうわけだ」

「……」

「だからあんまり、オレに屈くつ辱じよく的てきな言葉を浴びせたり、行いをしたりするのはやめて欲しい……って、いってるそばから、どうして棒を振り上げてんの!?」

「本当かどうかもう一度、試ためそうかと思って」

「いや、マジだから。こんな状況で嘘うそ、いわないから。本気でオレの喘息やばいから」

「ふむ。まあ、いいだろう」

　輝夜が指し棒を下ろす。下ろしながら、一いつ瞬しゆん、フッと笑った。

　錦織の背せ中なかにさむいモノが走る。

（またか？　オレはまた早まったのか？）

　青い顔の錦織を無視して、輝夜は再びフリップボードの方に視し線せんを移した。

「話を戻す。で、我々が入手可能な絶対的な『力』だが、好こう都つ合ごうなものが一つある」

「覇は道どうに好都合な『力』？」

「うむ」

　輝夜がボードのシールをまた一枚、ペラリとはがした。

『異い能のう力りよく』

　という文字が現れる。

「い、いのうりょく？」

「そうだ。魔法、超能力、気功……そういった力なら、我々高校生でも入手可能だ」

　錦にしき織おりの体がワナワナと震えた。

「入手可能じゃねえよ！　潜水艦の乗っ取りを愚おろか呼ばわりして、異能力かよ！」

「潜水艦よりはるかに現実的だ」

「どこの世界の、誰だれの現実だよ！　そこんところのセンスにオレはさっぱりついていけない。そんな作戦、オレは手伝わ……」

　指し棒を振り上げた輝夜かぐやに、錦織は最後まで台詞せりふをいえなかった。

「ハラグロ。いいか、よく聞け。この世界に異能力者は結構な数、存在するのだ」

「見た事でもあんのかよ」

「この町にも、百人から二百人ぐらいはいるんじゃないかとふんでる」

「その妙みように具体的な数字はどこからきたんだよ」

「そういう力が我々の目と鼻はなの先にあるんだぞ。これを利用しない手はない。そうじゃないか？」

「いや、同意を求める前に会話を成立させろよ！」





「まあ、とにかく……」

　一度気持ちを落ち着かせて、錦織はパイプ椅い子すに座り直す。

　少し熱くなったことを反省。

　新世界を構こう築ちくしてその王になる、という大だい前ぜん提ていから狂っているのだから、その手しゆ法ほうが多少おかしくても仕方がない。そこはツッコムところではない。

「オッケー、了解した。覇は道どうに異能力者の力を借りることはよく分かった」

「うむ。物分かりの悪い参さん謀ぼうにいい加か減げん、ムカムカしていたところだ」

　ムカムカという言葉に合わせて指し棒をフリフリするのが、錦織的にはかなり気になった。

「で、その話が今日から実行に移す計画とどうリンクするんだ？」

　輝夜が二枚目のボードを取り出した。

『○○六号作戦』という見出し文字が躍っている。今日の作戦名らしい。

「本日一ひと五ごー○まる○まるより『○○六号作戦』を開始する」

「名前はいいんだが、内容は？」

「作戦内容は……」

　輝夜かぐやがペラリとシールをめくった。



　　　☆



　紫し苑おん高こう校こうからバスで二十分ほどかかる私鉄駅の近くにアーケード街がある。最寄りの駅ではないが学校周辺では一番栄さかえている場所なので、下校途中の紫苑の生せい徒とが立ち寄ることも多い。

　夕刻に晩ばん御ご飯はんの食しよく材ざいを求める主婦や学生たちで込みあい始めたそのアーケード街を、錦にしき織おりと輝夜が歩いていた。

　錦織は歩きながらキョロキョロと周囲に注意を払ってキョドり気味。その横を輝夜は肩かたで風を切るように歩いている。

（どうか誰だれにも会いませんように……）

　錦織は頭の中で両手をガッチリくみ祈る。

　秘ひ密みつ基き地ちで輝夜から聞かされた『○○六号作戦』。

　内容はズバリ、「街で異い能のう力りよく者を発見し、可か及きゆう的てき速すみやかに捕虜にし、秘密基地へ連れて帰る」ことだった。

　……。

　いや、内容自体は錦織の想定の範はん囲い内だが、まさかあの直後に、家に帰ることも許されず、そのまま異能力者探たん索さくに駆り出されるとは思っていなかった。こんな所を、二人を知る人間に見られたらサイテー＆サイアクだ。

（だ―――。オレとしたことが。事前の条件で、“〝教室では仲間扱いしない”〟じゃなくて、“〝人前ではしない”〟にしておけば、外に連れ出されることはなかったんだ）

　もっともその条件を輝夜が認めたかどうかは怪あやしい。

「ねえ、あれ」

　ベンチに座っていた、他校の制服の女の子に指差される。

　錦織は好こう印いん象しよう１００％のルックスで、輝夜も黙っていれば超絶美び人じん。その二人が並んで歩けば、いやが上にも目立つ。

「デートかな？」

「お似合いのカップルだよね」

　女の子たちの会話が耳みみに届いて、錦織の精神力を根こそぎ奪うばっていく。

（なんなんだ、この状況……）

「我々はカップルでもデートをしているわけでもありません。ただ、異能力者を探しているだけです」

　そんな文字の書かれたプラカードを掲げて歩きたくなる。

（そもそも犬が棒に当たるわけじゃあるまいし、どうやって街を歩いて異い能のう力りよく者を見つけんだよ）

　横を歩く輝夜かぐやの方を見る。

　大きなストライドで歩きつつ、錦にしき織おりと同様、キョロキョロと辺りを見回している。こちらは本来の目的である“〝異能力者探索”〟をやっているのだろう。

（そんなんで本気で見つかると思ってんのか？）

　異能力に反応するアホ毛でもない限り不可能ではないのか。

　いや、異能力はどうでもいい。

　もし、クラスメイトに出会った時、なんて言い訳すればいいか。

（たまたま商店街で会って目的地も同じだった……いや、リアリティがない。じゃあ、実はクラス委員として輝夜を密ひそかに社会復帰させようとしていてその訓練を……。いや、あの魔ま王おう女が大人おとなしく従うような性せい格かくでないことは誰だれもが知っているし……。じゃあ輝夜に脅おどされてつきあわされて……ってか、それ今の状況そのままでは!?）

　錦織がそんなことを考えていると、大型書店の前で輝夜が急に立ち止まった。

「ここに異能力者がいるのか？」

　錦織の軽かる口くちを無視して輝夜は書店に入っていく。

　一いつ瞬しゆん迷った後、錦織も大人しくついていく。

　輝夜は雑ざつ誌しコーナーに直行すると、チャコールグレイの戦車の写真が表紙に載った雑誌に手を伸ばした。月刊のミリタリー雑誌だ。

（らしいな……）

　と、錦織は思う。

　力りき士しにちゃんこ。お金持ちにブランデーグラス。セーラー服に機き関かん銃じゆう。世界征服者に戦車……。どれも自然と調ちよう和わする組み合わせだ。

　だが、輝夜はすぐにレジには向かわず、新刊の少女漫画雑誌一冊を手にとって、ミリタリー雑誌の上に重ねた。

　美形風の男と大きすぎる目の女の子が表紙を飾る、ごく普ふ通つうの少女漫画に錦織には見えた。決して少女漫画雑誌風の『五ご輪りんの書しよ』とか『兵ひよう法ほう三十六計』ではなさそうだ。

　輝夜はそのままレジに並ぶ。「混ぜるな危険」と大きく警けい告こくしなくても分かるヤバイ香りのマリアージュに、店員が一瞬、不ふ可か解かいそうな顔をしていた。

「少女漫画の方はフェイクか？」

「フェイク？」

　店を出て、雑誌二冊入った紙袋をバッグにいれながら輝夜は眉まゆを顰ひそめた。

「いや、女の子がミリタリー雑誌を一冊だけ買うのは抵てい抗こうあるのか、と思って」

「なるほど。ハラグロらしい発想だな」

「違ちがうのかよ。少女漫画とか読むような柄がらじゃないだろ。愛読書は『我わが闘とう争そう』だろ？」

「いや、わりと読む」

　鞄かばんのチャックを再び開けてカバーのついた書籍をとり出す。カバーを外はずすと、ごく普ふ通つうの少女漫画の表紙だ。

「王を目指しながら少女漫画かよ」

「私は新世界構こう築ちくに身を捧ささげた人間。王道に恋愛感情は邪魔だ。だから創そう作さく物ぶつにもとめる」

「それで少女漫画？」

「うむ。大好きだ」

　輝夜かぐやは素す直なおな瞳ひとみで頷うなずく。

　錦にしき織おりは肩かたをすくめた。

「つくづく変わってるな、お前」

「お前ではない。閣かつ下かだ」

　やや不ふ満まんそうに唇くちびるをとがらせて、輝夜は再び歩き出した。



　しばらく行ってまたすぐに輝夜が立ち止まった。

　今度はファーストフードの店の前。顎あごに手をあててしばらく考えた後、中に吸いこまれていった。

（ここに異い能のう力りよく者がいる、というわけではないんだろうな）

　小こ腹ばらが空すいたのか。

（ここもつきあわないといけないのか？）

　入り口の前で錦織が悩なやんでいると、自動扉とびらの向こうの輝夜においでおいでをされた。表情こそ穏おだやかだが、錦織に拒きよ否ひ権けんを認めそうにない。

「登下校時の飲食は校こう則そく違い反はんなんだが……」

「20番」の注文札を持ってやってきた輝夜に、席とりをしていた錦織は不平を漏らす。

「ハラグロは注文していないのだから、違反はしていないだろう？」

「こういう店に入ること自体、許されないんだ」

「優ゆう等とう生せいみたいなことをいうヤツだな」

「事実、オレは優等生なんだよ？」

「ハラグロのな」

「ハラグロでも優等生は優等生なの」

　錦織は不満そうに無料の水が入ったカップに口をつけた。

「それはともかく……、今、実行中の作戦のことなんだが」

「うむ。『○○六号作戦』だな」

「呼こ称しようはどうでもいいが……、ぶっちゃけ、どうやって見つけんだ？」

「どうやって、とは？」

「いや、異い能のう力りよく者と一般人をいかに見分けるかって話だ。特とく殊しゆな能力なんて人前じゃ使わないだろう？　判はん断だんのしようがないじゃないか」

「実は私もそのことを考え始めていたところだ」

「ようやく気がついたのかよ。せめてそれぐらいはきめてから作戦を実行に移してくれ」

「私は現場の人間だからな」

「現場主義の覇は道どうってどんなだよ！」

「いいから黙って待て。今から考えるから」

　輝夜かぐやは腕うでをくんで目を瞑つぶる。

「よしっ。思いついた」

「速すぎだろ！　幼少期の一いつ休きゆう宗そう純じゆんでも、もう三秒は長く考えていたぞ」

「たしかに街を歩くだけでは発見は難しい」

「気がつくの遅いよ」

「だから代々、特殊な職業についている人間に絞って、重点的に洗う」

「特殊な職業とは？」

「宮ぐう司じとか巫み女ことか坊ぼうさんとか。神しん父ぷやシスターもいいかもな」

「……。おまっ、漫画みたいに巫女やシスターがみんな特殊能力を使えると思っているわけじゃなかろうな？」

「中には使えない未み熟じゆく者ものもいるかもしれない」

「いや、というかだな……」

　トレイを持った店員が横に立ったので、錦にしき織おりは台詞せりふを中断する。

「照り焼きバーガー五個ですね」

　テーブルに次々と並べられていくハンバーガーに輝夜は大きな瞳ひとみを輝かせた。

「なにを始めるつもりだ？　大食い大会か？」

「サパーだ」

　一枚一枚包ほう装そう紙しをはがしながら、輝夜はハムハムと美味しそうに食べていく。

　ハムハムとはいえじっくり味わう感じではなく、高こう速そくハムハムである。あっという間まに一つ目を平らげ、早くも二つ目に。

　不ふ思し議ぎなのは食べるスピードが錦織の三十倍ぐらいありそうなのに意地汚く見えない。ものすごく丁寧に食べる様子をビデオで撮って、早送りで見ているようだった。

　五個のハンバーガーをものの五分程度で完かん食しよくしてしまう。

「いつもそれぐらい食べるのか？」

「うむ。この店にきた時はな」

　輝夜は満まん足ぞくそうに唇くちびるについたソースを拭いていた。飲み物もポテトも注文しない所から察するに、照り焼きバーガー専門らしい。とんだ照り焼きバーガーフェチである。

「その摂せつ取しゆカロリーでよく太らないな」

　錦にしき織おりは着替えの時にチラッと見た、輝夜かぐやのスレンダーな上半身を頭に思い浮かべる。

　お腹なか周まわりとか、まったく余分な肉がなかった。普段、運うん動どうしているようでもないのに大したもんだ。体たい型けい維い持じの秘ひ訣けつを書いたダイエット本を出せば、世界は無理でも全国の書店のベストセラーコーナーぐらいは制せい覇はできるかもしれない。

「よし。では作戦を再開するか」

　輝夜がトレイを持って立ち上がる。

「その前に、さっきいってた作戦の詳しよう細さいを……」

　錦織はいいかけた台詞せりふを途中で止めた。ササッと、上体を低くする。

「どうかしたか？」

「……六りく道どうと米よね倉くらが店にいる」

　六道かなめと副委員の米倉愛あいが店に入ってくるのが見えた。二人とも私服姿ということは、帰宅後、待ち合わせしたのだろう。

　輝夜が眉まゆを顰ひそめる。

「……六道と米倉って何者だ？」

「何者だってどういうボケだよ。まさか知らないなんてことはないよな？」

「どこかで聞いた名前なのはたしかなんだが……。あっ、もしや小学の時、通つう信しん兵へいとして仲間に加えようとしていたモールス信号部の……武たけ雄お？」

「どこの誰だれだよ！　全然違ちがうよ！　同じクラスの女子の名前も覚えてないのか？」

「なんだクラスメイトか。最近、物もの覚おぼえが悪くて、入学以来、名前を覚えられたのはハラグロのほか、二、三人だけだ」

「重じゆう度どの健けん忘ぼう症しようかよ！　こちとら三ヶ月かけて全校生せい徒との名前と顔を一いつ致ちさせてんのに、なにさぼってんだよ」

「ほお。お前の方がすごいな」

「とにかくだ。二人にオレが魔ま王おう、いや閣かつ下かと一緒にいるところを見られたら破は滅めつだ」

「ならば速すみやかに隠かくれることだな」

「隠れるったって」

　客をいれるためにぎっしりテーブルと椅い子すを詰めこんだ店内だ。隠れられる場所はそうない。

「あそこぐらいか」

　ダストボックスの後ろ。

　ゴミ箱の裏に隠れたら、また喘ぜん息そくになりそうだったが、この際、しかたがない。

　錦織は腰を低くして移動すると、デッドスペースに身を忍び込ませた。

　入れ違ちがうように、ほぼ満席の店内で席を探していた六りく道どうと米よね倉くらが通りかかった。

「あっ……輝夜かぐやさん」

　トレイを持って席を探していた六道が輝夜を見つけ、ドキッとした顔になる。

「あの、ここって……空あいてるかな？」

　不安そうな上うわ目め遣づかい。

　輝夜は無む関かん心しんな様子で頷うなずく。

「どうしよう、ヨネピョン？」

　と、米倉の方を見る六道。

「私は構わないけれど……」

　四月に六道が輝夜に泣かされたことを気にかけてか、米倉は言葉を濁にごした。

「じゃあ、お邪魔します」

　輝夜の向かいに座る二人。

　しばらく一言も発しないまま、アイスコーヒーをストローですする。それを輝夜が無む表ひよう情じようのまま見守っている。

（というか、魔ま王おうはさっさと店から出て欲しいんだが）

　ダストボックス裏の錦にしき織おりは胸むねの中で呟つぶやいた。

「あの、輝夜さんさ」

　意を決したような表情で六道が口を開いた。

「前からいおうと思っていたんだけど……」

「なんだ？」

　輝夜はジロリと六道を見た。

　六道は少し怯ひるんだが続けた。

「ええっと、そろそろ仲直りしたいなあ――って」

「仲直り？」

　輝夜が訝いぶかしげに眉まゆ根ねを寄せる。

「ほらぁ。初しよ日にちのあんな事件から、ちょっとアレだったじゃない」

「あんな事件？」

　輝夜の眉み間けんにますます皺しわが寄っていく。

（六道……。賭かけてもいいが、そこの女はお前を泣かしたことなんて、一週間前の朝食のメニューなみに覚えてないぞ）

　錦織は憐れん憫びんの表情で首を振る。

「要するに六道さんは輝夜さんとの関係修復を望んでいるの」

　あまりに反応の悪い輝夜に米倉がフォローした。

「なるほど……。つまり」

　輝夜かぐやが顎あごに手を当てて真ま顔がおになる。

「つまり私の部下になりたいわけだな」

「違ちがいます」

　間かん髪ぱつを容いれず、米よね倉くらが冷静に否ひ定ていする。

「なんだ違うのか……」

　輝夜は露ろ骨こつに残ざん念ねんそうな顔をする。

「部下じゃなくてね、だから、その、友とも達だちとまではいかなくても、よきクラスメイトぐらいにはなりたいかなあって」

　言葉を相当選ぶ六りく道どうが錦にしき織おりにはなんとも哀あわれに思えた。

　恐らく、輝夜は特に六道のことをなんとも思っていない。教室内で顔を見ても、クラスメイトと認識できるか怪あやしいものだ。

「よく意味が分からんが、部下になりたくないというならば、もうお前たちと話すことはないな」

　トレイを持った輝夜が立ち上がった。

　六道が焦あせった顔をした。

「輝夜さん、もしかして怒った？」

「いや、怒っていない。ただ私は自分の目的を一緒に目指す仲間にしか興きよう味みがない。それ以外は正直どうでもよい存在だ」

　輝夜は真顔でいった。

（それはそれで相当アレだけどな）

　ゴミ箱の後ろで錦織は肩かたをすくめた。だが、らしいといえばらしい気がするが。

「それで、その仲間は見つかりそうなの？」

　米倉が、半分くらいに細めたどこか冷たい瞳ひとみを輝夜の背せ中なかに向ける。

「ああ」

　輝夜は小さく頷うなずいた。

「それならようやく見つかったところだ」

　そういって輝夜は去っていく。

（ええっと……それ、オレのことじゃないよな）

　ダストボックスの後ろで、錦織は六道たちと同じ顔で、輝夜の背中を見送っていた。しかし、どう考えても、輝夜のいう仲間とは錦織の他ほかにいない。

（迷惑だ！）

　そもそも仲間ではない。弱よわ味みを握って、脅おどして従わせているだけ。それを仲間といわれるのは、甚はなはだ心外である。

　錦織はカッカと頭にきた。

　しかし――。

　ものすごく迷惑だったが、ほんの少しだがそれと相あい反はんする気持ちがどこかにあることに、錦にしき織おりは気がついていた。



　　　☆



　すっかり暗くら闇やみに包まれた街。

　国道沿いの歩道を錦織と輝夜かぐやは歩いていた。

「私は大いに不ふ満まんだ」

　輝夜が三度目となる台詞せりふを錦織に向かって吐く。

　実じつ際さい、輝夜が満まん足ぞくしていないことは、その顔から明らかだった。唇くちびるをギュッと結んで、腕うでをくんでいた。

「異い能のう力りよく者も、その手がかりも発見できないとはどういうことだ。ハラグロがいつまでも店から出てこないから時間がなくなったのだぞ」

　六りく道どうと米よね倉くらの二人があれから話しこんだため、錦織はなかなかダストボックスの裏から出られなかった。

「背後のガラス窓を蹴け破やぶって脱出すればよかったのだ」

「無む茶ちやいうなっ！　それに、時間があっても異能力者は発見できなかったと思うぞ」

　異能力者は神じん社じや仏ぶつ閣かくにあり、という輝夜の考えに従い、短い時間だが近くの寺に行ったのだ。だが、当然ながら、境けい内だいには五時のサイレンが鳴ってもサッカーボールを蹴ける子供たちしかいなかった。

　諦あきらめず敷しき地ち内ないの家のチャイムを鳴らそうとする輝夜を、錦織はおバカな若わか殿どのを止める家か老ろうのように身を挺ていして止めた。いきなり押しかけて特とく殊しゆ能力を使える人に心当たりはないか、などと訊きいた日には、警察を呼ばれても文句はいえない。

「とにかくこの方法には問題がある」

「だったらお前がもっとよい方法を考えればよかろう。参さん謀ぼうなんだからな」

　輝夜は不満そうに頬ほおを膨らませた。

「分かった。なんか考えとくよ」

　神社仏閣に本当に異能力者がいるかどうかはともかく、それを前ぜん提ていに異能力者を探すよい方法はないものか。

（――って、なにオレ、まじめに考えてんだ？）

　錦織は我に返る。いつの間まにか輝夜のペースに巻きこまれていた。

　いかんいかんと首を振る。

「なあ輝夜……じゃない、閣かつ下か」

「なんだ？」

「店で六りく道どうたちにいっていたよな。覇は道どうの仲間以外に興きよう味みはない。で、仲間ならもう見つかったって」

「そんなこと、いったか？」

「いった。それも別れ際にメッチャかっこつけて。やっぱ、閣かつ下か、単に忘れっぽいだけじゃないのか？」

「そういわれたら、そんなことをいっていたかもしれないな」

　輝夜かぐやはあまり得心がいってない感じで首を傾かしげていた。

「で、それがどうかしたのか？」

「いや、それならもう別にいいや」

「むう。私はいいかけたことを途中でやめられることを嫌う。嫌いの度合いでいえば、セロリの次ぐらいだ」

「お前の食べ物の嗜し好こうを知らないからよく分からないんだが……」

「とにかく途中でやめるな。最後までいえ」

「分かった。分かったから、その指し棒を魔法のステッキのように振り回すのはやめてくれ。路上でオレを喘ぜん息そくで殺す気か？」

「それで？」

「いや、だからさ。仲間以外に興味ないから、クラスメイトの名前、覚えてないんじゃないかなとチラッと思っただけだ。単に健けん忘ぼう症しようなだけの可能性もあるけどな」

　輝夜が目を大きくして、不ふ思し議ぎそうな顔をした。

「なるほど。そうかもしれない。いわれるまで気がつかなかった。ハラグロは妙みようなことに注目するな。新世界の構こう築ちくには役に立ちそうにないが」

「いやなんつーか、逆にオレは全員に興味があるから……。全校生せい徒との名前を覚えた」

「世界革命でも起こすつもりか？」

「いや、そういうのとは違ちがう」

　輝夜にとって全人類は統とう治ちすべきもの。錦にしき織おりにとっては拍はく手しゆ喝かつ采さいを送ってくれる存在なのだ。違うのはそこ。

「閣下は、なんで『世界の王』になるなんて気になったんだ？」

「おいっ、何回説明すれば理解するんだ？」

　鞄かばんの中からフリップボードを取り出そうとするのを、錦織が制止する。

「常時持ち歩いているのかよ！　じゃなくて、前の説明で王国建けん設せつの志こころざしとかはよーく分かった。ただオレが知りたいのは、なにがきっかけでそんな風に考えるようになったのかってこと」

「ああ、そんなことか。それは……」

　顎あごに手を当てて、輝夜かぐやは再び考える仕し草ぐさをする。

「う―――む、思い出せないな。特になにかきっかけがあったわけでもないような気もする」

「時じ期きは？」

「少なくとも小学校一年生の時の将来の夢には、『しんせかいのおう』と書いてあったな」

「はやっ！」

「おいしゃさん」とか「がっこうのせんせい」とかの横に「しんせかいのおう」と書いたのだろうか。錦にしき織おりには、慌あわてる学校の先生の顔が目に浮かぶようだった。

　三さん叉さ路ろの交差点で二人は立ち止まる。

「私の家はこっちだ」

「オレはこっち」

　錦織は安あん堵どのためいきをついた。最後まで誰だれかに見られたらどうしようと不安だった。

　輝夜が口を開く。

「そういえば、お前はどうなんだ？　いつからハラグロ優ゆう等とう生せいになった？」

「あっ、オレ？　オレは……。オレも、よく覚えていないな」

　恐らく拍はく手しゆ喝かつ采さいを浴びる快感を覚えてから。それがいつだったか、正確な日時は記き憶おく力りよくのよい錦織にも思い出せそうにない。

「ただ手帳は小学校四年生からつけていた」

「ああ、あれか。家でじっくり読ませてもらったが……、あんなのを何年も書いているなんて本当にクロいな。クロすぎる」

　輝夜はフッフッフと笑う。

「どうせハラグロだよ、オレは」

「あの手帳だが私の項目には識しき別べつ不明。要注意、としか書かれてなかったぞ。不ふ満まんだ」

「人のプロファイリングに文句つけるなよ。仕方がないだろう、それ以外、よく知らなかったんだから」

「今ならなんて書き加える？」

「識別不明は今も同じだ。要注意は消す。もう手遅れだからな。少女漫画好き、あと、性せい格かくがかなり陰いん険けんと書き加えるくらいかな」

「むっ。私は新世界の王を目指してるかもしれないが、陰険ではない。竹を割ったような性格と自じ負ふしている」

「人を喘ぜん息そくで殺そうとしてるヤツのどこがだよ」

「逝いく時はぽっくり逝くものだ。そう、竹を割ったようにな」

「ちょっ、なに不自然な日本語で、自じ己こ矛む盾じゆんを誤ご魔ま化かそうとしてんの!?」

「とにかく、また明日。放課後にな」

「お、おう」

「では」

　輝夜かぐやは長い黒くろ髪かみをなびかせながら威い厳げんたっぷりに回れ右した。そして、やはり肩かたで風を切りながら歩いていく。心なしか足取りが軽いように、錦にしき織おりには見えた。

「放課後の前に、朝、教室で会うんだがな」

　錦織は肩をすくめ、輝夜とは反対の方向に歩き出した。



    

  
    
      


４　輝夜の玉ぎよく座ざと新たな作戦





「目覚めよ、我わが親しん愛あいなるクラス委員殿」

「むっ」

　背せ中なかをパンと叩たたかれて錦織は目を覚ます。机にうつぶせになった上体を起こすと、“〝お調子者”〟の西にし村むらのヘラヘラとした顔が目に入ってきた。

　昼休みの教室。昼食後、いつの間まにか眠ってしまっていた。

「お疲れのようだな」

「まあね」

　前日、異い能のう力りよく者探しにつきあわされて疲れていたのは事実だ。主に精神的な面で。

「もしかして女性関係のもつれか？」

「まさか、そんなんじゃないよ」

　錦織は弱よわ々よわしく笑う。女性の問題には違ちがいないが、かなり意味合いが違う。

　錦織は疲労の原因である人物の席へ視し線せんをやった。

　いない。昼休み、輝夜かぐやは大たい抵てい、本を読みふけっているのに、珍しい。

　カラ――ン――――――。カラ――ン――――――。

　外から鐘かねの音が聞こえてきた。

　昼休み終了の合図。伝統的に紫し苑おん高こう校こうでは朝一と午後一だけはチャイムの代わりに鐘が鳴らされる。校こう舎しやのすぐ横に“〝鐘つき堂”〟と呼ばれるレンガづくりの塔があって、その最上階に吊つるされた「時鐘」を校長自みずから打ち鳴らすのだ。

　だべっていた生せい徒とたちが各おの々おのの席に戻っていく。錦にしき織おりも教科書を机の上に並べる。午後最初の授業は数学。

（今日の宿題当番はオレだな）

　毎回、一名が宿題の解答を黒板に書くことになっている。もちろん完かん璧ぺきな答案を作成済み。

　午後一のけだるい雰ふん囲い気きの教室に、数学教師の竹たけ林ばやし（通つう称しようチクリン）が入って来た。

　起立、礼、着席――。教室をザッと見渡したチクリンが眉まゆ根ねを寄せた。

「一人いないようだが？」

　クラスメイトの視し線せんが空の席に集中した。輝夜の席だ。

「なんだ魔ま王おうか」

「またか」

（魔王なら授業をふけるぐらいしそうだな）

（もしやどこかで新王国建けん設せつを始めたか？）

　そんなヒソヒソ声がクラスのあちこちから聞こえる。

　魔王なら仕方がない。魔王なら授業をふけることもありそう……。そんな空気が、生徒たちの間に流れる。

　チクリンはそうとは考えなかったようだ。

「輝夜真ま央おはどこに行った？　誰だれかいない理由を知っている者は？」

　理由は魔王だから、と一年Ａ組の全員が思っていそうだった。

「あの……私、休み時間に屋上へ行く階段を上っているのを見ました」

　米よね倉くらが挙きよ手しゆしていう。

「屋上？　じゃあ、錦織。お前が行って、連れて帰ってこい」

「えっ、なんでオレ!?」

　反射的に叫びそうになったのを我が慢まんして、錦織は優ゆう等とう生せいらしく「はいっ」と立ち上がる。

「いなかったらすぐに戻ってきていい」

「分かりました」

（がんばっ！）

（生きて帰ってこいよっ！）

　クラスメイトの声援を受けながら錦にしき織おりは小走りで教室を出た。



　屋上に上がる。パッと見渡したところ、輝夜かぐやの姿はない。それでも、後でやっぱり屋上にいた、ということにならないようよく調べることにした。

　太陽に焼かれたコンクリートの床の上に進む。燦さん々さんと降り注ぐ太陽光。紺こん碧ぺきの空。いい天気である。

　屋上の一番端まで行って、戻ろうとする。

「……」

　床の上に人の形をした真っ黒な影が伸びていた。

　見上げる。給水塔の上に人が立っていた。

（まじでいたよ）

　輝夜真ま央お。仁王立ちの格かつ好こうで、長い髪とスカートの裾をなびかせながら手を額ひたいにかざし、海かい賊ぞく船せんのマスト係のように空を見渡していた。

　錦織は近くまで行って顔を上げた。

「お、おいっ」

　控ひかえめに声をかけたが聞こえなかったようだった。

「おおい！　閣かつ下か！」



    

  
    
      



    

  
    
      「おう、ハラグロか」

“〝閣かつ下か”〟の呼び声に反応してようやく輝夜かぐやは錦にしき織おりに気がつく。

「おまっ、そんなところでなにをやってるんだ？」

「口を慎つつしめ。そんなところではない。ここは私の玉ぎよく座ざだ」

「ぎょ、玉座？　それがか？」

　輝夜は給水塔の上に腰を下ろし、フッと口の端を上げて足をくんでみせた。格かつ好こうをつけてるつもりのようだったが、あまり様になっていない。

「うむ。新世界の王に相応ふさわしい場所だ。そうは思わないか？」

「いや、同意を求められても」

「なぜなら、ここからなら、遠くまで見通せるからだ」

　輝夜は細めた目で遠くを見やる。思わず錦織もそちらの方を向く。

　遥はるか彼方かなたにキラキラと煌きらめく海が見える。船が点のように小さい。

「だから私は高いところが好きなのだ」

　煙けむりとなんとかは高い所が好き、という言葉が錦織の頭に浮かぶ。口にはしなかった。

「本当はあっちを玉座にしたかったのだがな」

　輝夜は不ふ満まんそうに唇くちびるを結んで、校こう舎しやの隣となりの“〝鐘かねつき堂”〟に顔を向ける。実じつ際さい、校舎よりもほんの少し全長が高い。

「で、ハラグロ。なんの用だ？」

　腕うでをくんで輝夜は錦織を見下ろす。

　息いき苦ぐるしくなって錦織は喉のどを押さえた。

「なんだ、また喘ぜん息そくか」

「上から目線で見られるだけで苦しくなるんだ。ウッ」

「面めん倒どうくさい男だな。だったらハラグロ、ここまで上ってこい。特別に許してやる」

「それも無理」

「なぜだ」

　ムッとしたような声を出す。

「オレ、高いところもあんま得意じゃない」

「弱点だらけだな、ハラグロ」

　呆あきれたようにいわれ、錦織はますます呼吸が苦しくなる。

「んなことより……、オレは閣下を呼びに来た。とっくに午後一の授業が始まっているぞ。チクリンがお前を呼んでいる」

「ああ。もうそんな時間か」

「そんな時間って、さっき鐘が鳴っていただろう？」

「ここにいると、時間が経たつのをすぐ忘れてしまうのだ」

　輝夜かぐやは素す直なおに給水塔から立ちあがり、梯はし子ごを下り始めた。とりあえずホッとする錦にしき織おり。

「閣かつ下か。この玉ぎよく座ざには一つ欠点がある」

　下りてきた輝夜に、錦織は妙みようにまじめぶった顔を向ける。

「欠点？　なんだ。いってみろ」

「パンツが見える」

　ビターな黒で飾り気のないスポーティなタイプ。レース花はな柄がら大好き＆「白色パンツ原理主義者」の錦織的には嬉うれしさ半分だ。

　輝夜が珍しく困ったような表情になった。

「その……、ハラグロのいうところの『青せい少しよう年ねん白はく書しよ』的には、『キャー、錦織くんのエッチ！』と、嬌きよう声せいを上げなければいけないのか？」

「昼飯の消化に悪いからやめてくれ」

「うむ。私もゴメンだ」

　輝夜は満まん足ぞくそうに笑い、長い髪をサラリと揺ゆらした。



　　　☆



　いつの時代の、どこの学校でも、クラス委員だからといって掃そう除じ当番を免めん除じよされたりする法はない。むしろ、その強い責任感から、クラス委員は一般生せい徒とよりも一生懸命掃除することの方が多いのである。

「クラス委員特権、とか欲しいよな」

　今週、掃除当番の錦織はブツブツいいながら、ゴミ箱を持って教室へ戻っていた。

　クラス委員は委員会活動やその他ほか、突発的な雑ざつ務むのような仕事が多い。掃除くらい免除されてもいいのではないか、と本気で思う。

「まあ、なかったら、それだけ秘ひ密みつ基き地ちへ早く行くことになるだけだが」

　部活がない日は必ず顔を出すよう輝夜にいわれていた。今日もこの後、掃除が終われば即そく、出勤。

「なんかそう思うと気が重い」

　足の動きが遅くなる。先週発動した『○○六号作戦』は継続中。錦織の説得により神じん社じや仏ぶつ閣かくめぐりはやめたが、異い能のう力りよく者探しの旅はまだ続いている。

　錦織は、放課後、秘密基地に行っては輝夜の与よ太た話ばなしを聞いて、資料集めと称して図書室に向かいそこで宿題をする日々である。

「そろそろ異能力者探索の作戦を一つ立てないと、魔ま王おうのヤツ、爆発しそうだよなあ……」

　そんなことを考えて歩いていると、視界の端を当の魔王が横切った。

「！」

　男子を一人、ひき連れていたのだ。思わず錦にしき織おりは近くの木こ陰かげに身を潜めた。

「いや、なんでオレは隠かくれてるんだ？」

　思わず自分にツッコミ。隠れたのは反射的だ。

（あの、魔ま王おうが男と？）

　二人が消えた方向には桜の林がある。紫し苑おん高こう校こうの男女が逢おう瀬せに使う場所だ。

　錦織は唾つばを飲みこんだ。

　輝夜かぐやがプライベートでなにをしようが、誰だれとどこで会おうが錦織には関係ない。それでも、気になるものは気になる。

「手帳を取り返すネタに繋つながるかもしれないしな」

　自分に言い訳しながらゴミ箱をその場に置くと、錦織は腰を低くして桜の林へ向かった。

　輝夜は林に入ってすぐの場所に、男子と対たい峙じするように立っていた。

　錦織は木の陰に隠れながら近くまで接近し、男子の顔を確認する。

（あれは、Ｃ組の伊い藤とう……）

　伊藤智とも一かず。一年生。サッカー部所しよ属ぞく。中間試験では学年十番。背せが低く、線の細い感じ。爽さわやかではないが可愛かわいい系……。クラスも部活も違ちがうので、情報不足は否めない。

「それがなんで魔王と？」

　恋人同士という雰ふん囲い気きではなさそうだった。

「こんな所に呼び出して、なんの用だ」

　輝夜が大きな声で叫んだ。あまり機き嫌げんはよさそうではない。腕うでをくみ、眉まゆ根ねを寄せて、伊藤を睨にらみつけている。

　伊藤の体がブルッと震えた。

　六りく道どうを泣かしたこともある輝夜の睨みは怖こわい。背が低い伊藤には恐怖だろう。

　錦織には大体事情が掴つかめた。

　こんな所に男が女を呼び出す目的は大体、きまってる。

（伊藤のヤツ、輝夜の噂うわさ、聞いてないのかなあ）

　少なくとも錦織のＡ組には、輝夜にコクろうとする猛も者さはいない。

「はっきりいいます」

　伊藤は意を決したように輝夜を見た。まだ体が武む者しや震ぶるいしている。

「いってみろ」

「初めて見た時から好きでした。僕とつきあってください」

　ほんの少し裏返った声でいい切った。

（すげえ。アイツ）

　錦織は素す直なおに伊藤に感心した。

　あの魔王から一いつ瞬しゆんも視し線せんを逸そらさずにコクった。大した漢おとこだ。

（どうすんだ、魔ま王おうは？）

　緊きん張ちようしながら錦にしき織おりは輝夜かぐやの表情を確認する。

　輝夜は最初と同じ険けわしい顔で腕うでをくんだまま。顔を赤らめるわけでも、困った表情を見せるわけでもなく、ただ眉まゆ根ねを寄せている。

（なんだ、ありゃ）

　輝夜がなにを考えているのか、錦織はさっぱり分からない。

　ややあって、輝夜は張り詰めた顔の伊い藤とうに近づいた。

「いくつか……質問する」

「はっ、はい」

「お前、異い能のう力りよくは使えるか？」

「い、異能力？」

「超能力とか魔法とか、そういった類たぐいのものだ」

「……ごめんなさい。使えません」

「むう」

　輝夜は唇くちびるをとがらせて、ようやく表情を動かした。

「ならば力はどうか？」

「こう見えても、握あく力りよく60はあります」

「そういうのではなく、一人で千人の兵士を蹴け散ちらすような武ぶ力りよくは持っていないか？」

「ぶ、武力!?」

「そう。それも圧あつ倒とう的てきな力だ」

「ごめんなさい。そういうのは持ち合わせていません」

　伊藤は残ざん念ねんそうに首を横に振った。

「私のそばにいたいというなら、覇は道どうに役立つなんらかの能力が必要だ。なにか得意なことはないのか？」

「えっ？　ええっと、サッカーなら小学校の時からやってますけど……。あとは、記き憶おく力りよくに自信があります。般はん若にや心しん経ぎようを最初から最後までいえます」

「葬そう式しきをするわけではないからな」

　輝夜の冷静な一言に、伊藤はものすごく落ちこんだ顔になる。

「どうやら……ボクでは輝夜さんの力になれそうもないですね」

「すまない。だが、もし突然、なにかの力に目覚めるようなことがあったら声をかけてくれ。いつでも歓かん迎げいする」

「はいっ。分かりました」

　伊藤はわずかな希望に目を輝かせる。

　それから小さく頭を下げて、小走りに桜の林の中を駆けていった。





「遅ち刻こくだな」

　錦にしき織おりが秘ひ密みつ基き地ちの入り口をくぐると、輝夜かぐやが重々しい目で錦織を見た。

「掃そう除じだから仕方がないだろ」

「掃除と覇は道どう、どっちが大事なんだ？」

「そりゃ、当然掃除だ」

　錦織はそのまま歩いて座る。

「なんか策さくは思いついたか？」

「今、整せい理り中」

「本当にとろいな。考えているのか？　それでも本当に優ゆう等とう生せいなのか？」

「ハラグロ優等生でも王様になる作戦を練るのは難しいんだ」

「所しよ詮せん、文もん部ぶ科か学がく省しようの定める指し導どう要よう領りよう以外のことは勝かつ手てが違ちがうということか」

　輝夜は小さく鼻はなを鳴らした。

「それよりさ」

「むん？」

「いつもあんな感じなのか？」

「あんな感じとは？」

「いや、同年代の男子に告白された時のこと。いや、盗ぬすみ見みする気はなかったんだけど、偶ぐう然ぜん、見かけてさ」

「ああ、入隊希望か。人員不足とはいえ、一応、必要な人員かチェックはするぞ」

　見られていたことを知っても、輝夜は表情一つ変えない。

「あのさっ、もしかして、わざと誤ご魔ま化かしてるのか？」

「なんのことだ？」

　輝夜は真ま顔がおでいう。

「あいつは閣かつ下かが好きだといって、つきあいたいといってたんだぞ」

「私（の覇道活動）が好きで（新世界構こう築ちくに）、つきあいたい、とはいっていたな」

「勝手に人の台詞せりふの行ぎよう間かんを読んで、意味不明な補ほ完かんをするな」

「違うのか？」

「違いすぎる！」

「じゃあ、なんだ？　お前の認識を聞かせてもらおうか」

「だからさ、ええっと。伊い藤とうは閣下が異い性せいとして好きで、交こう際さいしたいといってるんだ」

　錦織はややしどろもどろでいった。

「異性として好きというのは、要するに、私に対して性せい的てき興こう奮ふんを覚える、ということか？」

「いや、興奮しているかどうかは知らないが……まあ、大体、そんな感じだ」

「交こう際さいというのはつまり、その性せい的てき興こう奮ふんに任まかせるまま、私と肉体的関係を結びたいということだな」

「いや、そこまではいってない。もっとストイックな関係を求めているのかもしれないし」

「ふむ。だが、そういう風に考えるのは、お前が画かく一いつ的てきな考えに支配されているからだな」

「いや、ちょっと待て。少なくとも百人が百人聞いたら、同じことを考えると思うぞ」

「もしかしたら、あの、男の名前、ええっとなんといったか……いささか？」

「国民的アニメのお隣となりさんかよ！　伊い藤とうだよ。伊藤智とも一かず！」

「そう、その伊藤某なにがしは、本当に私と覇は道どうを目指していたと思う」

「そのポジティブな考えはどこから降りてくるんだ？」

「何年も覇道をやっていると勘で分かる。相手が新世界構こう築ちくに興きよう味みがあるかないかぐらいなら」

「その勘によるとオレはどっちなんだ？」

「表面上は嫌がっているが……、実は強い興味がある」

「どういうツンデレだよ！　適てき当とうなこというなよ！」

　輝夜かぐやは議論を打ち切るように手をパタパタと振る。

「まあ、どちらにしても関係ない。私は誰だれとも交際するつもりはないんだからな」

「なんで？　閣かつ下かならいい男なんていくらでも選べるのに」

「前にもいったろう？　私は覇道に身を捧ささげた女。恋愛にうつつを抜かして、どうして偉い業ぎようを成し遂げられようか」

「やろうとしていることが偉業すぎて、その辺のサボリは誤ご差さの範はん囲い内に収まると思うぞ」

「それに、どんないい男も過去の覇者に比べたらお子ちゃまで、てんで話にならない。異い性せいとしての魅力に欠ける」

「なんなの？　その年上の男を引き合いに出して、同どう世せ代だいの男を貶けなす女の子のようないい方は！」

「ならお前はアレクサンダー大王に勝てる自信があるのか？」

「そんなヘレニズムなヤツを持ち出されてもな」

「もし伊藤某が大王だったなら、王国建けん設せつそっちのけで夢中になっていたかもしれないな」

「遠い目、すんなよ。もし大王ならってどういう仮定だよ。英作文の仮定法の問題にも出てこないぞ！」

「ああ、そうだ。それであの時、思いついたのだ。新たな作戦の方向性」

　輝夜がポンと手を打つ。

　錦にしき織おりはうんざりした顔で見上げた。

「というと……？」

「恐らくこの学校内にも一人や二人、いると思うのだ」

「いるってなにが？」

「異い能のう力りよく者」

「どういう根こん拠きよで？」

「ハラグロ、お前、人の話を聞かないと通知表に書かれたことは？」

「皆かい無むだな」

「じゃあ算数能力の問題だ。前にもいったが、この世界の千人に一人は異能力者だ。そして、この学校の関係者が教師を含めると約千人ほどいる」

「異い議ぎあり！　最初の前ぜん提ていに根拠がないぞ」

　輝夜かぐやは無視して続ける。

「同じ学校だと警戒もされないから、接近しやすいはずだ」

「そうか？　一人一人異能力者かどうか聞いて警戒されるのは学校の外とか内とか関係ないと思うぞ」

「とにかく方針変更だ。学校内で異能力者を発見する作戦を考えろ、ハラグロ」

「作戦を練るのはいいが、学校の中をこの前みたいにお前と探し回るのはイヤだぞ」

「なぜだ？」

「学校の連中にはオレが閣かつ下かのお仲間だって知られたくないんだ！　そういう約束だったろう？」

「仲間じゃない！　参さん謀ぼうだ！」

　叫ぶと、ブウと輝夜は頬ほおを膨らませた。

「こんなことなら、あんな約束しなければよかったな」

　輝夜がブツブツ呟つぶやいているのを、錦にしき織おりは聞こえないふりをする。

（しかし、学校でか……）

　警察の厄介になりにくい点では外を探し回るよりはずっと平和だが、下へ手たをすると輝夜との関係がクラスメイトに即そくバレな点でリスクが高い。

（どうしたものか……）

　錦織はいつも輝夜がするように両りよう腕うでをくんで、小さくためいきをついた。





　錦織は毎朝八時キッカリに登校する。

　雨の日も風の日も、どんな天てん候こうの時でも同じ時間に学校に到着する。それが小学校から皆かい勤きんを続けられる秘ひ訣けつだ。

　その朝、錦織がジャスト八時に校門を通過し校こう舎しやに向かって歩いていると、

　キ――――――――――――――――――――――ン。

　強烈なハウリング音がどこからか飛んできた。

「あ―――、あ―――」

　続いて増ぞう幅ふくされた人の声。

「なんだ？」

　錦にしき織おりは足を止める。

　視し線せんの先、“〝鐘かねつき堂”〟の近くに人が集まって来ていた。

「なんだなんだ」

「行ってみようぜ」

　他ほかの生せい徒とと一緒に、“〝鐘つき堂”〟の方へ走る。

　嫌な予感がする。錦織の悪い予感は大たい抵てい当たるのだ。

　錦織は“〝鐘つき堂”〟を取り巻くように集まった生徒たちの中に入りこんだ。他のみんながしているように見上げた。

「げっ」

　塔の最上階の鐘しよう楼ろうに拡かく声せい器きを持った輝夜かぐや真ま央おが立っていた。予感の的中っぷりに錦織はフラッと足あし元もとがグラつく。

（あいつ、なにをおっぱじめるつもりなんだ？）

　錦織は唇くちびるを噛かみ締める。まさか玉ぎよく座ざがどうこうという話を始めるつもりかと、心配になった。

　見物人は次々と増えてきている。登校してきた生徒が“〝鐘つき堂”〟の周囲に集まり、既すでに登校していた者は、教室の窓から身を乗り出していた。

　輝夜は拡声器を口の方に持っていくと、足元からお馴な染じみのフリップボードを出してきた。右手に拡声器、左手にフリップボードの格かつ好こうだ。

「諸君。私は一年Ａ組の輝夜真央だ。知らない者もいるだろうから背景から説明するが――。（ザ――ザ――）」

　拡声器の性能が悪いのとあまりに離れた場所にいるせいで、声が掠かすれてなにをいっているのかよく聞こえない。もちろん豆まめ粒つぶのようなフリップボードの文字も読めるわけがない。

　それでも時々微かすかに聞こえてくる「異い能のう力りよく者」とか「力」とかの言葉から、錦織は輝夜がなにをしているのか、なんとなく分かる。

　要するに、「来たれ！　異能力者！」、ということだ。

　前日、輝夜は学校内で異能力者を探す方針を主張していた。大々的に宣伝して、広く募集することにしたのだろう。

（しかし、全然、理解されてないぜ）

　そもそも意味不明な内容に加え、聞こえづらい声に見えないボード。ここにいる誰だれ一人輝夜がなにをいわんとしているのか、分かっていないに違ちがいない。

「彼女はなにをいってるのかね？」

　錦にしき織おりの近くにいた校長が白しろ髭ひげをいじりながら、小声で担たん任にんの山やま北きたに尋たずねていた。

「それが、さっぱりでして……」

　山北は小物っぽく額ひたいの汗をハンカチで拭ぬぐっている。

「なにか主張しているように見えるが」

「あの生せい徒とは時々、野心的なことをいうことがありまして」

「若いのだから少々野心があるのは結構なことだが、あそこに立っているのはまことに危険。もしものことがあったら、学校の責任問題になる」

「……責任というのは私も？」

「担任教師として当然」

「ハッ。ではすぐにあそこから下ろすようにいたします」

　山北がキョロキョロと辺りを見回す。錦織と目が合った。

「丁度よかった。錦織、君が行って説得してこい。クラス委員として」

「えっ!?」

　錦織は小さく仰のけ反った。

「それはいい。大人おとなよりも同どう世せ代だいの若者の方が説得しやすいだろう」

　校長も賛さん成せいのようである。

「……分かりました。行ってきます」

　気乗りしない錦織。だが、

（この注目の中、魔ま王おう女を下ろすことができれば、「錦織貴たかし」の知名度を学年レベルから全校レベルに格上げできるかも？）

　そう思って、自分を納得させた。

　重い鉄の扉とびらを開けて“〝鐘かねつき堂”〟の内部に入る。円筒形の塔の中を軽金属製の螺ら旋せん階かい段だんが上に延びていた。

　駆け足で階段を上っていく。

　二十周くらいして、最上階の鐘しよう楼ろうにたどり着く。

　中央に吊つるされた巨大な洋風の鐘の向こうで、輝夜かぐやが拡かく声せい器きに向かって叫んでいた。

「閣かつ下か！」

「なんだ、ハラグロか」

　増ぞう幅ふくされた声を直接浴びて、錦織は耳みみを手で塞いだ。

「拡声器に向かって喋しやべるな！」

「うむ」

　輝夜は口くち元もとから拡声器を離すと、フッと得意げに笑った。

「どうだ。ここで異い能のう力りよく者を募つのるのは、よいアイディアではないか？」

「あ――？　いや、え――っと。それについて閣かつ下かに悪い報せがある。実は下まで閣下の声が聞こえていない」

「なにっ!?」

「そんな怖こわい顔すんなよ。でも本当のことだ。拡かく声せい器きを使っても声が遠すぎ。ボードも見えない」

「そんな馬ば鹿かな……」

　輝夜かぐやは愕がく然ぜんとした。

「つーわけで無駄なことはやめて、大人おとなしく下りてこい。先生たちが心配している」

「むむっ。異い能のう力りよく者募集は無駄ではないぞ。新世界構こう築ちくに必要不可欠だ」

「それは二百歩譲って認めるとしても、やり方が無駄だっつーの。ここで拡声器に向かって叫んでも意味がない。掲けい示じ板ばんにチラシでも張って募集すればいいだろう？」

「それは以前、プロパガンダでやったが一いつ瞬しゆんで剥はがされた」

「じゃあなにか他ほかの方法を考えようぜ。とにかく今、ここで頑がん張ばっても仕方がないんだ」

「そもそもこういう広報作戦を立てるのは、参さん謀ぼうであるお前の役目なんだぞ。お前がいつまでも考えようとしないから、こうして私が自みずから作戦を立てて、実行しているのではないか」

　輝夜は不服そうに頬ほおを膨らませた。

「わーったから。なんか考えるから、とりあえず今は下りてくれ」

「イヤだ。ハラグロが代わりの作戦を立てるまでは私は一歩もここから動かない」

　駄々をこねるように輝夜が腕うでをくむ。

（代わりの作戦たってなあ……）

　こんな所から拡声器を使って異能力者を募集する以上に目立つ方法など、聡そう明めいな錦にしき織おりにもそう簡単に思いつく気がしな……。

　いや。よさそうなアイディアが一つ、錦織の頭に浮かぶ。

「一応、あることはある」

「ほう……。いってみろ」

「実は先週から、放送部が昼休みに全クラスのクラス委員のインタビューを流している」

「それで？」

「今日はオレの番なんだがその放送をジャックして、閣下が異能力者でも仲間でも募集するアナウンスを全校生せい徒とに向けて発信する……というのはどうだ？」

　輝夜の顔がみるみる明るくなった。

「素晴らしい。初めてハラグロが役に立った」

「……」

　錦織は胸むねの中でチッと舌打ちした。放送は自分の宣伝に利用するつもりだったのだ。

「じゃあ、ここから下りてくれるよな？」

「うむ」

　輝夜かぐやはコクリと満まん足ぞくげに頷うなずいた。





　放課後――。

　錦にしき織おりが秘ひ密みつ基き地ちの机に参考書とノートを広げて宿題をやっていると、秘密基地の扉とびらがバタンと開いた。続いて、頬ほおを膨らませた輝夜がノシノシと入ってくる。肩かたをいからせて自分の席まで行き、ふんぞりかえるように座った。

「どうだった」

　宿題を隠かくしながら、錦織は顔を上げた。

「どうだった、とはなんだ？」

「いや。異い能のう力りよく者の募集に応じるヤツがいたのか気になっただけだ。参さん謀ぼうとして」

　昼休み、錦織の提案した『放送をジャックして仲間を募集する作戦』は行われた。

「私は一年Ａ組の輝夜である。私は今、大いなる野や望ぼうのために、仲間を集めている。大きな力を持っている仲間だ。より具体的にいうなら『異能力者』を募集している。私と共に新世界を構こう築ちくしよう。条件は心身共に健全で異能力が使えること。性別は問わない。今なら軍の幕僚として採用する。また新世界構築の暁あかつきには、それなりの厚こう遇ぐうを約束しよう。我こそはというものがいたら、本日放課後、採用面接を行うので屋上にくるよう。以上」

　――のような趣しゆ旨しのことを、輝夜は放送室に突然侵入して来てインタビューを受けていた錦織からマイクを奪うばい取り、一いつ気きにまくしたてたのだ。

　後から錦織が聞いた話では、輝夜の声がスピーカーから聞こえた瞬間、昼食を喉のどに詰まらせた者、噴ふん出しゆつさせた者が多数いたとか。

　輝夜はその採用面接から戻ってきたところだ。

「もちろん募集に参加した者はいた。全部で五人」

「なかなか大たい漁りようだな」

「妙みようなことに全員男子だった」

「なるほど」

　全員、輝夜が目当てに違ちがいない。

「入隊希望者がそんなにいたのに、どうしてそんなに不ふ満まんそうなんだ？」

「全員、異能力者ではなかったからだ」

　錦織は「そりゃそうだろ」と胸むねの中で呟つぶやいていた。

「ちなみに、どうやって異能力者かどうか判はん断だんしたんだ？」

「テストした」

「内容は？」

「屋上から飛び降りるようにいった。無事なら仲間にすると。だが、全員、青い顔をして帰ってしまった」

「よかったな。自殺教きよう唆さの現行犯で逮捕されなくて」

「異い能のう力りよく者ならあれぐらいのことはできて当然だ！」

　バンと輝夜かぐやはテーブルを叩たたく。仲間候補全員に逃げられたことが、相当不ふ満まんらしい。

「オレが思うに……、たとえ学校内に異能力者がいたとしても力は隠かくしているんじゃないか？　募集したところで、そうそう仲間にはなってくれないだろう」

「そのようだな」

　輝夜はムムゥと唇くちびるをとがらせる。

「やはり学校内で神じん社じや仏ぶつ閣かくの縁えん者じやを発見して、口を割らせるしかない」

「そう都合よくいるとは限らないけどな」

「ハラグロ。全校生せい徒との個人情報を入手して調ちよう査さしろ」

「やめてくれ。バレたら退学ものだぞ！」

「それをバレないように作戦を考えるのがお前の役目だ」

　ジロリと大きな瞳ひとみを動かして輝夜が睨にらむ。錦にしき織おりは額ひたいに手を当てて首を振った。



　　　☆



　パッシーン。

　バンブーパッション。小体育館に、面を捉とらえた竹刀しないの小気味よい音が響ひびき渡る。

　サッと上がる赤い三角旗。

「一本！」

　見守るギャラリーから、小さな歓かん声せいが上がる。

「すげえな、あの一年」

「あいつに勝てるヤツ、もういないんじゃないか？」

　耳みみに届く賞賛の声を、勝った錦織は面の中で聞いていた。

（これで夏の県大会の出場は確実だな）

　礼をしながらハラグロモード全開でほくそ笑えんでいる。面があるので遠えん慮りよなく笑える。運うん動どう神しん経けいバツグンで、スポーツならどれも得意な錦織が剣道を選んだ理由はこれだった。

（いやあ、気持ちいいなあ）

　会かい心しんの勝利により、体内に溜まりに溜まっていたストレスが出ていった気がした。

「おっつかれさーん」

　錦織が水道場で頭を冷やしていると、首筋に冷えたジュースの紙パックを押し当てられた。

　Ｔシャツ姿の六りく道どうがオレンジヨーグルトを手にして立っていた。スパッツから伸びるカモシカのような脚が眩まぶしい。

「試合見てたよ。すごい一本だったね」

　少し抑えめの声で六道はいう。

「部長は試合明けで疲労が蓄ちく積せきしていたみたいだから、運もあったけどね」

　ジュースを受け取りながら錦にしき織おりは耳みみの後ろを掻かいてみせた。

「これで四勝目だっけ？」

「それぐらいかな。（五勝目。まあ、もうこれから十試合して十回は勝つ自信あるけどね）」

　錦織は既すでに部長の癖くせは完かん璧ぺきに掴つかんで手帳にまとめてあった。

「そういえば六道も今度の団体戦に出ることきまってるんだよね？」

「へへへ」

　一学期早々、輝夜かぐやに泣かされたりしたのでトロいヤツと錦織は思っていたが、意外にも運うん動どう神しん経けいはよかった。剣けん道どう部ぶの女子の中では上級生に交まじって練習している。

「実は六道、ちっちゃい時から剣道とか薙刀なぎなたを父から教わっていました」

「へえ、お父さんってもしかして武ぶ道どう家か？」

　錦織は背せ中なかの後ろで『エア手帳』を開き、見えないペンを走らせる。たとえ相手が六道でも情報収集は欠かさない。

「武道家じゃないけど、うち、家が神じん社じや。舞まいを奉ほう納のうしたりするから、武道の心得がちょっといるんだよね」

「ええっ！」

　錦織は珍しく大きな声をあげた。

「ワッ、錦織くん驚きすぎ！　そんなに珍しいかなあ？　神社の娘って」

　六道は困ったように頬ほおを赤く染めた。

「いや、珍しいよ。というか、普ふ通つういない」

「漫画やアニメじゃ、ありきたりじゃない」

「あの世界が特とく殊しゆすぎなんだよ。でも、すごいな。実在するなんて」

　錦織は六道を改めて上から下まで眺めた。

　運動神経以外は目立たない六道に、そんな裏設定があったとは。

「ちょっ、そんなジロジロ見ないでよ。テレテレするから」

「いや、でも意外だ。意外すぎる」

「もう。それって六道が神社の娘っぽくない、ってことデスか？」

「神社の娘っぽいってどんなだよ」

「四六時中巫み女こ装しよう束ぞくとか」

「それだっ！　六りく道どうって巫み女こ装しよう束ぞくが似合いそうにないんだ」

「そんなことないよ、だってお爺じいちゃん、かなめはどんな服を着ても似合うっていってたよ」

「それは馬ま子ごにも衣装という意味でいってたんだよ」

　錦にしき織おりはハハハと笑いながら、頭の中では別のことを考えていた。

　神じん社じやの娘が学校にいた。それもクラスメイトに。

（輝夜かぐやに話したら……。１００％六道を異い能のう力りよく者扱いして、仲間にひき入れようとする。きっとするだろうな）

　そうなると、少なくとも六道には、錦織が輝夜と一緒に“〝王国建けん設せつごっこ”〟をしていることがバレる。大丈夫なのか。

　しかし、六道に異能力者役を押し付ければ、しばらくは平和が訪れる。

（どっちがよいか……）

　錦織は頭をフル稼働して検討し始めた。





　翌日、秘ひ密みつ基き地ちに入った錦織は、パイプ椅い子すに胡坐あぐらをかいた輝夜に睨にらまれた。

「遅かったな」



    

  
    
      



    

  
    
      　押し殺したような低い声だった。

「仕方ないだろ。今週も掃そう除じ当番なんだから」

　なにか嫌なことでもあったのか、輝夜かぐやはいつになく不ふ機き嫌げんそうに見える。

（クワバラ、クワバラ）

　こんな時はさっさと理由をつけて図書館にでも退たい避ひするに限る。

　錦にしき織おりがそろそろとパイプ椅い子すに座り、またそろそろと立ち上がろうとした時、机が激しく叩たたかれた。

　セピア色の地ち球きゆう儀ぎが三センチほど浮き上がり、市し街がい地ちの地図が破れる音がした。

　輝夜は胡坐あぐらを解といて立ち上がると、渋じゆう面めんで錦織をビシッと指差した。

「手ぬるい！」

　狭せまい部屋の中で怒ど鳴なり声が反響する。

「大きい声出すなよ。耳みみがキンキンするだろ？」

　錦織が耳を押さえても、輝夜は大きな声でまくしたてた。

「ハラグロが参さん謀ぼうになって、世界再さい構こう築ちくの計画が少しでも進んだか？　なにか変わったか？　否。まったく進んでいない。変わったことといえば、この狭い秘ひ密みつ基き地ちに鬱うつ陶とうしい顔が一つ増えて、息いき苦ぐるしくなっただけだ。参謀なら王道楽土を目指す作戦の三つや四つ、私に献けんじるのが筋というものだろう？」

「一週間やそこらで、作戦立りつ案あんなんて無理にきまってるだろうが？」

「お前がやったことといえば、初しよ日にちに私が立案した作戦に従って街に繰り出して、ゴミ箱の後ろで隠かくれていただけだ」

「それは省はぶきすぎだ」

「おまけに人の作戦にケチをつけた癖くせに、自分は作戦の一つも考えない。わざわざ学校内で見つける、という方針まで打ち出したというのに、お前は異い能のう力りよく者の手がかりなり、見つける方法なりを見つけたのか？」

　ピクッ。

　錦織の目から口くち端はにかけて、電でん流りゆうのような緊きん張ちようが走る。

　異能力者の手がかり。

　あります。バッチリ。

（いうべき、なのか……？）

　結局、一晩よく考えても結論は出ていない。

　錦織的には六りく道どうを生いけ贄にえに捧ささげることに抵てい抗こうはないが、面めん倒どうが増えるのは困る。

「おい、ハラグロ……」

「うわっ、近い！」

　一いつ瞬しゆん、意識が六道に向いていた間に、輝夜が錦織のすぐ目の前まで移動して、中腰で顔を近づけていた。錦にしき織おりはパイプ椅い子すごと後退する。

「なにか私に隠かくしごとをしていないだろうな？」

　輝夜かぐやは糸目で逃げた錦織を見据える。

「い、いや、別に」

「ほう。そんな態度を私に見せていいのかな？」

　輝夜は例のお天気指し棒をとり出した。アメリカンな警官が警棒を扱うように、自分の手にトントンと打ちつけながら錦織に近づいてくる。

　だが、錦織は反抗的な視し線せんで輝夜を睨にらみ返した。

（そんな棒が、いつまでもオレになんでもいうことを聞かせられる魔法のステッキだと思っていたら大おお間ま違ちがいだぞ）

　妹に頼んで指し棒で頭を叩たたかれることに慣れる練習をしていた。三回ほど呼こ吸きゆう困こん難なんで死にかけたが、その甲か斐いあって耐えられるようになったのだ。

　輝夜がポンポン錦織の頭を指し棒で叩き始める。

　それがどうしたという顔を錦織がしていると、いきなり輝夜は耳みみ元もとで囁ささやいた。

「この役立たず！」

　蔑さげすむような声で。

「そんな口こう撃げきオプション……！　グハッ、ゴホゴホ」

　錦織は喉のどを押さえた。

「のろま！」

「ゲハッ！」

「テレホンカードや竹の定規よりも使えないヤツ！」

「グハァッ」

　錦織はパイプ椅子から転げ落ちた。喉を掻かきむしる錦織に、輝夜はしゃがんでさらなる囁き攻撃をしかけようとする。

「ギブギブ」

　錦織は床を叩いた。

「喋しやべる、喋るから」

「最初から大人おとなしくそういう態度でいればよいのだ」

「実はだな……」

　しゃがんだままフンと鼻はなを鳴らす輝夜の顔を、錦織は情けない表情で見上げた。





　生物資料室の扉とびらが軋きしみを上げながら開き一人の女の子が入ってくる。

　不安そうな表情。だが瞳ひとみは、なにかを期待するように小さく輝いていた。

「錦にしき織おり……くん？」

　扉とびらを閉じ、薄暗い教室の中を進んでいく。

　女の子の手には紙し片へんが握られていた。生物資料室へくるよう簡かん潔けつに書かれた手紙。差出人はクラスメイトの男子。

（ちょっと演出過剰じゃないか？）

　資し料りよう棚だなの陰から六りく道どうかなめを見守りながら、手紙の差出人である錦織はそう思った。

「よくきたな、六道」

　呼び声と同時に照しよう明めいがつき、六道の前に輝夜かぐやの姿が映し出された。パイプ椅い子すの上で長い足をくみ、マフィア映画の大ボスのような笑えみを口くち元もとに浮かべている。

「ワッ……、輝夜さん」

　悲鳴というより、純粋に驚いた声が上がった。

「ど、どうして輝夜さんがここに？　錦織くんは!?」

「その手紙を書いたのは私だ」

「ウソだあ。だって、これ錦織くんの文字だよ？」

「なぜ分かる？」

「いつもノートを借りているもん」

「あの男の文字の本物そっくりに、私が似せたのだ」

「ゴメン、私、筆ひつ跡せき鑑かん定てい資し格かく二級を持ってるんだ」

　六道は財布の中から運転免許証大の証明書を取り出す。

（あんのかよ、そんな資格！）

　頭の中で錦織は激しくツッコミをいれた。

「なるほど。ならばもう、隠かくし立てはできないな」

　パンパンと輝夜が手を叩たたいたので、錦織は資料棚の陰から姿を現した。

「諦あきらめるの早すぎだろ。これじゃあ、隠れた意味、ないじゃんか」

　輝夜の横に立ちながら六道を見る。

「六道。つまり、こういうことなんだ」

　六道は大きく開いた瞳ひとみを輝夜と錦織の間で何往復もさせた。

　震える唇くちびるを開く。

「なんだ……。錦織くん、輝夜さんとつきあってたんだ……」

「この状況でどうしてそんな結論に!?」

「六道というものがありながら……」

「いやそれも違ちがうだろ！　ちょっ、なに両手で顔を覆おおって雰ふん囲い気きだしてんの!?」

「そうだ。私とこの男はそういう関係ではないぞ」

「じゃあどういう関係？」

「新世界の王とその右みぎ腕うで、英雄とその部下、いやパシリか？」

「おい！　立場が露ろ骨こつに低くなっていってんぞ」

「要するにつきあってるんだ」

「お前もなんで今の説明でそうなんの？」

「男女の関係の中にはそういうのもあるから……」

「人を性せい倒とう錯さく者しやのようにいうんじゃない！」

「そんなことはどうでもよいのだ！」

　急に輝夜かぐやが大きな声を出した。

　その迫はく力りよくに錦にしき織おりも六りく道どうも黙ってしまう。

「我々は今、力を必要としている」

「力？」

「なぜ力が必要か説明しよう。ハラグロ、例の物を」

「って、いきなりオレに振るなよ。例の物ってなんだ？」

「何年、私の参さん謀ぼうをやっているんだ」

「そろそろ二週間ぐらい経たつか？」

　素すで返す錦織に、輝夜が無言で指し棒を振りかざした。

「わあ――った。わかってる。フリップボードだろう？」

　錦織は秘ひ密みつ基き地ちから紙袋を持ってきて、中からボードを出す。

「違ちがう！　これは『新世界の秩ちつ序じよの必要性』を書いたヤツじゃないか」

「そんな見てすぐ分かるかよ。インデックスで分類しておけよ」

「ねえ、なにが始まるの？」

　六道は、紙芝居が始まるのを待つ昭和初期の子供のような熱い視し線せんをフリップボードに向けている。

「面めん倒どうくさいから、オレが説明してもいいか？」

「うん？　まあ、いいだろう」

　輝夜も面倒くさくなったのか、多少不ふ満まんそうに頷うなずいた。

「簡単にいうとだな……、輝夜が『世界の王』を目指していることは知ってるよな？」

「うん。それは涙の数だけ知ってる」

「じゃあ、王国建けん設せつに必要なものはなにか分かるか？」

「金？」

「すぐそれが出てくる六道が怖こわいよ。まあ、間ま違ちがってはいないけど、もっと広いいい方をすれば『力』だ」

「なるほど、うんうん」

「そんなわけで輝夜が『力』を欲していたところ、六道が神じん社じやの子であることが判はん明めいした」

「判はん明めいというか、錦にしき織おりくんがばらしたのでは？」

「……そうともいう」

「それで？」

「だから、六りく道どうをオレの手紙でここに呼び出すことになった」

「えっ？　う―――ん。ゴメン。六道って、そんなに頭の弱い子なのかなあ。意味が分かんないんだけど」

　六道は頭をかかえてウーンウーンと考えこんだ。

「頭が弱いのは否ひ定ていしないが、今の説明だけじゃ理解しづらかったことも事実だ」

「否定してよ！　『力』が必要というところから、神じん社じやの子だから誘ゆう拐かいする、の間にホルムズ海峡なみの隔へだたりがある気がするんだけど」

「意外と隔たり小さいな。ホルムズ海峡は狭せまいところは三十三キロしかない」

「ゴメン、地理は成せい績せきよくないんだ」

「付つけ焼やき刃ばな知識を出すのはよくないぞ」

「アハッ。付け焼刃っていわれました」

　錦織と六道の間にホンワカとした雰ふん囲い気きが広がる。

「手ぬるい!!」

　見かねたように輝夜かぐやが怒ど鳴なった。

「そんな取調べじゃホシは自じ供きようしないぞ！」

「えっ？　えっ？　取調べだったの？」

「代われ！　私が説明してやる」

　輝夜は六道の顎あごに手を当てて顔を上に向かせた。

　きわどい格かつ好こうに六道は顔を小さく赤らめる。

「要するにお前の異い能のう力りよくが欲しい」

「えっ？」

　六道がパチクリと瞬まばたきする。

「一応、フォローしておくと、輝夜の考えでは、神社仏ぶつ閣かくの関係者は、高確率で異能力者であることになっている」

「なってるの――!?　いや、でも、六道はそんな超能力なんて使えないよ」

「隠かくさなくていい。お前は一人じゃないんだ。他人と違ちがう力のことで悩なやむことはない」

「輝夜さんがちょっと優しそうな顔で私を見てる――!?」

「私の仲間になれば、思う存分力を使う場所を提供するぞ」

「異能力者であること前ぜん提ていで話が進んでる――！」

　六道が助けを求めるような目を錦織に向けた。

　錦織が祈るような仕し草ぐさですまなそうな顔をすると、六道は絶望的な表情になった。

「輝夜かぐやさん……。一つ確認していい？」

「問題ない」

「前にいってた、輝夜さんの仲間って錦にしき織おりくんのことなの？」

「そういってたとしたら、ハラグロのことだな」

「ハラグロ？」

「錦織のコードネームだ」

「ふ――――ん」

　六りく道どうが不ふ審しんそうな顔つきで錦織を見る。錦織はそっぽを向く。

　それを見て、六道が意を決したように頷うなずいた。

「輝夜さん。実は六道も、前から異い能のう力りよくが使えるような気が、しなくもなかった。そんな胎たい動どうを覚えてるの」

「ええっ――――!?」

　大おお袈げ裟さな声を上げたのは錦織だった。

「でもまだ、ダメなの。でも、いつか、使えるようになる気がしなくもないの。それでもいいっていうなら、六道も仲間になるよ」

「マジかよ。本気かよ。リアリィかよ！」

　錦織が六道に詰め寄る。

「リアリィだよ」

「なにをするのか分かってんのか!?」

「だから新世界の構こう築ちくでしょ？」

　六道は澄まし顔でいった。

「ハラグロ。お前はなにか？　六道が仲間になることに反対の理由でもあるのか？」

　輝夜がまたなにかいいかけた錦織を制する。

「いや、そんなことはないが……」

「ならば黙っていることだ」

「むう」

　錦織は唇くちびるを噛かんだ。

　別に六道が仲間に加わることにそれほど不ふ満まんはない。むしろ、秘密を共有する方が、錦織と輝夜の関係をばらされずに済むので気が楽らくだ。

　ただ、異能力が使えるかもなどと嘘うそまでついて仲間に加わろうとする六道の意い図とが、さっぱり不明なのが不安を誘う。

「では六道、お前を我々の仲間として迎えよう」

「わ―――、ありがとう」

「じゃあ、放課後は部活動の日以外は毎日、ここにくること。遅ち刻こくは厳げん禁きんだ」

「いえっさー」

「あと、仲間になった以上は速すみやかに異い能のう力りよくを開発し、戦力になること。それがお前に課せられた使命だ」

「さらに、いえっさー」

「あと、私のことはここでは閣かつ下かと呼ぶこと」

「了解です、閣下」

　六りく道どうは輝夜かぐやと握手を交わした後、錦にしき織おりに手を差し伸べた。

　錦織は少し躊躇ためらった後、その手を握る。

　六道が茶ちや目めっ気たっぷりに大きな瞳ひとみでウインクした。





「六道……。お前、本気なの？」

「へっ？」

　帰り道、薄うす暗くら闇やみに包まれた国道沿いの歩道を、錦織は六道と一緒に歩いていた。

「本気ってなにが？」

「いや、だからさ。本気で輝夜と一緒に“〝王国建けん設せつごっこ”〟をするつもりなのかってこと」

「うん。なんで？」

　六道はチラリと横の錦織の顔をうかがう。

「ほんの少し前まで輝夜のこと苦手にしていたよな」

「別に苦手じゃなかったよ」

「泣かされた癖くせに」

「すったもんだがありました」

「いつの時代の人だよ」

「でもそれをいうなら、錦織くんだって。なんで輝夜さんの前だと、いつも一年Ａ組にいる時と違ちがうの？」

「そんなに違うかな？」

「うん、違う。なんかイキイキしてる」

　ほんの少し悔しそうにいう。

「でもって、なんかクロい」

「クロいですか――？」

　錦織は耳みみの後ろを掻かいて、それから諦あきらめたようにためいきをついた。

「なんつーか……、輝夜と秘密な活動をしていく点で、これからオレと六道は運命共同体として秘密を共有しないといけなくなるわけだ。だからこの際、いっておくけどな……」

「？？」

「これがオレの素すだ」

　肩かたをすくめて、六りく道どうの顔を見つめる。

「輝夜かぐやにはハラグロなんていわれているし、六道にも今、クロいっていわれたわけだが、その通り。オレは“〝ゆーとーせい”〟なんて呼ばれているが実はクロい男だ」

　スッと、息を吸いこむ。錦にしき織おりが自分からカミングアウトしたのは、初めてのことだった。

「ふ―――ん」

　六道は錦織の顔をジーッと見つめる。

「なんで錦織くん、輝夜さんの前では素を出すの？」

「そりゃ、オレの痛つう恨こんのミスでバレてしまったからな」

「一度バレたら、もうずっと素なんだ。そっちの方が楽らくってこと？」

「おう、楽だな。色いろ々いろ、リアクションとか考えなくて済むし」

「ふ――――――ん。だったら別にいいんじゃない？　六道は錦織くんは、素でもいいと思うよ。ツッコミが鋭するどくて」

　六道は両手を背せ中なかでくんで、錦織の前に進んでいく。

　錦織は訝いぶかしげに首を傾かしげた。

「なあ……、聞こうと思ってたんだけどさ、どうして一緒に“〝王国建けん設せつごっこ”〟なんてする気になったんだ？　異い能のう力りよくが使えるかもなんて嘘うそまでついて」

「だから、輝夜さんと素の錦織くんがなんだか楽しそうだったから」

「その感想には異い議ぎがある。少なくともオレはちっとも楽しくなんかない」

「そうかなあ」

　錦織の方を振り返って、輝夜は後ろ向きに歩き始めた。

「とにかく六道は二人とワイワイやりたいのです。剣けん道どう部ぶとは別に文科系サークルを探していたんです」

「オレたちの活動はそういうサークル活動とはちょっとちがーう」

「どう違ちがうの？」

「なんというか、もう少し非ひ社しや会かい的てきだ」

「少しなんだ。新世界を構こう築ちくするのに」

　六道はケタケタと笑った。

「錦織くんは、六道が輝夜さんのお仲間になるのが不ふ満まんな感じ？」

「いや、不満というか、ちょっと心配だ」

「わっ、六道のことを心配してくれてるの？　嬉うれしいな」

「いや、特にお前に限げん定ていしてるわけではない」

「むう。そういう時は嘘でもそういってよお」

「つまりな。輝夜は本気で六道のことを異能力者だと思ってる。本気と書いてマジと読むぐらい真しん剣けんだ」

「うん、それで？」

「いつまでもお前が異い能のう力りよくを使わないと絶対にそのうちキレる。オレが心配なのはキレた輝夜かぐやが社会に与える影えい響きようについて。というか、オレに火ひの粉こがかかるのはゴメンだ」

「大丈夫。上う手まく誤ご魔ま化かしながらやっていくよ」

「甘い。魔ま王おう女の恐ろしさが分かってないと見える」

「錦にしき織おりくんは輝夜さんのこと、よく分かってるんだね。さすが名めい参さん謀ぼうだね」

　いいながら、六りく道どうはちょっと寂しそうな顔をした。

「あともう一つ、心配があるんだが……」

　錦織が口をモゴモゴさせる。

「その、オレが輝夜と一緒に……」

「錦織くんが輝夜さんの仲良しだってことを、喋しやべらないでってこと？」

「多少異い議ぎがある。オレはあの女に無理やり参謀にされただけで、断だんじて仲良しではない」

「か、勘かん違ちがいしないでよね！　好きで参謀やってるわけじゃないんだから！　な感じ？」

「誤ご解かいを招きそうないいまわしだが、言語上の趣しゆ旨しは間ま違ちがっていない」

「とにかく、誰だれにも話すつもりないよ。誰にも。錦織くんが輝夜さんと一緒に、“〝王国建けん設せつ”〟活動をしてることがクラスのみんなに知れたら大ごとだもんね。大丈夫。絶対にいわないよ」

「そうしてくれるとありがたい」

　後ろ向きに歩いていた六道が急に立ち止まる。

「じゃあ、私、こっちだから」

　国道から分岐した傾斜した道を指差した。竹たけ林ばやしを分け入って、車一台がようやく通れるぐらいの幅しかない。道の入口には「六道神じん社じや」と書かれた古い石せき碑ひが立っていた。

「思いっきり『六道』だな」

「思いっきり『六道』だよ」

「上まで見送った方がよい？　ジェントルマン的な意味で」

「毎日使ってる道だから大丈夫。それに、ここから私道なんだ。十メートルおきに防犯カメラが設置してあって、なんかあったらパパが飛んでくるよ」

「娘が男と一緒に帰ったりしていても？　ってか、この山、全部、六道の物？　すげえな。実はお金持ちか」

「よく分からないけど、しゅうきょうほーじんめいぎだから、税金が安いらしいよ」

「それでもすげえよ」

　錦織はヒュウっと口くち笛ぶえを吹いた。

「六道パパが飛んでくる前に退散するな。じゃあ、また明日」

　錦にしき織おりは手を上げて、歩き出そうとする。

「待って」

　六りく道どうが急に緊きん張ちようの面持ちになった。

「うん？」

「ねえ、錦織くん……」

「どうした？」

　不ふ審しんそうな顔をする錦織。

　六道は小さく開けたままの口をゆっくり閉じて、また開いた。

「ええっと、う――ん。いやなんでもない」

「なんでもないのかよ」

「うん。なんというか、いいたいことド忘れした」

「そうか、それならいい。オレは、さてはコクられるんじゃないかとちょっと緊張したぞ」

「まさかあ」

　六道がアハッと笑うと、すぐに真ま顔がおで錦織の顔を覗のぞきこんだ。

「でも、もし本当にコクってたら、錦織くんの返事はどうだった？」

「ノー」

　即そく座ざに両手でクロスサインを作る。

「オレは高校生活中に特定の人間とつきあう気、ないからね」

「ガビ――ン。トホホ」

「でも、六道が『輝夜かぐやさんと一緒に覇は道どうを目指していることをバラされたくなかったら、六道とつきあっちゃいなさい』みたいなことをいったら、断れないな」

「なるほどっ。その手があったか」

　六道がポンと手を打った。

「じゃあ、覇道を目指していることをバラされたくなかったら、明日、数学のノートを六道に貸しなさい」

「おまっ、いつもなにもいわずにオレからノートかっさらってるじゃん」

「そーでした」

　六道はアハッと笑って手を振った。

「じゃあ、おやすみ」

「おう。また明日な」



    

  
    
      


５　六りく道どうのピンチ





　新メンバー六りく道どうが加わった翌日、秘ひ密みつ基き地ちには三人全員が集合して、真ん中の机を囲んでいた。

　輝夜かぐやはメンバー全員（二人）を見渡すと、実に満まん足ぞく気げに頷うなずいた。

「では、これから第十二回『新世界構こう築ちく会議』を行う」

「わ――――」

　拍はく手しゆをする六道。

　一方、錦にしき織おりは陰いん鬱うつな顔で『新世界構築会議』なる会議が本当に過去に十一回もあったのか、考えていた。少なくとも錦織が参加するようになってからは初めてな気がした。

「今回は新メンバーの六道を迎えることになった」

「よろしくお願いいたします」

「六道は新世界構築の中心的な存在として、軍ぐん事じ面めんを担うことになる。私としては早く異い能のう力りよくを見せるか開かい花かさせるかしてもらいたい」

「がんばります」

　桃もも色いろの唇くちびるを花のように綻ほころばせる六道。その調子のよさに、錦織は呆あきれて言葉もない。

「で、今日の議題だが……」

　輝夜は真しん剣けんな表情を見せる。

「六道のコードネームをどうするか、だ」

「わ――――」

「ちょっと待て！」

　錦織がツッコミをいれた。

「オレのコードネームをきめる時はこんな会議は開かれず、問もん答どう無む用ように閣かつ下かの一存できめられたのに、この待遇の違ちがいはなんなんだ？」

「お前には『おあつらえ向き』なのがあったからな。会議をやるまでもなくきまっていたのだ、『ハラグロ』と」

「閣下、質問があります」

「なんだ、いってみろ」

「どうして錦織くんのコードネームは『ハラグロ』なんですか？　ハラグロだからですか？」

「本人に聞けばよかろう」

　輝夜かぐやは錦にしき織おりの方を向いた。

「錦織くん、ハラグロなの？」

「まあな。だが本来のオレは白い。腹はらの中から小しよう腸ちようの先までホルマリン漬けのヘビのように純じゆん白ぱくだ」

「でも実じつ際さい、クラスにいる時とここにいる時って喋しやべり方がちょっと違ちがうよね」

「そうか？　例えば？」

「芸げい風ふうとか」

「なんだよ芸風って！」

「いや、だから。今みたいなツッコミ、クラスの中じゃしないよね。もっとクールじゃないっけ？」

「それは魔ま王おうが……いや、ここの世界がボケだらけで、ツッコミでもいれないとやっていけないからだ。でも分かった。じゃあ、もうツッコミはいれない」

「いや、無理して芸風を揃そろえなくてもいいと思うんだ」

「ダメだ。オレはもう断だんじてツッコミをいれないからな」

　錦織は口をギュッと閉じる。

「話を戻すぞ。とにかく、今は六りく道どうのコードネームをきめる」

「うん、きめよう」

「一応、案はあったのだが、どうもしっくりこないから会議にまわしたのだ」

「じゃあ、閣かつ下かのアイディアを聞かせてよ」

「『エスパー』」

「まんますぎるだろっ!!」

　と、ツッコミをいれたくなったのを、錦織は必死で我が慢まんした。口のすぐ先まで出かかった。六道が錦織にピシーンとチェキをいれたのでやめた。

「『エスパー』かあ。でもちょっと、カタカナだよね」

「ハラグロだってカタカナだぞ」

「いや、あれは正式には『腹はら黒ぐろ』でしょう？」

「エスパーだって、その気になれば書けるぞ。餌え酢す歯ぱ――」

（そういう問題じゃないだろっ！）

　錦織はやはり我慢した。

「でもまあ、私も腑ふに落ちなかったから、会議にかけることにしたのだ」

「なるほど」

「本人の希望はないのか？」

「希望かあ……。小学校の時は、『ロックマン』ってあだ名をつけられてたけど。ほらっ、苗字、六道だから」

（というか、“〝ろく”〟以外、まったく共きよう通つう項こうがないだろ！）

「ほう。ロックマンか。悪くないな」

（お前も、なにマンザラでもない顔をしているんだよ）

　輝夜かぐやが錦にしき織おりの方を向く。

「お前もなにか意見があるのではないか？」

「オレは……ロックマンはどうかと思うな。安あん易いだし、そもそも『六りく道どう』と『ろく』の部分しか共通項がない。あだ名としてもイマイチだ」

　錦織は感情を押し殺しているような声を出す。

「ふむ。一いち理りある」

「例えば、閣かつ下かには『魔ま王おう』というあだ名がついているが、それは名前が真ま央おというのではなく、『世界の王』を目指しているからだ。その点、あだ名として適てき切せつだ」

「なるほど。では、『エスパー』の方はどうだ？」

「それもどうかな。直接的すぎるし、まだ異い能のう力りよくを見せたことがないし、本当に異能力者かどうかも不明だ」

「ふむ……」

　輝夜は腕うでをくんで考えこんだ。

「じゃあ、『エスパー見習い』はどうだ？」

　一いつ瞬しゆん、静しずかになった。一瞬の沈黙の後、錦織が呟つぶやく。

「『エスパー』よりは現実に即そくしているな」

「ふむ」

　突然、六道が唇くちびるを蛸たこのようにすぼませた。

「私、不ふ満まん」

「ほう。というと？」

「私が不満なのは錦織くんがボケ倒してることっ！」

「はっ？　オレはいつもこんな感じだろ？」

「本当はツッコミをいれたくてウズウズしてる癖くせに！」

「おいおい。いいがかりはよしてくれよ。オレはいつも通りだ」

　錦織は両手を上げて振ってみせる。

　頬ほおを膨らませている六道と錦織を見比べていた輝夜が頷うなずいた。

「とにかく結論は出たようだな。六道のコードネームだが……」

　二人の視し線せんが輝夜に集中する。

「『ロックマン・ザ・エスパー見習い』」

「長すぎるだろっ！」

　錦織が立ち上がる。

　立ち上がって、「しまった」という顔になる。

　してやったりの六りく道どう。輝夜かぐやは割とまじめな表情で頷うなずいた。

「どうやら会議の目的は達成されたようだな」

「目的ってなんだったんだよ」

「お前の芸げい風ふうを確認することだ。おめでとう、ハラグロ。お前の本質はツッコミだ」

「おめでとう、錦にしき織おりくん」

　六道が涙を指で拭ぬぐいながらいった。

　錦織の本質がツッコミであることが分かった。



　　　☆



「ごめんくださ……ぐはっ、わ、なにをする―――！」

　放課後、生物資料室に入った錦織は、入り口をくぐった直後に口に布を押し当てられ、動きを封じられた。

「私だ。大人おとなしくしろ」

　耳みみ元もとで囁ささやくのは輝夜の声。

「作戦実行中だ。静しずかにしていろ」

「今度はなんだ？　隠密行動の練習か？」

「今日こそ『エスパー』に異い能のう力りよくを使わせる。これ以上の遅ち延えんは『新世界の構こう築ちく』計画全体に影えい響きようを及ぼすからな」

「今日こそって、三日前に仲間になったばかりじゃないか」

「男子三日会わざれば刮かつ目もくして見よ、というからな。そろそろ能力を見せるか、開かい花かさせるかしてもおかしくない」

「いちおう六道は女の子ということになっているけどな。確認したことはないが」

「小さいことに五月蝿うるさいヤツめ。とにかく、私は、今日、異能力を発動させたいのだ」

　拘こう束そくした錦織のコメカミを輝夜はグリグリとやる。

「イタイ、イタイってば。作戦の趣しゆ旨しはよ――く理解できたから、痛みを伴う説得はやめてくれ」

　錦織は小音量の悲鳴を上げた。

「で、今、なにをやっているんだ？」

「『エスパー』が異能力を使わざるをえない状況を作ったので、それを観察している」

「異能力を使わざるをえない状況？」

「まあきてみろ。静かにな」

　棚の陰から顔を出して、入り口の扉とびらが開け広げられた秘ひ密みつ基き地ちを見る。三角巾をつけた六道が雑ぞう巾きんを持った手をせわしく動かしていた。

「今のところ尻尾しつぽを出さないな」

　輝夜かぐやは鼻はなを鳴らす。

「なあ、オレには秘ひ密みつ基き地ちの掃そう除じをしているようにしか見えないが」

「掃除は私が命じたのだ」

「やることが姑しゆうとめじみてきたな。で、どうして掃除が異い能のう力りよくを使わざるをえない状況なのか、そもそもその発想が凡ぼん人じんのオレにはよく分からないんだが」

「ハラグロ、こんな話を聞いたことはないか？　昔、ある所に偉大な魔法使いがいて、弟子に掃除を言いつけて外出した。弟子は魔法を使って片付けようとしたが未熟なので暴走させてしまい、後で師し匠しようから大目玉を食らった……」

「古典アニメかよ！」

「原作はゲーテだ。つまり古今東西、掃除は辛つらいとされている。だが定期的にしなければ本と資料の山に埋もれてしまう。私の部屋がよい例だ」

「とりあえずお前がものぐさなのは分かった」

「だから特別な力があるなら、それを使ってさぼろうとするはずだ。少なくとも私なら覇は道どうを目指す前に部屋の掃除に使う」

「そこまでかよ！」

　そんな会話の間にも、六りく道どうはどこからか持ってきた雑巾や箒ほうきでせっせと掃除を続けている。埃ほこりをかぶっていた机がナチュラルの木目をとり戻し、パイプ椅い子すのフレームが元の輝きを放ち始めた。

「いかん。このままでは基地がすっかり片付いてしまうぞ」

「喜よろこばしいことだろ？」

「少々汚れている方が生活感があって落ち着くものだ」

「生活感に溢あふれた秘密基地というのもイヤだけどな」

「仕方がない、次の作戦に移るぞ。ハラグロ、ついてこい」

「お、おいっ。次の作戦って聞いてないぞ」

　資し料りよう棚だなの陰から出て行く輝夜。錦にしき織おりもしぶしぶその後を追った。

「エスパー！」

　輝夜は、雑巾片手に額ひたいの汗を拭ぬぐっていた六道の前に立った。

「あっ、閣かつ下か。どうよ。だいぶ片付いたでしょ？」

「うむ。大したもんだ。エスパーにそんな隠かくれた才さい能のうがあるとは知らなかった」

「まあね。特に竹たけ箒ぼうきを使わせたら日本一っていわれているのよ。神じん社じやの娘だけに」

　それは境けい内だいの掃除だろと錦織は思ったが、ここは流した。

「そんなことよりもだ。私は以前、いったな。私はエスパーの能力に期待している、と」

「以前というか、三日前だけど」

「だがお前はいつまで経たってもその力を行こう使ししようとしない」

　輝夜かぐやはビシッと六りく道どうの眉み間けんを指差す。突き刺さりそうな勢いだ。

「う――ん。もう少しで見つかるような気がするんだけど、まだ分かんないんだ」

　六道が唇くちびるの下に人ひと差さし指ゆびを当てる仕し草ぐさをした。

（こいつもホント、適てき当とうなヤツだなあ）

　錦にしき織おりは額ひたいを押さえた。

　輝夜はブンブンと長い髪を揺ゆらして首を振る。

「タイムスケジュールの点から、もう一いつ刻こくの猶ゆう予よもない。こういう手は使いたくなかったが、強制的にお前の力をひき出させてもらう」

「え――、閣かつ下か、それ短気すぎ！」

「ハラグロ。六道を拘こう束そくしろ」

「えっ、ちょっ、オレかよ!?」

「早くしろ！」

　錦織は輝夜と六道の間で視し線せんを行ったり来たりさせた。

「その前に一つ聞きたいんだが……、強制的に力をひき出すって……具体的にはなにすんだ？　法律に反するようなことではないだろうな？」

「説明するつもりはない。私のいう通りにしろ。学校のブログのトップページにお前のアレの中身をアップロードするぞ！」

「よし。六道を捕つかまえればいいんだな」

「はやっ！　あと一分ぐらいは悩なやんでよ、錦織くん！」

　錦織は素早く六道の背後に回ると、両りよう肩かたを掴つかんだ。

　輝夜が不ふ満まん気げに唇を波打たせた。

「なんだ、その拘束の仕方は。それじゃあ、簡単に逃げられてしまうぞ」

「じゃあどうすりゃいいんだよ」

「ギュッと腕うでを掴んで羽は交がい締じめにしろ」

「「ギュッと羽交い締め!!」」

　錦織と六道の声が重なった。

「いや、ちょっと。六道は一応、女の子だし、そんなにギュッとするわけには……」

「そうそう、一応、六道は女の子なんだからって、一応じゃなくて普ふ通つうに女の子だよ!?」

「アップロード！　アップロード！」

「分かった。ギュッと羽交い締めにすればいいんだな」

「なに？　その、孫悟空そんごくうにいうことを聞かせる呪じゆ文もんみたいなのは！」

「六道、悪く思うな。全部この腐くさった世の中がいけないんだ」

「なんでも世の中のせいにするのはよくないよ錦にしき織おりくん。きゃ――、あ――れ――」

　錦織が脇わきの下に手を通して、六りく道どうを羽は交がい締じめにした。

「よくやった、ハラグロ」

　輝夜かぐやが満面の笑えみで、ノシノシと拘こう束そくされた六道の前まで移動してくる。

「異い能のう力りよくを見せるなら、今のうちだぞ」

「ダメだよ。強制的に異能力を開かい花かさせたりしたら、間ま違ちがった方向に力が伸びたりすることがあるんだから」

「今となってはいたし方ない」

　輝夜は六道のブラウスの中に手をいれた。

「ひゃうっ！」

　六道が謎なぞの悲鳴を上げる。

　そして、軽快に笑い声を上げ始めた。

「あはは、そこ、ダメだったら。あはは、アハハ、アハアハ」

　ブラウスの中で輝夜の手がヌメヌメとした動きをしている。錦織はできるだけ見ないように心がけた。

　六道の顔がひきつった。目には大おお粒つぶの笑い涙が浮かぶ。

「早く力を出した方が身のためだぞ」



    

  
    
      



    

  
    
      　輝夜かぐやは真ま顔がおで忠ちゆう告こくすると、中の手をさらにダイナミックに動かした。

「らめ―――――」

　六りく道どうは悲鳴を上げる。

　錦にしき織おりは天井を見上げながら、今日の数学の授業中に出された問題を解いて、雑ざつ念ねんを振り払っていた。



「ふう。これだけやっても、異い能のう力りよくを使わないとはな。強情なヤツだ」

　輝夜が半なかば呆あきれたような顔でいった。

　床には着ちやく衣いの乱れた六道が、やや放ほう心しん気ぎ味みで倒れている。

「ええっと、おほん」

　錦織は咳せき払ばらいをした。

「これだけやっても異能力を使わないということは、やっぱり六道は異能力を使えないんじゃないか？」

「そんなことがあるか。神じん社じやの娘が異能力の一つも使えずにどうする。世が世なら、巫み女ことして神に舞まいを捧ささげるような人間だろう？」

「それはそうかもしれないが、世界は広いわけだし不ふ出で来きな巫女がいてもおかしくないだろう？　ホームラン王の子供が全員プロ野球で活かつ躍やくできるとは限らないんだぜ？」

「ということは、この女は神社の娘のくせに異能力の一つも使えない、駄目な巫女、ということか？」

　輝夜はプクーと頬ほおを膨らませると、雑ぞう巾きんでも見るような目で六道を見下ろした。

「ちょっとタンマ……」

　倒れていた六道が手を挙げる。

「もうちょっと待って、くれないかな。閣かつ下か」

「もうちょっととはどのくらいだ？　一週間か？　一ヶ月か？」

「あと三週間。三週間、待って」

「分かった。じゃあ、それだけ待ってやろう。もし、三週間経たって、異能力を使えなかったら即刻クビだからな」

　仕事のできない部下に最さい後ご通つう牒ちようをつきつける冷れい酷こくな上司のようないい方をすると、輝夜は回れ右して秘ひ密みつ基き地ちを出て行こうとした。

「あれ、閣下。今日はもう活動は終わりか？」

「うむ」

　すぐに、生物資料室の扉とびらが閉められる大きな音が聞こえた。

　残された錦織と六道。

　立ち上がれそうにない六道に、錦織はできるだけ見ないように手を差し伸べる。

「だからいっただろう。そんなに魔ま王おうは甘くないって」

「うん、甘くなかった。死ぬかと思った」

　六りく道どうは錦にしき織おりに背せ中なかを向けて、未だ火ほ照てった顔で乱れたブラウスを整えていた。

「くすぐる手つきなんて手馴れてたよ。執しつ拗ように胸むねを攻撃してくるんだもん」

「なんで三週間なんて期限を切ってまで、居残ろうとしたんだ？　そんなにここは居い心ごこ地ちいいか？　これからも理り不ふ尽じんな目に遭うぞ。間ま違ちがいなく」

「う―――ん、なんでかな」

　反対を向いたまま、六道は小さく唸った。

「たぶん……、三週間あれば判はん断だんできるような気がしたから」

「判断ってなんのだ？」

　ようやくブラウスの裾をスカートにいれた六道が振り返る。

「いろいろ」

「ふ――む」

　錦織は納得のいかない顔でなにかいおうとしたがやめて、代わりに肩かたをすくめた。

「それより、六道はこれから、なんか予定は？」

「ないよ。なんで？」

「まあ、なんだ。一応、オレは輝夜かぐやの跳ちよう梁りように加か担たんしたわけだし……」

「そうそう、アップロードってなんなの？」

「若い娘が口にしていい言葉ではない」

「ええ――、輝夜さんはしてたし」

「あいつは魔王だからいい……、じゃなくてだな。一応お詫わびとして購買部に行って、なんかおごろうかと思うんだが、どうか？」

　錦織はやや上うわ目め遣づかいで六道の顔を見た。

　六道はハイッと手を挙げる。

「先生！　購買部より、御み崎さき屋やのもんじゃがいいです」

「ちょっと値ねがはるが」

「だって、六道の『胸くすぐりヴァージン』を奪うばったんだよ？」

「それではまるでオレが胸を執拗にくすぐったみたいじゃないか」

「じゃあ『羽は交がい締じめヴァージン』奪った」

「なんでもヴァージンをつければよいってもんじゃない。でもまあ、分かった。御崎屋のもんじゃで手を打つ」

「青あお海の苔りとカツオ節ぶし沢山かけてくれなきゃイヤ」

「それはおばちゃんにいってくれ」

　錦織はもう一度、肩をすくめた。



    

  
    
      


６　輝夜かぐやの不ふ覚かく





「う――む。この近くにはいない、と思う」

　目の前に広がる芝生しばふのグラウンドを額ひたいに手を当てて見渡しながら、六りく道どうかなめは自信なさげな声を出した。

「本当か？　絶対にいないのか？」

「うん、絶対にいない、ような気がする」

　六道のすぐ横では輝夜かぐやが六道の動きに連動するように首を動かしていた。

　青空の広がる日曜日の午前。紫し苑おん高こう校こう近くの総合公園。その市民大グラウンドに輝夜と六道はいる。

　二人とも私服姿。輝夜は細身のジーパンに黒のタンクトップにグラサン、六道は白いワンピースと、狙ねらったわけではないがオセロコンビファッションできめていた。

「ハラグロ！　お前ももっとまじめに探さないか」

　輝夜の叱しつ咤たが飛ぶ。

　二人のすぐ横の芝生の上に正座していた錦にしき織おりが顔を上げる。英語の教科書を開き、英文を『エア手帳』に書き写していた。

　なぜか制服スタイル。校則に書かれた「私用の外出時も制服着用が望ましい」の条じよう文ぶんを律りち儀ぎに守る男子というのも珍しい。

「二人に任まかせる。オレは参さん謀ぼうだから実じつ際さいの作戦行動向きじゃないんだ」

　それだけいってまた書き取りに戻る。そろそろ期末試験が近い。錦織的には日曜に外出などありえなかったが、電話で呼びだされて仕方なくきた。

「閣かつ下か、こいつどうします？　まったくやる気がありませんぜ」

　六道が声こわ色いろを使って海賊の手下みたいなことをいう。

「まったくもってけしからん。作戦行動向きではないといいつつ、作戦立りつ案あんもまともにやったことがないからな」

「それじゃあ、ただの役立たずじゃあありませんか」

「そうだ。役立たずだ。甲か斐い性しようなしだ。寄生虫バクテリオフアージだ」

「あ――、分かった、分かった」

　錦織は教科書を閉じて、輝夜と六道の前に立ちあがる。

「オレになにしろっていうんだよ」

「閣下、こいつ、『オレのなにが不ふ満まんなんだよ』みたいなこと、いいましたぜ？」

「いってねえよ。オレはそんな“〝かんちガイ”〟じゃない！　ってか、六りく道どう、そのキャラ、マジウザイよ？」

　ケタケタ笑う六道。錦にしき織おりは空を仰いだ。

（なんで、試験一週間前の日曜にオレはこんな所にいる？）

　どこまでも広がる紺こん碧ぺきの空すら、今の錦織にはウザく感じられた。

「今更なんだが、今日の作戦にオレは異い論ろんがある」

　気をとり直して錦織は輝夜かぐやの方を向いた。

「ほう。本当に今更だな」

　輝夜がグラサンを取る。現れた形のよい涼すずしげな瞳ひとみとタイミングよく目が合ったために、錦織はややたじろいだ。

「異い能のう力りよく者候補が一人じゃ心もとないという意見には賛さん成せいする。一人目がアレだから論理的な矛む盾じゆんは見当たらない」

「はい、アレな六道です」

　手を挙げる六道を無視して続ける。

「しかし、だからといって、六道を使えば二人目、三人目がどんどん見つかる、という考えがよく分からん」

　輝夜の呼び出しの電話でいっていた作戦の骨こつ子しは、『六道を使って次の異能力者を発見する』だった。

「そんなに分かりづらいか？」

「さあ」

　顔を見合わせる輝夜と六道。

「ちょっ、二人そろってそんな哀あわれむような目でオレを見るなよ。ゲホッ。オレのような常識人には分からないんだよ」

「まあ、いうなれば、異能力者同士のシンクロニシティだな」

　輝夜はいつもの腕うで組ぐみスタイルで頷うなずいた。

「なんだそれ？」

「賢けん者じやは賢者を知る。異能力者は異能力者が分かる、ということだ」

「また独自理論かよ。だが、六道は異能力をまだ発動していないんだぜ？」

「未み熟じゆく者ものでも異能力者としての資し質しつがあれば、それぐらいは分かる。げんにエスパーは分かるような気がする、といってるんだ」

　両りよう拳こぶしを握って同意してみせる六道を、錦織は思いっきり白い目で見てやった。

「じゃあなにか？　六道がピピッときた相手を発見して、それを閣かつ下かが職しよく務む質しつ問もんして署しよ（秘ひ密みつ基き地ち）までひっぱっていき、そこで拷ごう問もんでもなんでもして白ゲ状ロさせる、そんな感じか」

「まあ、そんな感じだ」

「じゃあ、やっぱりオレはいらないじゃんよ」

　再び座ろうとする錦にしき織おりの腕うでを輝夜かぐやが掴つかんだ。

「異い能のう力りよく者が『力』を使って抵てい抗こうする恐れもある。人手はできるだけあった方がいい」

「オレが加わった程度で抵抗できない異能力者が、“〝王国建けん設せつ”〟に役立つとは思え――」

「とにかく！　お前も真しん剣けんに作戦に参加しろ！　他ほかの仲間の士し気きにも関かかわる」

「わ―――った。分かった」

　そろそろ本気でキレそうな輝夜が、お天気指し棒を出しかけたので錦織は頷うなずいた。

　輝夜はもう一度、六りく道どうの方を向く。

「もうちょっと探たん索さく範はん囲いを広げて、どっちの方角にいるか分からないか？」

（探索範囲ってなんだ？　シンクロニシティじゃなかったのかよ！）と、錦織は思ったりもしたが、もう面めん倒どうくさいので黙っておいた。

「うん、分かった。やってみる」

　六道は手を水平に伸ばして目を瞑つぶった。

　そのままゆっくりとその場で回転して、ある方角を手が指した時、止まる。

「こっちにいるような気がする」

　埋まい蔵ぞう金きん探しに駆り出された占い師のようなことをいう。

「なるほど、こっちだな」

　輝夜は頷くと、すぐに六道が指した方向へ歩き始めた。

「おいっ、移動か？」

「うん、そうみたい」

　輝夜を追って、錦織と六道も動き出す

　長い黒くろ髪かみをなびかせ、肩かたで風を切りながら歩く輝夜の背せ中なかを見ながら、錦織は「ふう――」と、ためいきをついた。

　それからジト――と、湿った視し線せんを六道に送る。

「お前もたいがい適てき当とうだよな。なにがこっちにいるような気がします、だよ」

「時にはそれっぽいことやらないと、三週間を待たずしてクビになっちゃいそうだし」

　輝夜はしれっという。

「それはいいけどさ、お前、大丈夫なのか？　そろそろ期末試験だぞ」

「ギクッ」

「あんまり成せい績せきが悪いと、魔ま王おうにクビにされる前に学校をクビになるぞ」

「うわ、それ、キッツー。でも、たしかに。六道、こんな所でこんなことしていて大丈夫なのかな？」

「さあ、知らんよ」

「なんか冷たいような」

「分かった。じゃあ、いってやる。大丈夫じゃない。おしまいだ。ただでさえ芳かんばしくない成せい績せきが大変なことになるだろう。だから今のうちから頑がん張ばるんだ！　ガンバレ六りく道どう！」

「そこまで親しん身みになられてぶっちゃけられても逆に傷つく」

「意外と複ふく雑ざつにできてるな」

「くそー。次の期末試験で見返してやる」

「せめてチロルチョコ一桁けたぐらいの順位差になってからいってくれ」

「んなことより、ねえ、あれ。輝夜かぐやさん、止まってるよ」

　六道の言葉通り、かなり差をつけて前方を歩いていた輝夜が立ち止まっていた。近くには若い女性らしき姿がある。

　錦にしき織おりと六道はピタッとその場で立ち止まった。

「異い能のう力りよく者候補を発見したかな？」

「しまった。できるだけ人のいなさそうな方向を指差したのに」

「まあ基本的に、新世界の構こう築ちく活動の半分は、こういう人様に迷惑をかける行為で構成されてるんだぜ。さあどうする？　輝夜と異能力者かどうか職しよく務む質しつ問もんして、一緒にちょっと頭の弱い人扱いされるか？」

「どうしよう」

「ここにいたら、確実に輝夜から呼ばれるぞ」

「あれれ？」

　六道が目を凝こらした。

「ねえ、あれ。あそこにいるのって」

「うん？」

　六道の言葉に、逃げる準備をしていた錦織も輝夜の隣となりの人物に注目する。

　白のブラウスにベージュのロングスカート。眼鏡めがねのフレームが煌きらめいている。

「お、おい。あれって」

「うん、あいふぉんだね」

「あいふぉん？　ああ、愛あいふぉんか」

　米よね倉くら“〝愛あい”〟だからあいふぉん。

「あれ？　前はヨネピョンじゃなかったか？」

「あの時は友とも達だち。今は親友だからファーストネーム」

「愛あい称しようでもそのルールが適用されるのか」

「閣かつ下か、呼んでるよ。どうする？」

　振り向いた輝夜が、おいでおいでをしていた。

「チッ、逃げ遅れた。あーもう、仕方ない。適てき当とうに誤ご魔ま化かすか」

　知らない人間だったら問もん答どう無む用ようで逃げていたが、クラスメイトならいい逃れのしようもある。

「やっほ――、あいふぉん」

「よお」

　微び妙みような笑え顔がおを浮かべて錦にしき織おりたちが近づいていくと、米よね倉くらは少し驚いた表情になった。

「これは……不ふ思し議ぎな組み合わせですね」

　三人の顔を順々に見比べる。

「どういった集まりですか？」

「『○○九号作……」

　作戦名をいおうとした輝夜かぐやの口を錦織が反射的に押さえた。

「ええっと、仲直り。仲直り散歩なんだよ」

　六りく道どうがすかさずフォローした。

「仲直り散歩？」

「そう。そうそう。輝夜さんと仲直りしたんで、その証として一緒に散歩することになったんだよ」

「仲直り、できたんですね……。でも、それにしてはさっきは輝夜さんが一人で歩いていましたけど」

　米倉は未だ錦織に口を押さえられて暴あばれる輝夜を見る。

「うっ」

「そ、それは輝夜の足が競きよう歩ほの選手みたいに速いから、オレたちついていけなかったんだ」

「かなめの仲直り散歩に、錦織くんも一緒いるのはなぜですか？」

「それは、六道が相談したから。だってほら、いきなり輝夜さんと散歩なんて、女の子一人だと不安だから」

「そうそう。さすがに放っておくわけにはいかないから」

「さすが。お優しいんですね」

「まあね。クラス委員としてとうぜ――、ゲッ、グハッ」

　輝夜の肘ひじが鳩尾みぞおちにきまり、錦織は踏まれた蛙かえるのような悲鳴を上げる。

「六道、どうだ？　この女からなにか感じるか？」

　輝夜はもんどりをうって崩くずれ落ちた錦織を無視して、事じ務む的てきな口調で六道に質問した。

「えっ？　あ、え――っと」

　六道は慌あわてたように輝夜の傍そばに駆け寄ると、爪つま先さき足立ちして耳みみ元もとに囁ささやいた。

（たぶん、あいふぉんは異い能のう力りよく者じゃないと思う）

（なんだ違ちがうのか）

　輝夜の顔に明らかに失望した表情が広がる。

（あいふぉん、六りく道どうたちのこと怪あやしんでいるから、適てき当とうに誤ご魔ま化かしてもいいよね？）

（うむ。異い能のう力りよく者でないのならどうでもいい）

　六道は不ふ思し議ぎそうな表情をしている米よね倉くらの方に向き直った。

「そ、そういえば、あいふぉんも散歩？」

「ええ。昨日きのう、遅くまで試験の準備をしていましたから、朝の空気を吸おうと思いまして」

「うっ」

　試験の準備、という言葉に、芝生しばふに這はいつくばっていた錦にしき織おりがビクッと反応して、立ち上がる。

「やっぱそうだよな。そろそろ準備を始める頃だよな」

「そうですね。私は時間をかける方ですから」

　錦織はライバルの勉強状況を『エア手帳』に書きこんでいた。

「じゃあ私は、家に戻りますから。かなめ、散歩のことはまた明日にでも聞かせてくださいね。ごきげんよう」

　米倉は微笑ほほえみを浮かべて会え釈しやくすると、そそくさと去っていった。

「チッ。やっぱ試験準備は今日からか」

「え――ん、あいふぉんに嘘うそついちゃったよお」

「くっ。異能力者ではなかったか」

　米倉の姿が見えなくなった途端、三人は三者三様のリアクションを示した。

「六道、本当にあの女は異能力者じゃないのか？」

「うん。あいふぉんは堅かた気ぎだよ」

「本当か？　いいたくないが、お前のシンクロニシティの精度が低いってことは？」

「ううん。絶対にあいふぉんは違ちがう」

　迷惑をかけたくないからか、六道は真しん剣けんに否ひ定ていした。

「しかし、お前の指した方向にはあの女しかいなかったぞ」

「ええっと、ちょっと待って」

　六道はもう一度目を閉じて、例のダウジングのようなことを始めるが、今度はグルリとその場で回って止まらなかった。

「なんだか探たん索さく範はん囲いから外はずれたみたい」

「むっ。移動したか」

　輝夜かぐやは悔しそうに唇くちびるを噛かみ締める。

「他ほかにはいそうにないのか？」

「今のところ近くには。あと、これ結構、意識を集中するから疲れるんだ。探索できる範囲が狭せまくなったのかも……」

「なに？　まだ作戦を始めたばかりじゃないか」

「神しん経けいの疲労は肉体と違ちがい、時間と関係ないんだ」

　錦にしき織おりが訳わけ知しり顔がおで会話に割って入る。

「む、詳しいな。ハラグロ」

「だってほら、オレ、常に神経を磨すり減らすような立場にいたから、その辺のことはよく分かっているんだ」

　錦織は適てき当とうなことを喋しやべりながら、六りく道どうに瞬まばたきのサインを送る。このまま異い能のう力りよく者探しで貴重な勉強時間の日曜日を潰すのは嫌すぎる。

「まだ六道は異能力者として未熟だから、連続しての探たん索さくは無理とオレは思う。だからもうちょっと『力』をつけてからやる方が効率的だ。今、六道は三週間後を目め処どにメキメキと『力』をつけている。そうだよな？」

「えっ？　あっ、うん。ついてる、ついてる」

　六道は力コブを作ってみせた。

「もう少し『力』をつけてから探索すれば、今度はそれこそ閣かつ下かがいってた通り、次々と異能力者が捕つかまると思うぜ」

「それは一いち理りある……が」

「だからさ。今日のところは解散しようぜ」

「うん、六道も賛さん成せい。感度が低い状態で違う人を異能力者扱いしたら悪いし」

「う―――ん」

　輝夜かぐやは不ふ審しんの表情で錦織と六道の顔を順々に見る。二人ともバカ殿に自みずからの悪事を誤ご魔ま化かそうとする家か老ろうのような顔をしていた。

「……分かった、よかろう。『○○九号作戦』は後日、六道がもう少し力をつけてからにしよう」

　まだ納得できていないように、首を振りながらいう。

　安あん堵どのためいきを吐く錦織と六道。

　輝夜がジロリと目を動かした。

「お前たち、まさかなにかよからぬことを企んではいないだろうな？」

「滅めつ相そうもない。オレたちは閣下の忠実な部下だぜ」

　錦織は手をパタパタ振りながら、これで期末試験までは日曜出勤に駆り出されることはないだろうな、とか、考えていた。





　翌日の放課後、錦織が秘ひ密みつ基き地ちに行くと輝夜の姿はなく、机の上に市し街がい地ちの地図に代わって教科書を広げた六道がウンウン唸っていた。

「魔ま王おうは？」

「さっき出て行ったよ。ボードが足りないとかいってた」

　教科書を見つめたまま六りく道どうは答える。

「ボードって魔ま王おうが愛してやまないあのフリップボード？　あれって買ってたのか」

「そりゃ買うでしょう。それ以外にどうやって賄うの？」

「オレはてっきり家がフリップボード工場かと思ってた」

「あるの？　そんなの」

「そりゃあるだろう。最近は輸入品に押されているかもしれないけど……。ハッ、まさかそれが新王国建けん設せつの動どう機きか？」

「ないない」

「で、あいつは今日中に帰ってくんのかね」

　錦にしき織おりはパイプ椅い子すに座って、数学の教科書と睨にらめっこ状態の六道を眺める。

「勉強法は人それぞれだと思うが……、それで本当に理解できるのか？」

「できない」

「あっさりだなあ」

「でも、どうやっても、数学って分かんないんだよね。なにが書いてあるか」

　六道は頭をくしゃくしゃとやった。

「……同じ覇は道どうを目指す仲間のよしみで、ほんのちょっとだけ教えようか？」

「でも、錦織くんも勉強しないといけないんじゃない？」

「今、サボっても主しゆ席せきぐらいはなんとかなるだろう」

「錦織くんがいうとイヤミに聞こえないからすごいね、といいたいところだけど、ものすごくイヤミだよ」

「まあ、オレの場合、存在自体、イヤミだからね。普ふ通つうの生せい徒とにとっては」

「むかつく！　死ねっ！　……じゃあ、教えてよ」

「いいけどさ」

　錦織は六道のすぐ横に椅子を動かした。

「どれが分かんないの？」

「これ」

「この範はん囲いの一番基本だな。これ分からなかったら、この範囲の問題、全部分からないな。というか、この先の人じん生せい設せつ計けい全体が狂うかもしれない」

「そんなに!?」

「で、なにが分からないの。これは、こうやってさ。二に次じ方ほう程てい式しきの解かいの導どう出しゆつと同じ要よう領りようでやったらさ……」

　錦織は手を伸ばしてノートに書きこむ。そのノートを六道が覗のぞきこむ関係上、二人の顔はかなり接近する。目と鼻はなの先にある、大きな瞳ひとみを縁取る長い睫毛まつげと柔らかそうな頬ほおに、錦にしき織おりはほんの少し胸むねを高鳴らせた。

　六りく道どうがハッと、緊きん張ちようした。

「ねえ、錦織くん」

「うん？」

「近くで見て、発見した良いニュースと悪いニュースがあるんだけど」

「嫌な予感」

「どっちから聞きたい？」

「どっちも聞きたくない、というのは？」

「ぶっぶー。却下。挑戦者、お手つきは後、二回までです」

「よく分からんが寛かん容ようなルールだな。じゃあ、良いニュースからでいい」

「了解。錦織くん、毛もう根こんがかなり太いね。たぶん、普ふ通つうの人の倍以上あるよ」

「ああん？　それって喜よろこぶべきことなのか？」

「思わず小こ躍おどりしていいくらい」

「そんなにか。でも、オレ的にはあんましだな」

「じゃあ次は悪いニュース。どんなニュースだと思う？」

「良いニュースから類るい推すいするに、大して悪いニュースじゃないと見たな」

「じゃじゃーん。前まえ髪がみに白しら髪がを発見しました」

「まじかよ！　良いのに比べて悪すぎるだろ！　どこにあんだよ、そのホワイトヘア」

「英語でいってもあんましクールじゃないよ？」

「いいんだよ。カタカナの方がショックが少ないから」

「抜いてあげようか？」

「うん頼む。すぐさま頼む」

「やっぱり、学年トップの代だい償しようは大きいんだね」

「いいから、早くしてくれ」

　六道は顔を錦織に近づけて、艶つややかな黒くろ髪かみを凝ぎよう視しする。

「あれ――、行方ゆくえ不ふ明めいになった」

「ないんならそれでいいんだ。見み間ま違ちがいだったんだろ」

「いや、そんなはずはない！」

「そんな力強く断だん言げんするなよ」

「ああっ！」

「どうした!?」

「ホワイトヘアが二本に増えた！」

「まじかよ！　周囲に伝でん染せんする前に二本とも抜いてくれ！」

「よしきたっ」

　六りく道どうが狙ねらいを定めて手を錦にしき織おりの髪の中にいれていく。

　その時、秘ひ密みつ基き地ちの扉とびらが開いた。

「お前たち、なにをやってんだ？」

　輝夜かぐやが立っていた。

「わっ」

　驚いた六道が錦織の前まえ髪がみをグシャッと無む造ぞう作さに掴つかみそれを引っ張った。

「ギャ―――――――――！　おまっ、何本抜いてんだよ！」

「だ、大丈夫、ちゃんとホワイトヘアも抜いたよ。二本とも」

　六道は錦織の髪がゴッソリ掴まれた手を開いてみせた。

「抜いた全部の髪の一割以下じゃないか！　二桁けた勝利のピッチャーの打だ率りつでももっといいぞ！　抜いてやる。お前の髪も抜いてやるぞ！」

「ハンムラビ、ラメ」

　錦織が六道の髪に手を伸ばそうとする。

　――と。

　ガタガタッ。

　突然、強風で窓枠が揺ゆれた。

「お前たち、仲がいいな」

　地を這はうような低い声が秘密基地に響ひびいた。

　錦織と六道はふざけるのをやめて、発はつ声せい者しやである輝夜の方を向いた。

　輝夜が机に両りよう肘ひじをついて、パイプ椅い子すに逆向きに座っていた。

　赤い唇くちびるは固く閉じられ、半はん眼がんになった瞳ひとみはジロリと錦織と六道を睨にらみつけていた。

　さむい空気が秘密基地内に充満する。

「いや、別にそういうわけじゃなくて。錦織くんに勉強を教えてもらっていたら、不幸にも前髪に白しら髪がが発見されて、それを抜こうとしてただけで……」

　六道は言い訳するような仕し草ぐさで手を振る。

「そうだ。王国建けん設せつ活動をサボっていたのはたしかだが、決して遊んでいたわけではない」

　錦織もちょっと焦あせっている。白髪を抜いていたぐらいで、そこまで輝夜が怒るとは思わなかった。

「別にそんなことはどうでもいい」

　そういう輝夜は、とても「どうでもいい」ようには見えないしかめっ面だった。

「そ、それより、ボードはどうしたんだ？　たしか買いにいったと聞いたが」

「売り切れていた」

　輝夜は据わった目を錦織に向ける。

「そ、それは残ざん念ねんだったな。次はいつ入荷するって？」

「もう入荷することはないそうだ。販はん売ばい不ふ振しんでメイカーが商業用以外は作らないことにきめたそうだ」

　シーンとなる秘ひ密みつ基き地ち。

「あ、でもほら、最近は商用の物を小こ売うりにしてくれるネットショップとかあるぞ」

「そうそう。これからはネットショッピングだよ」

「そういう店はいくつか当たったが、私が愛あい用ようしているフリップボードはなかった」

「……」

「……」

「だが、私が不ふ機き嫌げんなのはボードが手に入らなかったからではないぞ」

（手に入らなかったのが、相当、悔しかったんだぜ）

（六りく道どう、なんとなくその気持ち分かるな。体の一部がポッカリ失われたような）

　錦にしき織おりと六道は小声で囁ささやきあう。

「なにをコソコソ喋しやべってる!!」

　輝夜かぐやは机を叩たたく。

　錦織と六道はビシッと姿し勢せいを正した。

「私が怒っている理由は、見ていないとすぐにサボるお前たちの姿勢だ。課せられた使命を忘れたわけではあるまい。ハラグロは次の作戦を考えたのか？」

「いや……」

「エスパー！　お前の異い能のう力りよく開発は順調なのか？」

「いいえ……」

「もういいっ!!」

　輝夜は怒ど鳴なって立ち上がる。

　ズンズンと錦織と六道に近づく。

「ひゃあ」

　輝夜の鬼のような迫はく力りよくに六道が悲鳴を上げて縮こまる。錦織もわずかに震えてしまった。

　しかし、輝夜は二人の横を通り抜けると、そのまま秘密基地を出て行く。

　そのすぐ後に、生物資料室の扉とびらが砕けるぐらい思いっきり閉じられた音が、ビリビリという床を伝う振しん動どうと一緒にやってきた。

　錦織と六道は顔を見合わせる。

「まずいな」

「うん、まずい」

「いや六道はそれほどでもないが、オレはここで輝夜にキレられたら本当にマズイんだ。生せい徒と生命を絶たれる」

「それがもしかして、アップロード、アップロード、と関係する？」

「ああ」

　錦にしき織おりは親おや指ゆびの爪つめを噛かんで、秘ひ密みつ基き地ちの中を行ったりきたりする。

「よし。そろそろ参さん謀ぼうらしいことをやって、魔ま王おうを喜よろこばせるか。明日は部活だから……明後日だな。明後日の活動までに、オレは輝夜かぐやが王になるための作戦を十ほど用意する」

「できんの？　そんなに？」

「一応、魔王が喜びそうなネタを書きためてはいたんだ。パソコンを使えばなんとかなると思う。後、六りく道どうも明後日までに異い能のう力りよくを磨みがくんだ」

「えっ、六道も？　でも明後日までになんて無理だよ。三十年でも厳しいのに」

「ネットで、練習しなくてもできる手品を見つけるんだ。できるだけ派は手でで異能力っぽいのがいい」

「そんな夏休みの宿題を最終日にネットで済ます感じでいいの!?」

「大丈夫。魔王が失望したのはオレたちのやる気だろ。それさえ見せればとりあえず納得するはずだ」

「そうかなあ。輝夜さんが怒った本当の理由はそんなことよりも……」

「いいからいいから。大丈夫、これさえすれば魔王は機き嫌げんを直すさ」

　パタパタと手を振る錦織に六道は押し黙る。

「分かった、じゃあ、勉強の息抜きする時にでも探してみる」

「頼む」

　六道は頷うなずきながら錦織になにかいいたげな顔をしていたが、結局、なにもいわなかった。



　　　☆



　翌日の剣けん道どう部ぶは試験が近いこともあって、普段よりも大おお幅はばに早く終わった。

「さっさと帰ってから印いん刷さつするか」

　小体育館から教室に戻りながら、錦織は一人ごちる。

　明日、輝夜に献けんじる新王国建けん設せつの作戦。全部で10パターン。それを錦織は昨晩のうちに一応、全すべてＰＣに打ちこんでいた。後は組みなおして印刷するだけ。

「まだ機嫌、直ってなさそうだったしな」

　授業中に何度かチラ見したが、不ふ機き嫌げんオーラがマックスだった。後ろの席の女子が体調不良で早引きしたほどだ。

　一年Ａ組の教室には数人の生せい徒とがいたが、錦織が入ると急に話すのをやめた。

（なんか嫌な感じだな）

　いつもなら調ちよう査さをいれるところ。しかし今日は時間がない。錦織は自席で鞄かばんを持つと、さっさと帰ろうとした。

「おーい、錦にしき織おり。ちょっと」

　残っていた男女のうちの一人に呼び止められる。遠えん藤どうだ。

「どうかした？（なんだよ、こっちは忙しいんだけど）」

　錦織は口くち元もとに笑えみを浮かべながらグループの方へいく。

「あのさ。こんなこと、クラス委員のお前に訊きくのはアレなんだけどな」

　遠藤は錦織の肩かたに手をかけた。

「なに？（なんだよ、この手。ウザッ）」

「オレなんかは絶対にないと思ってるんだが、もしかしたらといってるヤツもいるから、確認するんだけどな」

「だからなに？」

「錦織、お前、魔ま王おうとつきあっているのか？」

「……………………………………………………………………………………………………………………ハッ？」

　錦織は一いつ瞬しゆん、意識を失っていた。

　なんとか復ふつ活かつは果たしたが、心臓はものすごい勢いでバクついていた。

（悟られたらいけない。ポーカーフェイス、ポーカーフェイス）

「ええっと、なんで、そんな話が？　どこから？」

　錦織は眉まゆ根ねを少し寄せただけで、ほとんど表情を変えずにいった。

「なんか前に駅前のアーケード街を錦織と輝夜かぐやらしき男女が歩いているのを見たって、西高に友とも達だちがいるヤツがいっててさ」

（なるほど。『○○六号作戦』の時か）

　だが、直接二人を知っている人間に見られたわけでなければ言い訳のしようもある。

「どうだ？　輝夜と一緒に歩いたこと、あるか？」

「ないな。別人だ」

　錦織はサラリといった。

「一緒に歩いたことはないと？」

「ありえない」

　完かん璧ぺきな証しよう拠こがないなら知らぬ存ぜぬで押し通せる、と錦織は踏んだ。

「そもそも、不ふ思し議ぎだな。オレと輝夜に接せつ点てんなんてまったくないし、どうしてそんな噂うわさが立つのか」

「接点はあるよね？」

　と、他ほかの女子が控ひかえめに口を開く。

「んだ。錦織と魔王は一度、クラス委員の選せん挙きよを戦ったことがある」

「そうかもしれんが、それなら敵てき同どう士しだろ？」

「敵てき意いが愛情に変わることはままある」

「へえ」

　錦にしき織おりは胸むねの中で笑う。

　睨にらんだ通り、遠えん藤どうたちは根こん拠きよらしい根拠を持たず、好奇心だけで錦織と輝夜かぐやのことを疑っている。ゴシップ誌の記事よりも信しん頼らい性せいに乏とぼしい。

「それに、錦織くんって女子に人気あるのに、全然、それらしい噂うわさを聞かないし。誰だれかとこっそりつきあってるんじゃないかって噂はあったのよ」

「六りく道どうさんとか米よね倉くらさんとか。でもあの二人なら、隠かくす理由ないし、ねー」

　そんなことをいう女子たちを、錦織は内心冷ややかな目で見ていた。

「なるほどね。それで輝夜とつきあってる、ということになったわけか」

　困ったな、と笑って見せる。

「別にそれらしい噂がないのは、実じつ際さい、誰ともつきあってないからだよ。高校在学中は特定の女子とつきあうつもりはないからね」

「どうして？　なにか宗教上の事情？」

「別に理由があるわけじゃないけどね」

「男の方がいいからだよな」

「ハハハ」

　爽さわやかに笑いながら、錦織は遠藤には二度とノートを貸さないと誓う。

「とにかく、ボクがあの輝夜とつきあうなんてことは絶対にないよ」

　肩かたをすくめる。

「そりゃルックスはいいけど、性せい格かくがアレすぎるだろ。新世界の王だなんてイタすぎる。普ふ通つうの思し考こう回かい路ろの持ち主じゃ、あんなことは絶対に考えないよ」

「まあ、たしかに。あの性格じゃあな」

「そうだよねえ」

　遠藤たちもウンウンと頷うなずく。

　みんな輝夜の噂をするのは好きなのだ。疑ぎ惑わくを晴らしたい気持ちもあって、錦織もちょっと調子こいてきた。

「本音をいうと、初めて見た時はオレも胸にキュンときた」

　大おお袈げ裟さに胸を押さえてみせる。

「長くて艶つややかな黒くろ髪かみ。形のいい鼻はな。長い睫毛まつげに縁取られた気の強そうな瞳ひとみ……。この世に舞まい降りた女め神がみか天使かと思った」

「いうねえ」

「ところがだ……」

　錦織はアチャーと顔を押さえる。

　女の子たちがクスクスと笑う。錦にしき織おりがこれほど饒じよう舌ぜつなのは珍しい。

「自己紹介が始まるといきなり、フリップボードだ。そして、喋しやべり出したかと思うと、アレだ。『諸君！　大衆はコブタだ！』」

　錦織は声こわ音ねを使う。またうけた。

「あの自己紹介でオレの胸むねキュンは一いつ気きに冷めてしまった」

「じゃあ、もし、輝夜かぐやさんがもっと普ふ通つうの人だったら？」

「たぶん、今頃オレはクラス委員ではなく女め神がみ様の恋の奴ど隷れいだな」

　さらにうけた。

「でも現実は厳しい。輝夜は女神ではなく魔ま王おう。おまけにイタタな性せい格かく。あれではどんなにつらがよくても嫁よめの貰い手はないだろう。オレだってさすがにゴメンだな。でも、もし。こんなことは絶対にないと思うが、もし輝夜が――」

　そこまでいって止めた。

　遠えん藤どうや女の子たちの顔が青ざめたからだ。

　蛍けい光こう灯とうがパチパチと、数回点滅した。

　そして背後に感じる人の気配。

「………………………………」

　錦織はカクカクと江戸時代のカラクリ人形のような動きで振り返る。

　ムオ―――ン。

　鬼じゃ。鬼の子じゃあ。

　覚かく悟ごはしていたことだが、立っていたのは輝夜だった。

　眉まゆが跳ね上がっているわけでも、目が吊つり上がっているわけでも、唇くちびるがとがっているわけでもない。いつもの普通に無ぶ愛あい想そうな表情だったが、錦織には昨日きのうの秘ひ密みつ基き地ちの時よりも怖こわく感じられた。

「もし…………なんだ？」

　輝夜がいった。

「は、はい？」

「もし私がどうだったら、なんだというんだ？」

「あ――、ええっと、もしもうちょっと、『世界の王』とかいわなくなって、普通の女の子っぽくなったらつきあいたいなぁ、なんてお茶ちや目めなことをいおうとしていました。はいっ」

「そうか。私はゴメンだがな」

　そっけなくいうと、錦織の横を通り過ぎて自席に戻った。忘れていたのか、机の中からハードカバーを出す。それから、教室の出口へ向かってスタスタと歩き出す。

（ちょっ）

　再び横を通り過ぎようとした時、

　錦にしき織おりは輝夜かぐやに腕うでを伸ばした。

　手を掴つかもうとした。

　しかし、実じつ際さいに掴んだのは虚こ空くう。

　クラスメイトの前だから、という躊ちゆう躇ちよが錦織の手をスカらせた。

　出ていこうとする輝夜に目を向ける。

　ものいいたげな薄うす桃もも色いろのセーラー服の背せ中なかが錦織の瞳ひとみに飛びこむ。

「うん、よく分かった。詰まらないことを訊きいて悪かったな」

　輝夜が廊ろう下かに消えると、遠えん藤どうたちは蜘く蛛もの子を散らすように帰っていく。

　教室には錦織一人が残された。





「今日はくる気、なかったんだが……」

　生物資料室の扉とびらの前で、錦織は耳みみの後ろを掻かきながら立っていた。

　恐らく輝夜は秘ひ密みつ基き地ちにいる。

　席に鞄かばんがなかったから、ハードカバーを持ってここにきたに違ちがいなかった。

（でも、行ってどうすんだ？）

　それほど侮辱的なことも心にもないこともいったつもりはない。

　だが、輝夜が怒ったのは間ま違ちがいない。それも昨日きのうの今日だ。

　錦織は息を吸いこむと扉を開けた。

「ごめんください」

　中はいつも通り薄暗く、いつもと同じように奥に人の気配がした。

　秘密基地の扉の前。

　中から音が聞こえた。

　なんだか鼻はなをすするような音だ。

　ノブに手をかける。

「開けるな」

　輝夜の声がした。鼻声の。

「なんで？」

「今、着替え中だ」

「制服からなにに着替えんだよ。ってか、閣かつ下か、見られるの、平気だったろう？」

「五月蝿うるさいな。いいから、入ってはならぬ。ならぬぞ、って、お前！」

　開けていた。

　着替え中ならそれはそれでもいいかな、と思ってもいたが、それよりも確認したいことがあったのだ。

　錦にしき織おりは輝夜かぐやの顔を見る。

　魔ま王おうも背そむけたりはしなかった。

　首から耳みみの先まで真っ赤。

　しわしわの目め尻じり。

　睫毛まつげはグショグショに濡ぬれていた。

「閣かつ下か、泣いていたのか？」

「いや、これはだな……」

　違ちがう理由で火ほ照てった顔の赤みが増した。

　なにか理由を考えているようだったが、すぐに諦あきらめたように首を振った。

「そうだな。私は泣いていた」

　あっさり認めると、ポケットティッシュで鼻はなを拭いた。それからどういう反応をすべきか、少し困っているような顔で錦織を見た。

　錦織も面食らっていた。

「ああ、ええっと……」

　泣いていたかどうか確認するまではよかったが、その後、輝夜にかける言葉を錦織は持ち合わせていない。

　ただ、真っ赤な顔のまま錦織を見る輝夜が、急に健けな気げに思えてきた。教室で調子こいていた時の自分を思い出し、ムクムクと自じ責せきの念が湧いてくる。

「なんつーか、あれだ」

　いきなり頭を下げた。

「すまんかった」

　とりあえず頭を下げておけという感じで錦織的には嫌だったが、とにかく謝りたい気持ちが先走った。

「なんについて謝罪している？」

　困った表情のまま輝夜はいった。まだ鼻声だった。

「ええっと……。教室でお前のことを、その、あれこれいってたことだ」

「……」

「すまん。調子こいてた。いや、別にあんなこといっていたけど、言葉通りあのままそう思っていたわけではなくてだな……」

「……」

「そうだ。その前に遠えん藤どうたちに変なこといわれたから、それを否ひ定ていする意味もあって……って、閣下、聞いてる？」

「うむ。聞いている」

　輝夜かぐやの顔の火ほ照てりが急激にひいていく。

「私の方こそすまない。基き地ちで泣くとは、覇者を目指す者としてあるまじき行為だったな。泣き顔などとっくに捨てたつもりだったが、まだまだ私も未熟ということか」

　いいながらブラウスの袖そでで睫毛まつげの涙を拭きとった。

　錦にしき織おりは小さく息を吸いこんでから、もう一度、輝夜を見つめる。

「どうして泣いたのかって、オレが聞くのはありか？」

「別になしではない」

　輝夜はまた鼻はなをすする。

「とはいえ、私も理由はよく分からない。ハラグロの中ちゆう傷しようを聞いて秘ひ密みつ基き地ちに帰った時は、腸はらわたが煮えくり返るぐらい怒っていて、家に帰ったら即刻、お前の秘密手帳を学校裏サイトにアップしようと考えていたところだ」

「本当によかった。思いとどまってくれて」

「ところが急に感かん極きわまって、あんなことになった。一度出始めるとあれだな。あとからあとから出てくるものだな」

　まだ少し照れているのか、人ごとのようにいう。

「ハラグロ、ちょっとこい」

「おう」



    

  
    
      



    

  
    
      「泣いた跡、残ってないだろうな？　祖そ母ぼに見られたら心配される」

　錦にしき織おりは輝夜かぐやの顔を近くで凝ぎよう視しした。

　泣いていた痕跡はほとんどなくなっていた。

　朱色の消えた白い頬ほお。涙で洗い流されたためか、ほんの少し充血した瞳ひとみが宝石のように綺き麗れいに見えた。

「ちょっとだけ分かるが、時間が経たてば消えるだろ」

　ずっと見ていると変な気持ちになりそうなので、錦織は顔を逸そらした。

　輝夜は「そうか」と頷うなずく。

「そういえば、明日の活動な」

「なんだ？　まさか出ないというわけではあるまいな？」

　すっかりいつもの調子で輝夜は眉まゆ根ねを寄せる。

「作戦、持って行くぜ」

「なに、本当か？」

　輝夜の表情が刹せつ那なのうちに晴れ渡った。

「あと間まに合えば、六りく道どうも異い能のう力りよくの開発の成果を見せられるかもと、いっていたぜ」

「すばらしい。では、明日を楽しみに待つとしよう」

　早咲きのヒマワリのような笑え顔がおを浮かべて、輝夜は体を小さく震わせた。



    

  
    
      


７　輝夜の出奔





「なんで雨って降るのかねえ」

　廊ろう下かを歩きながら、六道が水すい滴てきのついた窓に目をやった。

「水蒸気として上昇していった水みず分ぶん子しが上空五千五百メートルで冷やされて氷こおりの結晶になり、自じ重じゆうで落下するからだ」

「いや、六道はそういう科学的なことをいってるわけじゃなくて、もっと精神的な話をしているの」

「精神的というと？」

「傘かさをささないといけないから雨はイヤ」

「大した精神だな」

　適てき当とうに答えながら、錦織も窓の外を見る。

　昨晩から降り始めた、シトシトという表現が似合う小こ雨さめ。空はどこまでも鉛なまり色いろの雲に覆おおわれていてやむ気配はない。

（たしかに雨はイヤだな……）

　錦にしき織おりは頭に前日の輝夜かぐやの顔を浮かべ、我ながら安あん易いな連想だなと思う。

「確認するのが不安で聞かなかったんだが、異い能のう力りよくの方はどうなんだ？　なんか見せられそうか？」

「うん。見てて」

　六りく道どうが立ち止まると、影かげ絵えでもするように手をくんだ。

「ちょっと待った！」

「プレイ中の掛け声などはご遠えん慮りよさせていただいております」

「まさかそれで指が取れました、などとやるわけじゃないだろうな？」

「えっ!?　どうして分かったの。種たねもしかけもないのに！」

「いや、もっと種をしこめよ。簡単な手品でいいとはいったが、それのどこが異能力？　もうちょっとイリュージョンっぽいのはなかったのかよ。自由の女め神がみを消してしまうとか、ああいうのだよ」

「お客さん。冗じよう談だんはよしてくださいよ。学校に自由の女神はありませんぜ？」

「今のはもののたとえだよ。別に自由の女神である必要はない」

「だから、六道の指を」

「もう、いい。お前に期待したオレが馬ば鹿かだった」

　錦織は疲れ目を癒すように目頭の辺りを揉む。六道が「アハッ」と笑いながら、その背せ中なかを叩たたく。

「今のは冗談。本番はもっとすごいイリュージョン用意してるから、安心して」

「本当に？」

「ホント、ホント。デビッド・カッ○ーフィールドも目じゃないよ？」

「にわかには信じられん」

　錦織は胡う散さん臭くさそうな目をした。

「錦織くんはどうなの？　作戦の方は？」

「ぬかりない」

　異能力の存在を前ぜん提ていにした作戦を、六道が異能力者だった場合、期待したほどでなかった場合の両方で立てた。輝夜が採用するかどうかは分からないが、それなりの努力の跡は認めるだろう。

「鍵かぎ、かかってるね。閣かつ下か、まだきてないのかな？」

　生物資料室のドアノブをひねりながら六道。

　錦織の合あい鍵かぎで中に入る。

「無理とは思うけど、秘ひ密みつ基き地ちの立地条件をよくして欲しいよね。とりあえずこのかび臭いのはちょっと勘かん弁べん」

「魔ま王おう閣かつ下かは、秘ひ密みつ基き地ちを一年Ａ組の教室へ移動させることを公約なさっておられる。希望を捨てるでない」

　錦にしき織おりが秘密基地の電灯のスイッチをつける。

　パチパチッ、パチパチッ、プスッ。

　傘かさからむき出しになった裸電球が何度か点滅して消えた。

「いよいよ安やす普ぶ請しんだな」

「替えってあるの？」

「電灯の替えについては、生せい徒と手帳『学生の生活』の第四章・学校の備品に関する項目・第十二項に書いてある」

「生徒手帳と結婚しちゃえー」

「電灯は給きゆう湯とう室しつで用よう務む員いんが管理しているが、使用する場合は使用する責任者の氏名、使用場所、使用目的を記した用紙に担たん任にん教師のサインを貰った物を提出しなければいけない」

「責任者は輝夜かぐやさんとして、場所は秘密基地、目的は王国建けん設せつ？」

「問題外だ。資料室の使える電灯を一つこっちに移動できないかな？」

「さすがクラス委員。グッドアイディア」

　二人は資料室側の明かりを切ると、比較的明るい窓近くの電灯の下にパイプ椅い子すを置く。

「全然届かないな。かすりもしない」

　椅子の上に立った錦織が手を伸ばしたが、指先が電球に触れることができない。

「脚きや立たつって、ない？」

「脚立については、備品に関する項目・第十五項に利用方法が書いてある。それによると――」

「うんうん。今、すぐ使用するのは難しいってことでしょ？」

「端たん的てきにいうとそういうことだな。仕方がない。お前が椅子の上で馬になれ。その上にオレが乗る」

「えっ、なんで六りく道どうが馬？　今さらオレ様宣言？」

「ってか、お前の身長じゃオレが馬になっても手が届かないだろ？」

「なるほど。そういう説もあるか」

　六道が丸まった猫のように椅子の上で馬になった。靴を脱いだ錦織が上がろうとする。

「わっ、軽い。錦織くん、体重軽いね。骨密度が低いんじゃないの？」

「人を骨こつ粗そ鬆しよう症しようのようにいうな。単に軽いんだよ」

　錦織は先ほどと同じように手を伸ばす。

「指先は当たってるんだが、惜しいな。もう少し、馬を高くできないか？」

「六道、そんなリフト調整機能はついてません」

「人型ロボットの利点はその汎はん用よう性せいだけだぞ」

「六りく道どう、人型ロボットじゃありません。でもちょっとやってみる」

　六道は指を立てて毛を逆立てた猫みたいな格かつ好こうになった。

「どうかな？」

「うむ。これなら替えられるぞ。よくやった。感動した」

「じゃあ、早めでお願い。この格好ものすごく疲れます。一秒につき、ライフ一つ使うよ」

「分かった。可か及きゆう的てき速すみやかに行う」

　錦にしき織おりは電球を回しにかかった。古いせいか金具部分が錆さびているため、異様に回し難にくい。

「錦織くん……」

　六道の声が急に弱よわ々よわしくなった。

「今度はどうした？」

「六道、ピンチです。乙おと女めのピンチ」

「レトリックはいいから結論を」

「私の目線の先に、あれが」

「あれ？」

「スパイダー！！！」

「スパイ？　間かん諜ちようのことか？」

「ゴメン、六道、ちょっと背せ伸のびして不ふ慣なれな英語を使いました。蜘く蛛もが。パイプ椅い子すのフレームに蜘蛛が……」

「ああ、蜘蛛ね。益えき虫ちゆうだから気にすんな」

「私が気にしてるのは、そういう自然環境レベルのグローバルな視点からの話じゃなくて、蜘蛛が苦手です」

「あと一捻りでとれるから、我が慢まんしろ」

「我慢できない。蜘蛛、動いた。タタリガミみたいな動きでこっちに接近中！」

「ちょっと、おい、揺ゆらすなって」

「ニャ――!!」

「ちょ、おまっ！」

　悲鳴を上げた六道は背せ中なかの錦織の存在を完全に忘れているように跳ね起きる。

　錦織が超反応で落馬する前にジャンプして避けようとして、パイプ椅子から転げ落ちかけていた六道の上に落下した。

　ひっくり返るパイプ椅子と一緒に、錦織と六道も折り重なるように崩くずれ落ちる。

　ドンガラガッシャン。

　派は手でな音と鈍い音が同時に上がる。

　……。

　……。

　……。

　錦にしき織おりが目を開けると、六りく道どうに覆おおい被さる姿し勢せいで倒れていた。

　目と鼻はなの先に六道の顔。目が閉じられている。

　落下した瞬間、六道が受身の姿勢を取ったのが錦織には見えた。さすが武ぶ術じゆつの心得があるだけのことはある。頭を打ってはいないはずだが、動かすのはまずい。

「おい、六道」

　声をかけると、睫毛まつげがすぐに反応した。

　ゆっくりと瞼まぶたが開かれる。

「うわっ、ちかっ」

　六道の第一声。

　もっと他ほかに言い回しはなかったのかと錦織は思ったが、たしかに近かった。おまけに完全に二人の人間が重なり合うような格かつ好こうだ。ぷにぷにの柔らかい肌の感触に、シトラスの香り……その他もろもろの感覚が、今さらのように五感を刺激して錦織の鼓動を早めた。

　六道もそれに気がつくと、急速に顔を赤くする。

「誰だれかに見られたら誤ご解かいを与えるな」

　いいながら錦織は上半身を起こそうとした。

　それと、ほぼ同時――。



    

  
    
      



    

  
    
      　明かりが点ついた。

　錦にしき織おりは硬直する。

　資料室の照しよう明めいに、時間や明るさに応じて点灯するような最新機能（？）はついていない。

　ということは、何者かが入り口横のスイッチをオンにしたということになる。

　錦織は顔を上げて、資し料りよう棚だなに挟まれた通路の向こうを見た。

　唾つばを飲んだ。

　想像通りの人物が照明のスイッチに手をかけていた。

　輝夜かぐや真ま央お。

「お前たち――」

　離れていても分かるくらい輝夜の体は小こ刻きざみに震えていた。

　ゆっくりと、板いた張ばりの床を踏みしめながら錦織たちの方へくる。

　錦織は慌あわてて上体を起こすと、顔の色が真っ赤から「青せい方ほう偏へん移い」した六りく道どうの腕うでをひっぱって、起き上がらせた。

「やあ、閣かつ下か」

　錦織は口くち端はをひきつらせた表情で、傍そばまできた輝夜を見上げた。

「お前たち――。神聖なる基き地ちでなにをやっている」

　静しずかだが声も震えていた。紅潮した顔は意外にも穏おだやかだったが、むしろその方が単純に怒った顔より断だん然ぜん怖こわかった。

　輝夜が床にペタンと座った錦織と六道を交互に見た。

「ウブで暗くてどうしようもないムッツリだと思っていたが……私の目を盗んでこんなことをしていたとは」

「そんな風に思われていたのかよ！　じゃなくて誤ご解かいだ。閣下は誤解している。オレたちは決してやましいことはしていない。そうだよな、六道？」

「いえす。閣下、誤解だよ。傍はた目めには『錦織くんが六道を押し倒した』ように見えたかもしれないけどそんなことないから。錦織くんにそんな勇気、欠片かけらもないし」

「お前もそんな風に見てたのかよ！」

「問もん答どう無む用よう」

　輝夜は震える指で錦織を指差した。

「この破は廉れん恥ちカンカンがっ！」

「何語だよっ！！！」

「お前たちなど…………。お前たちなど、クビだ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――!!」

　突然、大声で怒ど鳴なった。

　周囲の棚がグラリと揺ゆれた。クビだ、の部分が部屋の中でエコーになった。

　押し殺していたエネルギーが一いつ気きに溢あふれ出したようだ。

　その時。



　ピカッ、バリバリバリバリ。



　雷鳴が轟とどろいた。

　比ひ喩ゆではなく、窓の外を本当に、強烈な閃せん光こうと空気を切り裂く音が走りぬけた。

　同時にバケツをひっくり返したような大雨が降り出す。激しい雨あま音おとが紫し苑おん高こう校こうのコンクリート製校こう舎しやを包みこんだ。

「おいおいっ」

　錦にしき織おりは立ちあがって窓に近づく。

　ガラスを雨というより滝のようなウオータースクリーンが覆おおっていた。さらに、その向こうで雷光らしき光が立て続けに煌きらめく。先程までシトシト雨だったのが、ウソのようだ。

「ゲリラ豪ごう雨うってレベルじゃないぞっ！」

　グラグラッ！

　小さな震動が校舎を襲う。落らく雷らいの衝撃で揺ゆれているのだ。

　錦織は思わず床に手をついた。

　電灯が点滅し始めた。

　そして消える。

「わっ！」

　真まっ暗くら闇やみの中で六りく道どうが小さな悲鳴を上げた。

「なに？　どうなってるの？」

「落雷でブレイカーでも落ちたんだろ」

　錦織は携けい帯たい電話の灯りで周囲を照らす。

「おい、閣かつ下かがいないんだが」

「えっ？」

　寸すん刻こく前まで二人のすぐ傍そばにいた輝夜かぐやの姿が消えていた。

　六道も携帯電話の灯りをつけて、秘ひ密みつ基き地ちに行く。

「こっちにもいないよ」

「どこにいったんだ？」

　電灯の光が復ふつ活かつする。

　明るくなった生物資料室中で二人は輝夜を探す。

「やっぱいない」

「一体、いつの間まに」

　雷らい雨うが始まってから輝夜かぐやがいないことに気がつくまで、それほど長い時間はなかった。その間にどうやって資料室から出ていったのか。

「なんか外、すごいことになってるし」

　雷雨はますます勢いを強めていた。大きすぎる雨あま音おとのため、大きな声で話さないと会話ができないぐらいだ。

　滝のような雨のカーテンの向こうで強烈なフラッシュが断続的にたかれ、その度に落らく雷らいの音が鳴り響ひびいている。

　雷が落ちているのは校こう舎しやのすぐ傍そばだ。

「豪ごう雨う、雷、停電……。なんだかこの世の終わりみたいだね」

　不安そうな声を出す六りく道どう。その横で錦にしき織おりは『エア手帳』をペラペラとめくっていた。

（緊急時の学校脱出マニュアルは……と）

　入学と同時に校舎を隅々まで調ちよう査さして、自分だけの避ひ難なん経けい路ろを確保している。本当に大災害があった時は教師の誘導など頼りにならない。自分の身は自分で守るのが鉄則だ。

（豪雨時は裏庭方向への避難は危険。非常用階段から出て、雷が収まるのと同時に林を抜けて国道に出るのが吉だな。その時の注意事項としては……）

　個人的な脱出プランを高こう速そくで作りあげていく。

「……」

「ハッ」

　六道の不ふ審しんげな視し線せんに気がつく。

「なんか手がものすごく卑ひ猥わいな動きをしているんだけど」

「え？」

『エア手帳』を思いきり六道に見られていた。すぐにひっこめる。

「あああ、これね。時々考えごとをすると、手が貧乏ゆすりしちゃうんだよ」

「錦織くんがなにを考えたかは分かってるつもり……だよ」

　六道はなんでも分かってますよ的な優しい表情になって頷うなずいた。

「『さっき、椅い子すから落ちた時のドサクサに紛れて胸むねタッチして分かったが、六道のヤツ、意外と胸があるんだな』……とか考えてたんだよね」

「いやタッチしていないし、意外もなにも胸なんてどこにもないよ？」

「酷ひどい、セクハラだ！　青少年倫りん理り委い員いん会かいに訴えてやる！」

「露ろ骨こつな誘導尋問だっ！」

　錦織が叫んだ瞬間、再び近くで落雷があり、校舎が大きく揺ゆれた。資し料りよう棚だながグラついて、積み重ねられた資料がバサバサと落ちてくる。

「どうなってるの!?」

「普ふ通つうに天てん変ぺん地ち異いだろ。とにかく今ので分かったが、この部屋は避難場所としては適てき切せつでない。オレは資し料りよう棚だなを墓ぼ標ひようにしたくないからな」

「じゃあ教室に戻ろうよ。閣かつ下かも戻っているかもしれないし」

「そうだな」

　揺ゆれが収まったタイミングを見計らって、資料室から廊ろう下かに出た。

　学校中がざわめいていた。

　廊下を走り行く三年生の生せい徒と。窓の外で雷鳴が轟とどろくたびに女子の悲鳴が聞こえる。

「落らく雷らいが続く可能性があります。生徒は教室で待たい機きしているように！」

　階段の方から男性教師の大声が聞こえる。

　期末試験前だから限られているが、それでも相当の数の生徒が学校に残っているようだ。

「見て！　前庭が！」

　廊下の窓から見下ろした六りく道どうが叫ぶ。

　アスファルトの地面が泥水で隠かくれていた。滝のような雨で排水のキャパを遥はるかに超えてしまったらしい。巨大な水溜りになっていた。

「あれじゃあ、すぐに一階は床上浸水だ」

　窓の外ではさらに風が吹き始めていた。突風で窓ガラスが激しく揺れる。

　強烈に強い台風に直撃された時の、さらに何倍も強い雨風に校こう舎しや全体が晒さらされている。

「昨日きのうの天気予報じゃ、こんな季節はずれの台風のことなんていってなかったぞ！」

　階段を駆け足で下りながら錦にしき織おりは叫ぶ。ゲリラ豪ごう雨うに落雷。異常すぎだ。

　一年Ａ組には十人くらいの男女が残っていた。その中には青い顔の米よね倉くらの姿もある。

「錦織くん！」

「クラス委員も残っていたんだ！」

　不安そうな表情で錦織の周りに集まってくる。全員、錦織のリーダーシップを期待しているようだ。

「落ち着いて。先生たちの指示は教室での待機。いつ揺れがきても大丈夫なように、各自、自分の席にいた方がいい」

　錦織の言葉に、全員頷うなずきあって自席に戻っていく。

「誰だれか魔ま王おうを見た人いないか？」

「いや、教室にはきていないけど」

　錦織は眉まゆ根ねを寄せた。

　学校内に残っているのは間ま違ちがいない。秘ひ密みつ基き地ちにも教室にもいないとしたら、どこに行ったのか。

　錦織は窓際まで移動して外に目をやる。

　滝のような雨は収まりそうもない。風も強いまま。雷のフラッシュと雷鳴が校舎のすぐ近くで断続的に起きている。眼下の前庭はちょっとした湖のようになっていた。緑のかっぱを着た教師たちが入り口に土ど嚢のうを積み重ねようとしているのが見える。

　錦にしき織おりも自席に戻った時。

　ギ――、ギ――。

「？」

　雨あま音おとと雷鳴の他ほかに、なにか違ちがう音が聞こえたような気がした。

「六りく道どう。今、なにか音が聞こえなかった？」

「音？　雷じゃなくて？」

「それ以外の。なんか低てい周しゆう波はの、お腹なかにくるような」

　六道は首を振る。

（気のせいか……）

　たしかになにか嫌な音が聞こえた気がしたが。

　と――。

　教室の間近で強烈なストロボのような雷光が煌きらめき、シュパパパ―――ンッと轟ごう音おんが鳴り響ひびいた。

「お、おいっ」

　近くの高木に雷が落ちたらしい。

「おい、燃えてるぞ」

「すげえ」

　男子生せい徒とが数人、窓に近づいていく。大雨の中だというのに落らく雷らいのあった木が炎ほのおに包まれていた。

　その木がミシミシと軋きしむ音を上げた。

「お、おいっ」

　男子が悲鳴と一緒に窓から離れた。ウオータースクリーンの向こうから、真っ黒に焦げた大きな木の幹みきが教室に向かって倒れてきたのだ。

　ガッシャ――ン。

　幹がガラスを突き破って教室の中に飛びこむ。

　飛び散るガラスの破片。焦げ臭い煙けむりが教室に充満する。

「大丈夫か!?」

　錦織は立ち上がって教室を見渡す。

　幸い幹の直撃を受けた者はいなさそうだ。

　ホッと息を吐き出した錦織の視界に、オレンジ色の炎が入った。

　窓を突き破った時、からまったカーテンに幹の燻くすぶりが燃え移っていた。

「きゃあっ！」

　女の子の悲鳴が上がる。米よね倉くらだ。火のついたカーテンのすぐ傍そばの席。

　割れた窓ガラスから吹きこんだ風がカーテンを煽あおり、炎ほのおが大きくなる。

　錦にしき織おりは立ち上がると米よね倉くらの所に走った。人気取りとかは関係なく、勝かつ手てに体が動いていた。

「米倉！」

　燃え盛るカーテンの横で固まっていた米倉の腕うでを掴つかんでひっ張り起こし、背せ中なかに負おって教室の廊ろう下か側に避ひ難なんさせた。

「ありがとう、錦織くん……」

　顔を赤らめた米倉が、消えそうな声でいう。

　男子の一人が廊下から消火器を持ってきて、炎のついたカーテンに消火液を噴ふん射しやした。

　カーテンを全焼させて弱まっていた炎はすぐに消える。

「おお―――」

　歓かん声せいが教室を包みこんだが、再び近くで起きた落らく雷らいと揺ゆれがそれをかき消した。

「豪ごう雨う、雷、火事……」

　錦織は呆ぼう然ぜんとしながら教室を見渡す。

　なんという不運。確率的にこんなことが本当にあってよいのか。

　その時――。

　ギ――、ギ――。

　また遠くで低てい周しゆう波はの音が聞こえたような気がした。

（今のは絶対に聞こえたぞ。なんなんだ）

「錦織くん」

　隣となりの六りく道どうの声で錦織は我に帰った。

　六道だけでなく、一年Ａ組の生せい徒とたちが心細そうな表情で錦織を見ている。クラス委員の次の指示を待っているのだ。

　錦織はすぐさま考えを巡らせる。

「窓ガラスが割れて雨風も凌しのげなくなった以上、この教室にいるのは危険だ。三階の職員室へ避難した方がいいだろう。米倉さん」

　米倉の方を向く。

「は、はい」

「移動は副委員長の君が先せん導どうして行って」

「分かりました。でも、錦織さんはどうするんですか？」

「オレはさっきから聞こえる音がなんなのか、やっぱり気になるのでちょっと調べてみる。あと輝夜かぐや真ま央おも探す。みんなも先生たちに聞かれたら音と輝夜の話をしておいて欲しい」

「了解」

「分かった」

　全員、コクリと頷うなずく。

「じゃあ、私たちは職員室に避ひ難なんしましょう」

　錦にしき織おり以外の一年Ａ組のメンバーが米よね倉くらについて教室から出て行く。

　一人残された錦織は輝夜かぐやの机に近づいた。

　机の横に輝夜の鞄かばんが残されていた。

（やっぱ、閣かつ下か、いるよな）

　一体、どこに消えてしまったのか……。

　突然、肩かたをトントンと叩たたかれる。

　驚いて振り返る。立っていたのは六りく道どうだった。

「六道もつきあうよ」

「別にそれはかまわないが、ちょっと調べて探したらすぐにオレも職員室に行くことになると思うぞ」

「うん。それでいいから」

「ケガとかしても……」

　オレは責任とれないからな、といおうとした時、

　ギ――、ギ――と、再びあの低てい周しゆう波はの音が、割れた窓から流れこんできた。

「ほら。聞こえただろ？」

「う、うん。なんか聞こえたような気がする」

「なんだか前庭の方から聞こえた気がしなかったか？」

「うん。六道も下からのような気がする」

「行ってみようぜ」

　頷きあうと教室を飛び出した。

「浸水の恐れがあるので、一階には行かないように―――！」

　廊ろう下かを階段へ向かっていると、遠くから拡かく声せい器きで叫ぶ教師の声が聞こえた。

「と、いってるけど」

「聞こえなかったことにしよう」

「あ、優ゆう等とう生せいがいけないんだあ」

　そういいつつ、六道も錦織と一緒に階段を駆け下りる。

「うわっ」

　既すでに一階の廊下は水みず浸びたしだった。生せい徒とや教師たちの姿はない。

　下駄箱のある出入り口近くに緊急用の土ど嚢のうが積み重ねられている。土嚢の向こうには前庭から流れこんできた水が大量に溜まっているようだった。

「下りたはいいけど、これじゃあ外に出られそうにないね」

「ちょっと待て」

　錦にしき織おりは唇くちびるに指を当てて、聞き耳みみをたてた。

　ギ――、ギ――。

　先ほどよりはっきりと聞こえた。

　音のする方向は……。

　錦織は前庭に面した窓に張りついた。窓のすぐ向こうにはレンガ色の壁。

「あれだっ！」

　錦織が叫ぶ。

“〝鐘かねつき堂”〟の下部の壁に亀き裂れつが入っている。恐らく落らく雷らいによる震動と地盤の緩みが原因だ。

「音がしているのあれだぜ？」

「まさか倒れるなんてことは……」

　六りく道どうが震える声を出す。

「いや、もう二、三回大きい震動がきて亀裂が大きくなったら分からないぜ。先生たちにいって前庭側の教室にいる生せい徒とたちに避ひ難なんするよう指示してもらわないと」

　いってる傍そばから、突き上げるような揺ゆれが錦織を襲う。

　同時に、下駄箱の方からなにか崩くずれるような音が聞こえた。

「錦織くん！」

　六道の悲鳴。

　下駄箱の脇に積み重ねられた土ど嚢のうの一つが崩れ、そこから水が噴ふん出しゆつしていた。

　さらに、その横の土嚢が一つまた一つと崩れる。

　土嚢の壁が決けつ壊かいしようとしていた。

「逃げろ、六道!!」

　叫びながら錦織は階段へ走る。

　しかし六道は逆に、崩壊する土嚢に向かっていった。

「六道!?」

　錦織は急ブレーキをかけて振りかえった。

　同時に土嚢の壁が――、

　崩壊した。

　土嚢の壁の向こう側に溜まっていた雨水が、高波となって六道を飲みこもうとする。

　目を見開く錦織。

　声にならない絶ぜつ叫きよう。

　六道が高々と右手を突き上げた。

「錦織くん、見ていて！　これが六道イリュージョン！」

「六道イリュージョン!?」

　六りく道どうの拳こぶしから閃せん光こうが迸ほとばしった。七なな色いろに煌きらめく、ど派は手でな光。

　その光が六道の眼前に迫っていた波の表面を掠かすめた。

　同時にこげ茶色に濁にごった水がキラキラと透明に透き通り――。

　ザッパ――ン。

　そのまま六道を飲みこんだ。

「六道!?」

　仁王立ちのまま波をモロにかぶる六道。

　波はそのまま床に叩たたきつけられ、膝ぐらいの深さの清流となって廊ろう下かを流れていく。

「……」

　川の中に足をいれたまま錦にしき織おりはポカンと口を開けていた。

　一体なにが起きたのか。六道の手が光って、泥水が綺き麗れいになって、六道をビッグウェーブが襲って……。

　濡ぬれネズミになった六道が振り返る。前まえ髪がみからポタポタと水すい滴てきを垂たらしながら、覚かく悟ごをきめたような、どこか寂しげな顔で錦織を見つめた。

「錦織くん。今まで黙っていてゴメン。これが私の本当の姿……」

「いやいや」

　錦織はパタパタと手を振る。

「そういうシリアスな展開じゃゼンゼンなかった。てか、全く、状況が分かっていないんだが……。あの、手が光ったのはなんなんだ？」

「六道の最終奥義・浄化光ハンド！」

「ダサッ！　最終奥義ならもっとネーミングに気を使おうよ！」

「六道家に代々伝わる特とく殊しゆ能力で、汚れた物を綺麗にすることができるの」

「つまりどういうことだ？」

「よーするに六道は異い能のう力りよく者なの」

「あ――、やっぱり」

　錦織は頭を抱えこんだ。

　普ふ通つうならなんでやねん、と強烈なツッコミをいれる所。だが、現実に澄んだ水が足あし元もとを流れている以上、そこまで酷ひどいボケでもない。

「いや、異能力者といっても、普通の科学的には証明できないことを幾つかできるというだけだよ」

「異能力使えるならバババと波を凍らせるぐらいしろよ。汚水を綺麗にして水かぶってちゃ意味ねえじゃん。なにがしたかったんだよ」

「凍らせることなんてできないし。それに汚れた水をかぶるよりいいよ？　クリーニング代が浮くよ」

「やり手の主婦かよ！　というか、あの時全力で逃げてりゃ、泥水でも濡ぬれるの足だけで済んでいただろうに」

「あっ、そうか」

　錦にしき織おりの足あし元もとを見ながら、六りく道どうはポンと手を打つ。

「お前ホントーの馬ば鹿かだろ。あ―――、つまり、よ―――するに、魔ま王おうの妄想は正しかったということか？」

「うん。結果的には」

「もしかして、本当に神じん社じや仏ぶつ閣かくの関係者はみんな異い能のう力りよく者か？」

「さあ。ライバルのことはよく分からないから。でも、そういう人は多いんじゃないかなあ。隠かくしてるだけで」

「まじかよ。世の中、そんなシンプルにできていていいのか？」

「いいんじゃない？　錦織くんはなんでも複ふく雑ざつに考えすぎ」

　六道は悪びれることもなく肩かたをすくめた。

「じゃあなんで今まで輝夜かぐややオレに隠してたんだ？　やっぱり、家の方針でできるだけ正しよう体たいを隠すようにいわれているとか？」

「いや、そういうのは任まかされているんだけど……、できれば、錦織くんの前では普ふ通つうの女子高生でいたかったみたいな？」

「ウザッ。ああ、なるほどね。普通の人とは違ちがう、と見られるの嫌なもんだしな」

「そうそう、そうなんだよ……。って、ちょっと待ってよ。聞き流しそうになったけど、今、小さな声でウザッっていわなかった？」

「いや別に、『六道が魔王にさっさと異能力を見せていれば。異能力者を探すためにあんなことをして、お陰かげで試験勉強時間が大おお幅はばに減ってしまったんだぞ、このやろう!?』なんて、オレはちっとも思ってない」

「そんな風に思ってるんだ！　でもだって、こんな力じゃ新世界構こう築ちくには役立てられないよ？」

「そういうことはオレじゃなく、魔王にいってくれ。でも、まさかなあ。六道にさらにこんな裏設定が隠されているなんて」

　こんな時でも、錦織はきっちり『エア手帳』にカキカキと書きこむ。

　ギ――、ギ――。

　再びあの地を這はうような音がした。窓から見える“〝鐘かねつき堂”〟の亀き裂れつが、さらに大きくなっている。

「やべえ。あれぜってぇ、倒れる！　よし六道、お前が行って倒とう壊かいを阻止してくるんだ。その力で」

「ムリムリ。そこまでの力はないから」

「意外に使えないヤツ。そんなんじゃ閣かつ下かの力にはなれないぞ！」

「だからできないっていってんじゃん！」

　錦にしき織おりは爪つめを噛かむ。

　もし本当に“〝鐘かねつき堂”〟が倒れれば、校こう舎しや側も無事では済まないはず。建物だけの被害で済めばいいが、その中には生せい徒とや教師がいる。

「よしっ。六りく道どうは前庭側の全教室を回って“〝鐘つき堂”〟が倒れそうなことを伝えてくれ。それから職員室に行って先生たちにも伝えるんだ」

「了解。でも錦織くんは？」

「オレは魔ま王おうを見つけて、避ひ難なんさせる」

　六道が目を少し見開いて、それから頷うなずく。

「分かった。じゃあ六道は学校のみんなを守るから。錦織くんは閣下をお願い」

「おう、頼まれたぜ。エスパー」

「オッケー、ハラグロ」

　二人はハイタッチして階段を駆け上り始めた。



    

  
    
      


８　雨のち魔王





　錦織は校舎を走り続けていた。

（輝夜かぐやのヤツ、どこに行ったんだ？）

　拡かく声せい器きの声は前庭側の教室の人間は全員、職員室に移動するよう伝えていた。六道の伝言は伝わったらしい。さらにレスキューに出動要よう請せいを出そうとしている旨の校内放送も聞こえる。

　だが、輝夜は見つからない。

　職員室にもいなかった。秘ひ密みつ基き地ちに戻ってみたがやはりいない。

（一体、どこに行ったんだ？）

　三階へ向かう階段の踊り場で足を止め、錦織は腕うでをくんだ。

　学校で魔王が行きそうな場所……。

　一つだけ思い当たる。

　もしかして、あそこか？

「いや、でも、しかし……」

　窓の外は未だに強烈な大雨。この状況下で“〝あの場所”〟に行く人間など普ふ通つういない。しかし魔ま王おうなら……。常識というものが通用しない彼女なら、十分ありそうなことだ。

「いるのか!?　あそこに……」

　そう、屋上の魔王の玉ぎよく座ざに――。

　錦にしき織おりは階段を上がっていく。

　最上階、屋上に出るドアのノブを回した。

　強烈な雨と風が錦織を襲った。

　バケツの水をぶっかけられたような顔で錦織は目をしっかり開き、前方を見た。

　真まっ暗くら闇やみ。漆黒の空間が広がっている。数秒に一回、轟ごう音おんと共に煌きらめく雷光だけが光源だ。その中に入っていくには相当の勇気がいる。

　ゴクリと生なま唾つばを飲みこむと、錦織は一歩、足を踏み出した。

　大量の水が容赦なく錦織を襲う。雨の中というより、滝つぼの中を進んでいるような感覚。それも制服を着たままでだ。

　ドアから出て何歩か進み、それから後方を振り返る。

　顔を上げて給水塔の方向を見た。

　ピカッ――。

　ジグザグに煌く雷光が女の子のシルエットを浮き上がらせた。

　ずぶぬれの女の子。

　いや、ずぶぬれというより、元来水中に住んでいる生き物のようだった。

　セーラー服がべったりと体に張りつき、水を含んだ長い髪が風に煽あおられて揺ゆれている。物もの憂うげに下へ向けられた顔。

　魔王が、輝夜かぐや真ま央おが、給水塔の上に立っていた。

「閣かつ下か!!」

　錦織が下から叫ぶ。

　雨あま音おとと雷鳴でかき消されたのでもう一度。

「閣下!!」

「！」

　輝夜がハッとしたように顔を上げた。錦織と目が合う。

　驚いたように目を見開き、すぐに錦織を睨にらみつけた。

　やや怯ひるみながら錦織はさらに叫ぶ。

「閣下！　おまっ、こんな時にそんなところでなにをやってるんだ！」

「お前には関係ない！」

　そっぽを向く。

「いや、関係ある。閣かつ下か！　聞いてくれ。そこの“〝鐘かねつき堂”〟が倒れそうなんだ。ここは危険だ。校こう舎しや内に避ひ難なんした方がいい」

「放っておいてもらおう。私がどこにいようが別にいいだろう？」

「なに拗すねてんだよ！」

「す、拗ねてなんていないぞ。私は今、ここにいたいからこうやっているのだ。この雨、風、雷……。どれも新世界を構こう築ちくし、その王になるために必要な力になりえるではないか。はっはっはっは」

　輝夜かぐやが腕うでをくんで高笑いした。

　背後で再び雷光が煌きらめく。

（あれじゃあ、魔ま王おうそのものじゃねえかっ）

　錦にしき織おりは水を絞るように前まえ髪がみをかきあげた。

「閣下、もしかして秘ひ密みつ基き地ちでオレと六りく道どうがああいうことになっていたことを、なんつーか、気にしているのか？」

「そんなことはない。別にとるにたらないことだ。部下が秘密基地で、その……、毛づくろいをしていることなど、大勢には影えい響きようない」

　輝夜はブンブンと首を振る。

「いやそれ、絶対に気にしているだろ。一応いっておくが、オレと六道には別にやましいところなどなにもない。アレは事故だ。電球を替えようとした者たちの尊とうとい犠牲だ」



    

  
    
      



    

  
    
      「別にどうでもいい！」

「いや、しかし事実ははっきりさせないと」

「くどいっっっ！」

　輝夜かぐやは拳こぶしを作った両手を振り下ろした。

「別に関係ないし、気にしてなどいない！」

　輝夜は横を向いてしまう。

　その時、校こう舎しやがまた落らく雷らいで揺ゆれた。

　給水塔の上で輝夜がふらつく。

「ほら、やっぱり危ない！」

「あ、危なくなんかない！」

　ギ――――――――、ギ――――――――。

　雨あま音おとと雷鳴の中を、地を這はうような低い軋きしみ音が響ひびく。

“〝鐘かねつき堂”〟が傾いていた。

　屋上からでもはっきりと分かるくらい、校舎側に傾斜している。塔の方が校舎よりも高い。本当に倒とう壊かいすれば屋上に激突するだろう。

「閣かつ下か！　閣下にも見えるだろう？　あれが倒れてきそうなんだよ。ここは危険だ。早く下りて避ひ難なんしろ！」

「断る。どうして私が臣下であるお前の指さし図ずを受けなければいけない!?」

「いや、指図とかどうとか、そういう次元の問題じゃないからさっ！」

「とにかくお断りだ。私は新世界の王だ。好きなようにやらせてもらう」

　錦にしき織おりはイラッときた。

　なんでこんなずぶぬれになりながら、ここまでしないといけないのか。別に輝夜を助けたところでメリットなどなにもない。誰だれかに賞賛されるかどうかも怪あやしい。危険な校内で輝夜を探し回り、あまつさえ避ひ難なん勧かん告こくまでした。

　もう十分じゃないか。

「じゃあ、勝かつ手てにしろ！」

　回れ右した。

　が、

　扉とびらには向かわず給水塔の梯はし子ごに手をかけた。

「お、おいっ！　お前っ！」

　輝夜の慌あわてたような声が聞こえたが、錦織は上も下も見ないようにした。それでなくても雨風で滑りやすい上に、高い所はそれほど得意ではない。

　梯子を上りきり給水塔の上に立つ。

　輝夜かぐやが大きな瞳ひとみを吊つり上げて、錦にしき織おりを睨にらみつけた。

「貴様、ここは玉ぎよく座ざだぞ。お前のような下げ賎せんの者がきてよいと思っているのか？」

「閣かつ下かをお迎えに上がったんだ」

　輝夜に向かって手を伸ばす。

「大きなお世話だっ！」

　その手を叩たたいて、輝夜は再びそっぽを向く。

「今さらなんだ。裏切り者の癖くせに。私の悪口をいっていた癖に……。さっきだって基き地ちでけ、毛づくろいをしていた癖に……」

　肩かたを小さく震わせながらブツブツという。

「それを蒸し返すかよ。あれはオレが悪かったっていっただろう。許してくれよ」

「ふん！」

「それに、さっきのは事故だって」

「ふんふん！」

「なあ、閣下。下りて校こう舎しやに避ひ難なんしようぜ。ここはどう考えても危険だ」

　錦織は輝夜の腕うでを掴つかもうとした。

「軽々しく私に触さわるな！」

　振り払い給水塔の反対側へ行こうとする。

　水溜たまりに入った足がズルッと滑った。

　床のない側に傾く輝夜の体。

「危なっ！」

　空に投げ出されそうになった輝夜に向かって、錦織の手が伸びる。

　既き視し感かん。

　数日前の教室での光景が錦織の脳裏を過よぎる。

　ガシッ。

　輝夜の手をしっかり掴む。

「掴めた。今度は」

　頭に浮かんだ言葉を、錦織はそのまま口にしていた。

「なんだ、その“〝今度は”〟、というのは」

　虚こ空くうに向かって前傾姿し勢せいのまま、顔だけ振りかえって輝夜はいった。

「そ、その前に閣下、危ないから起き上がってくれ」

　錦織は腕をひこうとしているのだが、輝夜が反対方向に荷重をかけているためにひっ張り上げられないでいた。もし今、錦織が手を離したら屋上の床に落下する。

「お前が説明するのが先だ」

　声が真しん剣けんだった。錦織は諦あきらめたように小さくためいきをついた。

「実はさ、あの時も閣かつ下かの手を掴つかもうとしたんだが、できなくてちょっと後悔した」

「あの時？」

「いや、だから。オレが調子こいてた時さ。教室を出ていこうとする閣下の手を、オレ、握ろうとしてさ。結局、スカッたんだけど」

「……」

「本当はあの場で、みんなの前で謝りたかった」

「……」

「ゴメンってさ」

「……」

　輝夜かぐやは黙ったまま。

　その顔に怒りはなく、むしろ不ふ思し議ぎそうに目を大きくしている。

「それにオレ、あの時、魔ま王おうの女の子なんてご免だ、くらいのことをいっていただろう？　本当は逆だ」

　錦にしき織おりは小さく息を吸いこみ、吐き出すようにいった。

「はっきりいう。オレにとって閣下と一緒に王国建けん設せつ活動をしている時間は、なんつーか、悪くなかった。というか、結構、楽しかった。素すでいられる相手と一緒にいるのって、気持ちいいなって、さ」

　最初から分かっていた。

　輝夜に秘密を知られた後、王国建設活動をしている時、口では文句をいいながら、胸むねの中には開放感が満ちていたことを。その時間がいつまでも続いて欲しいと、頭の片かた隅すみで考えていたことを。

　輝夜はまだなにもいわないでいた。かといって起き上がろうともせず、顔だけを後ろに向けている。

「閣下、どうかした？」

「いや……その」

　輝夜はいい辛づらそうに口をモゴモゴとさせる。

「いいたいことがあったら、この際、オレみたいに全部いった方がいいぜ」

「うるさい。そんなこと、お前に指さし図ずされる筋合いはない」

　プイッと、向こうを向いてしまう。

　しばらくしてその姿し勢せいのまま、

「……こんなことは、いいたくないのだが」

　ポツリと。

「本当に。本当にいいたくないんだが……。配下であるお前にこんなことをいえば王としての沽こ券けんに関かかわるからな。だが、ハラグロが、あ、あんなことをいったから、私もいいたくなったのだ」

「あんなこと？」

「うるさい！　黙って聞け！」

　輝夜かぐやが髪を揺ゆらす。

「あの時……、教室でハラグロが私のことをいっているのが聞こえたのに教室に入ったのは、私の怒りを見せたかったからではない」

「？？」

「ハラグロが調子に乗っているのは、私だって気がついていた。だから私が聞いたということを伝えたかった。お前の反応が見たかった。悪口を私に聞かれたことを知ったお前が、なんていうか」

「……」

「鞄かばんをとってお前の横を通って行ったのは、ハラグロなら――、通りすぎる私の手を掴つかんで、なにかいってくれると信じていたからだ」

「…………」

　錦にしき織おりはようやく分かる。あの時、錦織の横をすり抜けた輝夜の、物言いたげだった背せ中なかの意味。

　錦織の言葉を待っていたのだ、と。

「今まで一人で王になる道を進んできたが、それは私が他人を拒んでいたからではない。私について来られる者がいなかったからだ。だが、もし私の手をとり、一緒に覇は道どうを目指す者がいるとするならば、それは私が望んでいた者だ」

　いつか輝夜が米よね倉くらたちに「仲間」が見つかったといっていたのを、錦織は思い出す。あれは望んだ者が見つかった、輝夜の気持ちの表れだったのだろう。

　沈黙――。

　今、閣かつ下かはどんな顔をしているのだろうと、反対側を向いた輝夜のうなじを見つめながら錦織は思う。

　ややあって、

「ああ、ええっとさ」

　錦織は明るい声を出した。

「ってことはさ、需じゆ要ようと供きよう給きゆうが一いつ致ちしているってことだよな」

「？？」

　輝夜は訝いぶかしげな顔で振り返る。

「いや、つまり、オレは素すでいられる時間が貴重で、閣下は仲間が欲しかったんだろ。ってことは、需要と供給は一致していたってことだ。今回はちょっとした、行き違ちがいはあったけどさ」

「……そういう表現はあまり好みではないが」

「いやいや、何事も需じゆ要ようと供きよう給きゆうの関係が上う手まくバランスしているってことは、長続きするための必要条件だぜ。たぶん人間関係だってそうだ。オレと閣かつ下かは、意外といいコンビかもよ」

「……」

「だから今回のことも、遅ち刻こくではあったけど、今、閣下の手をとったということで不忠の参さん謀ぼうを許してくれ。クビとかいわないでさ。次からは頑がん張ばるから。いつも閣下の傍そばにいるから」

　面食らった表情の輝夜かぐやに、錦にしき織おりは笑ってみせた。

　まだ輝夜の新世界の王になるという野や望ぼうに、心から賛同したわけではない。というか、ありえない。たぶんこれからもついてはいけない。

　でも、輝夜と一緒にいる時間は悪くない。

　そして、友人を作りたいという一人の女の子の希望に応えるのも悪くないだろう。

　対人関係は広く浅くが錦織のモットー。

　ただし一つや二つ、例外があってもいい。

「…………」

　輝夜はポカンと口を開けていた。

　ほんのり紅潮した顔には、こいつはなにをいってるんだ、と書いてあった。普段、錦織が輝夜を見ている時のように。

　やがてフンと、鼻はなを鳴らした。

「遅刻は今回だけだぞ。次からは私が望む時に私の手をとるのだ」

　どこか拗すねたような口調だ。

「はっはあ」

　大おお袈げ裟さにかしこまって見せてから、錦織は笑う。

　輝夜も口の端を上げた。

　いつの間まにか小こ雨さめになっていた。

　風も収まり、弱くなりつつある。

　錦織は輝夜の手をひっ張り上げた。

　今度はすんなり給水塔の上に戻ってきた。

　その輝夜の顔を錦織は覗のぞきこんだ。

「あの時も思ったんだが……、赤くなった閣下の顔って、結構、可愛かわいいよな」

「！」

　輝夜の顔が、再び耳みみまで真っ赤になる。

　それと、ほぼ同時。

　一際大きな閃せん光こうが近くで迸ほとばしった。“〝鐘かねつき堂”〟が光に包まれていた。雷が直撃したのだ。

　グラッと突き上げるような強烈な縦揺ゆれが校こう舎しやを襲う。

　さらに、

　ギ―――――――――、ギ――――――――――。

　例の低てい周しゆう波はの、それも一際大きい音と、重量感のあるなにかがずれるような音が下方から聞こえた。

「か、鐘つき堂がっ!!」

　錦にしき織おりの声が裏返る。

“〝鐘つき堂”〟が大きく傾いていた。その傾きは、海外の一年中傾斜している塔とは比べ物にならないほどだ。

　傾いただけではなく、校舎の方に倒れかかってくる。

　そのまま激突した。



　ズドドドドドドドドドドドドド――。



　塔の上部が校舎の屋上へもたれるように乗り上げ、レンガの壁が次々と崩壊していく。

　巨大な運うん動どう量を与えられ、校舎側も大きく揺れた。

「わっ」

　バランスを崩くずした錦織と輝夜かぐやの体が、給水塔の上から屋上のフェンスの外側に投げ出された。

「わ―――――っ!!」

　仰向けに落下する。

　投げ出された瞬間、錦織の頭の中には三階建ての建物の屋上から自由落下して地面に激突した時、体にかかる衝撃を求める公式が浮かんだ。

（建物の高さを十五メートルとして、重じゆう力りよく加か速そく度どを十メートルとすれば、地面に到達する直前の速度は……）

　答えを出す前に計算をやめた。

　落下しながら錦織は、首を横に向けて自分の手の先を見た。

　まだ輝夜の手を掴つかんでいた。

　目を閉じたまま落下する輝夜の姿が目に映った。

　その手をひき寄せた。

　特になにか理由があっての行動ではなく、ただひき寄せていた。

　ひき寄せた輝夜の肩かたを優しく抱きしめる。



　その刹せつ那な――。



　周囲から音が消えた。

　瞼まぶたに突き刺さってきていた雨がピタリとやんだ。

　空を覆おおっていた鉛なまり色いろの雲が、糸巻きに巻きつけた糸がほどけるように、回転しながら晴れ渡っていく。

　その向こうには群ぐん青じようの空が広がっていた。



（なんだこれ？　なにが起きた？）



　既すでに自分は地面に激突して天国に行ってしまったんじゃないか――。

　そんな考えが錦にしき織おりの頭を過よぎった時、突然、視界が遮さえぎられた。

　錦織と輝夜かぐやの体が、なにか金属製の狭せまい容器の中に受け止められていた。おわんのような形をした入れ物だ。

「なんだこれ？　どうなってんだ!?」

　自分がどうなっているのか、どこに自分の体が入ってしまったのか、錦織も分からなかった。ただ容器と一緒に、錦織と輝夜が落下していることだけはたしかだ。

　そしてほぼ間をおかず。

　容器はなにかに激突した。

　金属の底から伝わってくる衝撃と一緒に、強い空気の振しん動どうが鼓こ膜まくに襲い掛かってきた。



　カ――――――――――――――――――――――――――――――ンンンン。



　馴な染じみのある音。

　清々しいどこまでも延びる鐘かねの音。

　それがとんでもない大ボリュームで、錦織の耳みみの中を走り抜けた。

　音の発生源は二人を包みこむ金属製の容器だ。



　………………………………………………………………………………………………………

　………………………………………………………………………。



　若じやつ干かん傾いたまま、金属性の容器は動きを止めていた。

「お、おいっ」

　容器の中、錦織の近くで輝夜が目を白黒させていた。

「どうなっているのだ？　私たちはどこにいる？」

「さあね」

　錦にしき織おりは外縁部を手で持って、恐る恐る金属性の容器から上体を出した。

　周囲を見渡す。

　そこは校こう舎しや前の前庭。

　湖状態で水の流れている前庭の地面の上に、錦織と輝夜かぐやの乗った容器が突き刺さっている状態だった。周囲には割れたレンガの残ざん骸がいが四散している。

　錦織は容器の正しよう体たいを確認する。

　それからアハッと笑った。

「閣かつ下かも見てみろよ。オレたち、スゴイ物の中に収まっているぜ」

「うん？」

　輝夜も立ち上がった。

　それから錦織と顔を見合わせると、クックックと口に手を当てて笑う。

「奇跡すぎだな。もしオレたちが落ちる先に“〝これ”〟がなかったら……」

「死んでいたな」

「あってもいい具合に口がこっちを向いてなかったら」

「やはり、死んでいたな」

「やっぱ奇跡だ。だが、オレとしては同じ奇跡としても、もう少しかっこいい感じがよかったな。突然、前庭から上昇気流が発生して、フワリと着地するとか」

「いや……、ある意味、覇は王おうに相応ふさわしい奇跡かもしれない。“〝これ”〟は世界の終しゆう末まつを生き残る、ノアの方舟はこぶねだ。さっきの音は私が新世界の王になったことを祝福するベルだ」

「本気でそう思っているとしたら、さすが閣下だな」

「いや、あまり本気ではない」

　輝夜はもう一度、笑った。今度は心から可お笑かしそうに。

　錦織は改めて二人が収まっている金属製の乗り物を見た。

　脱出ポッドのような形をしたそれは鐘かね。

“〝鐘つき堂”〟に吊つるされていたあれだ。校舎に激突して外はずれた鐘の中に、同じく落下していた二人がキャッチされたらしい。

（奇跡、すぎるよな……）

　いつもの癖くせで、錦織は『エア手帳』を出した。

　しかしなんて書けばいいのか分からず、そのまま閉じてしまう。

　さっきまでのゲリラ豪ごう雨うが嘘うそのように晴れ渡った空。

　雲も雨も風もない。

　急に西の方角から茜あかね色いろの陽の光が射し、群ぐん青じようの空が順々とその色に染まっていく。

「こっちはこっちで、本当に天てん変ぺん地ち異いだったな」

　唐突に始まり唐突に終わっていた。

　始まりにも終わりにも輝夜かぐやが関係したタイミングだったことに、錦にしき織おりは気がついてはいたが、特に『エア手帳』には書きこまない。

　いつだって偶ぐう然ぜんは存在する。

「ハラグロ……」

　夕日を顔に浴びながら輝夜が呟つぶやく。

「おう」

「さっきの言葉、忘れてはいないだろうな」

「へっ？　さっきの言葉って？」

　錦織はとぼけてみせた。

「お、おまえっ!?」

「軽い冗じよう談だんだよ。その震える拳こぶしをおろせって。わ――ってるって。オレが閣かつ下かの傍そばにいるってことだろう？」

「むう」

　不ふ満まんそうに唇くちびるを結ぶ。

　それからもう一度、ジロリと錦織を見た。

「ハラグロ、私は新世界の王になるぞ」

「天下をおとりください、閣下」

「お前は右手となって私に尽くすのだ」

「微び力りよくを尽くします」

「うむ」

　輝夜は夕日で赤く染まった顔のまま、満まん足ぞくそうに頷うなずいた。

　やっぱり輝夜は赤くした顔が可愛かわいい、と錦織は思ったが、口にするとまた不幸が起きるような気がしたのでやめておいた。

「それはともかく……、なんて説明しようかこの状況」

　錦織は耳みみの後ろを掻かく。

　校こう舎しやからこちらへ向かってくる先生や生せい徒とたちの姿が視界に入っている。鐘かねに乗って落ちてきたのだ。質問攻めに合うことは間ま違ちがいない。

「正直に説明すればいいではないか」

「それじゃあ、給水塔に上ったことをいわないといけない」

「なにか問題でもあるのか？」

「生徒手帳『学生の生活』の第一章。学校内での行動の諸注意。屋上の給水塔へ上ることを固く禁じる」

「なに!?」

　輝夜かぐやが目を大きく見開く。

「つまり、私の玉ぎよく座ざの不ふ可か侵しん権けんは学校によって保障されていたわけだな？」

「いや、というか、閣かつ下かも上ってはいけないってことだろ！」

「拡大解釈すると、私の新世界構こう築ちくもこの学校のお墨付きということだ」

「どっちに拡大すればそうなるんだ!?　異次元空間か？」

　錦にしき織おりは頭を抱えこむ。

　こんな調子で教師たちに輝夜が状況を説明したら、混乱は拡大するにきまっている。錦織が輝夜のお仲間であることがバレる可能性だってある。

「先生たちへの説明は、参さん謀ぼうであるオレに全部任まかせて、閣下はうんうんと頷うなずいていてくれ」

「むっ。なぜだ。なぜ私はうんうんと頷くことしか許されないのだ」

「いいから。その方が綺き麗れいにまとまるから」

「むむっ。それではまるで、私が口を挟んだら混乱するみたいではないか」

「みたい、じゃなくてそういってんだよ！」

「むむむっ。そういわれたらますます、口を挟まざるをえないな。新世界の王の威い信しんにかけて」

「新世界の王を目指すヤツが、そんなケチなプライドにこだわらなくたって別にいいだろ―――!!」

　鐘かねの中で響ひびいた錦にしき織おりの悲鳴のような声は、茜あかね色いろの夕空の中に吸いこまれていった。



    

  
    
      



    

  
    
      


エピローグ





「どうなっているのかね、この学校はっ！」

　平年より早く梅雨明け宣言の出された七月のある日の放課後のこと。廊ろう下かを歩いていた六りく道どうはカッカして叫んだ。

「我らが紫し苑おん高こう校こうになにか不ふ満まんでも？」

「うん、不満。ものすごく不満」

　頬ほおをプクーと膨らませた顔を、横を歩く錦織に向ける。

「よし。その不満をクラス委員であるオレにあらいざらい吐くんだ。内容如何いかんでは上にかけあうぞ」

「よし、じゃあ六道の不満、いっちゃうよ。六道が不満なのは、どうして学校がこんな状況で期末試験をやったのかってことだよ！」

「ああ、なんだ。そのこと」

　ヒュルヒュルーと、錦織のテンションが見る見る下がる。

「なに、その反応の悪さ。いや、普ふ通つう、中止になると思わない？　あれだけの大災害だったんだよ？」

　浸水……。

　建造物の損壊……。

　大量の窓ガラスの破損……。

　梅雨前線がいきなり活発化した「突発的異常気象」（気象庁発表）により、紫し苑おん高こう校こうは大きな被害に遭った。幸い人的被害は一件もなかったが一いち時じ閉鎖に追いこまれた。

　ところがどっこい。

“〝鐘かねつき堂”〟の倒とう壊かいで一番損害を被った前庭の閉鎖と、教室の損壊が激しかった一部クラスの生せい徒との学まなび舎やを、パイプ机と椅い子すの置かれた大講堂に移すことにより、二日後には閉鎖終了。「蛇のようなしつこさ（ｂｙ六りく道どう）」により、通常の授業を再開したのだ。

　一部の生徒（六道含む）の甘い予よ測そくとは裏腹に、「期末試験」も予定通り実行。今日がその最終日である。

「まあ別にいいんじゃないか？　試験くらいさ」

　錦にしき織おりがフフフと口くち元もとを緩める。

「あは――ん！　その顔は錦織くん、かなりできたんだ。学年一番の自信ありなんだ」

「まあね。否ひ定ていはしないよ」

「キ―――。なんて可愛かわいげのない子なの！」

「“〝ゆーとーせい”〟に可愛げなんて必要ないのさ」

　錦織は前まえ髪がみをサラリとかき上げた。

　事実、会かい心しんの出来だった。中間・期末の二に冠かんはほぼ確実。錦織的には、中間明けからずっと準備してきた期末試験が異常気象ごときで中止になることの方が、許されないことだった。

「その様子だと、六道はまた駄目だった？　なんか前は『見返してやる』とかなんとかいってたような気がすんだが」

「さあって試験も終わったし、今日は新世界の構こう築ちくをがんばるぞ――」

「誤ご魔ま化かすのなら、もうちょっと自然な会話の流れにしろよ」

　新世界構築活動も今日から再開。昨日きのうの夜、二人の携けい帯たい電話に輝夜かぐやからメールが入っていた。

　生物資料室の入り口をくぐると、奥の部屋から灯あかりが漏れていた。錦織と六道は顔を見合わせ、互いに小さく肩かたをすくめあった。

「二人とも早く席につけ。これより第十三回『新世界構築会議』を始める！」

　二人が秘ひ密みつ基き地ちに入った瞬間、輝夜の凛りんとした声が飛んできた。

　それから、慌あわててパイプ椅子に腰掛けようとしていた六道をビシッと指差し、

「六りく道どう。お前を更こう迭てつする」

　静しずかな声で通達した。

　六道はわざとらしく愕がく然ぜんとした表情を作ると、祈るように手をくんで、さらには目をウルウルとうるませてみせた。

「閣かつ下か、どうしてですか？　なにか六道に落ち度がありましたか？」

「別に落ち度があったわけではない」

「では更迭の理由はなんですか？　六道が神聖なる秘ひ密みつ基き地ちで事故とはいえ錦にしき織おりくんと毛づくろい、じゃない、ちちくりあったことですか？」

「誤ご解かいするな。そういうわけではない。お前には秘めた可能性があると思うし、事実、能力の片へん鱗りんは見せてきた。しかし能力開発があまりに遅すぎる。これでは三年以内の王国建けん設せつには間まに合いそうにないと判はん断だんした」

「ええ――――――――――――――――――」

　六道は不ふ満まんそうな声を上げたが、どこかホッとしたような顔をしていた。

　錦織はダンマリをきめこんでいる。「いいや、六道は立派な異い能のう力りよく者だ。汚水とか綺き麗れいにできまっせ」などとは、口が裂けてもいえない。異能力についての詳しい話は、いつか六道の口からしてもらうことになっている。

「とにかくエスパーの六道は更迭。本日より“〝助じよ手しゆ兼けん掃そう除じ番ばん”〟とする」

「助手兼掃除番！」

「よかったな、六道。クビじゃなくて」

　錦織はニヤニヤ笑って、パンと六道の背せ中なかを叩たたく。

「得意分野を仕事とした方がいいにきまっている。その点、六道は掃除だけは得意だしな。向いている」

「しょぼ――ん。今のポジション、結構、気にいっていたのに」

「若いうちは色んなポジションを経験しておいた方が、将来に役立つんだ」

「閣下、質問です！　降こう格かくされると、六道のコードネームも変わるのでしょうか？」

「自明の理だな。『エスパー』でない人間に、『エスパー』のコードネームをつけるのはおかしい。羊の頭を掲げて狗いぬの肉を売るがごとしだ」

「では、新ネームは既すでにきまっているんですね？」

「無む論ろん。六道の新しいコードネームは、その清掃能力にちなみ……『サイクロン』とする」

「サイクロン！」

「なんだか、フィルターレスのお陰かげでバスケットボールを吸い上げる掃除機みたいな名前だな」

「しょぼ――ん」

　六道は肩かたを落とした。

「どうした？　『サイクロン』。強そうな名前じゃないか」

「しょぼ――ん。強そうな名前いらない」

「いや、『エスパー』だってある意味、強そうな名前だったと思うぞ」

「でも、ちょっとミステリアスな感じがあるからよかったのに……しょぼ――ん」

「二人とも黙れ！　次の議題に移れないじゃないかっ！」

　輝夜かぐやがバンと机を叩たたく。丸められた市し街がい地ちの地図がポンと浮き上がり、セピア色の地ち球きゆう儀ぎが落ちそうになる。

　錦にしき織おりと六りく道どうは硬直して軽かる口くちを叩くのをやめる。

「今日の『新世界構こう築ちく会議』の主な目的は、六道の処しよ遇ぐうを発表することではない。エスパー職の六道の更こう迭てつに伴い、世界構築シナリオの大おお幅はばな変更を行おうと思う。要するに、異い能のう力りよく者なしで、私が『世界の王』になるための方法へ転換する」

「ちょっ、待てよ。異能力者探しはもういいのか？」

「そうだ。これからの王国建けん設せつのキーワードは『脱異能力』」

「脱、異能力!?」

「そうだ。異能力なしでいかに新世界を構築するか。それをこれから説明する」

　輝夜は机の下から紙袋を出すと、例によってフリップボードを次々と取り出していく。

「あれ、閣かつ下か。もうフリップボードは入手困難になったんじゃなかったっけ？」

「これを製造している工場に赴いて、個人的に小こ口ぐちの取引をしてもらう交渉をしたのだ」

「わざわざそのために工場まで行ったの!?」

「わざわざというか、工場が近所の商業団地にあるのだ。家から自転車で五分くらいだな」

「家がフリップボード工場って本当だったんだ!!」

「なにを聞いている。家ではなく近所だ」

（脱異能力……、フリップボード工場……）

　輝夜と六道のやり取りを右の耳みみから左へ聞き流しながら、錦織は「オレ、早まったかも？」などと考えていた。

　輝夜に約束したこと。

　これからは輝夜の傍そばにいる。

　口にするのは簡単だが、実じつ際さいに行動するのは簡単じゃない。しばらく「世界構築活動」をしていなかったので大切な本質を忘れていた。

　それは輝夜が“〝魔ま王おう”〟ということ。

　極限的状況とはいえ、どうしてあんなことをいってしまったのか。今更ながらに自じ責せきの念に駆られてきていた。

「ハラグロ！　なにボーッとしている。会議に集中しないかっ！」

　怒声と一緒に消しゴムが額ひたいに超高こう速そくで飛んできた。

「ってえな！　ちゃんと聞いてるって」

「では説明を始めるぞ。二人とも心して聞くように」

「へいへい。いつでもどうぞ」

（でもまあ、ああいった以上、しばらくは魔ま王おうの参さん謀ぼう役を務つとめるしかないよな）

　指し棒でフリップボードを叩たたく輝夜かぐやを見つめながら錦にしき織おりは腹はらを括くくる。

　だが、できれば。

　魔王には、時々、真っ赤にした顔を見せて欲しい、とも思うのだ。
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おわり



    

  
    
      


あとがき





「月つき見みさんはハラグロだから、もっとハラグロい主人公の方がいいと思うんです」

　担当さんのその一言から『かぐや魔ま王お式しき！』の企画は始まりました。

　普ふ通つうなら「う――ん。ハラグロですかぁ。というか、ボク、ハラグロ？」と、悩なやんでしまうところですが、実は前の担当さんからも「月見さんならハラグロですよ」と、助言され、さらには編集長さまから「ハラグロ、ハラグロ！」と、諭されたことがあったのです。

　そこまで言われたら仕方ない。じゃあここは一つハラグロやってみようと奮い立ち、それで誕生したのが本作です。

　ここで断っておきますが、月見は言うほどハラグロではありません。……いや、本当に。

　事実、企画の打ち合わせを進める内に分かったことは、むしろ担当さんの方が「ずっとハラグロ」だということでした。例えば電話で……、

「この性せい格かくなら○○の時、△△すると思うんです」

　と、月見が熱く語ると、担当さんは、

「いや、それフツーですよ。ハラグロなら（ピ――）で（ピ――）するんです」

「えええっ、マジで!?　（ピ――）で（ピ――）なんですか!?」

　こんな具合です。もし月つき見みが「ハラグラー」なら担当さんは「スーパー・ハラグラー４」クラスと言えるでしょう。

　男主人公の話ばかりしていてもアレなので、ヒロインの話もしちゃいます。本作のヒロイン・輝夜かぐや真ま央おは『新世界の王』を目指す女の子。ハラグロな主人公が困ってしまうほど強烈な個性の持ち主です。おまけにかなり可愛かわいい容姿。絵師の水みず沢さわ深み森もりさまも、超キュートな輝夜をデザインしてくださいました。大感謝です。

『かぐや魔ま王お式しき！』はそんなヒロイン・輝夜とハラグロ主人公の錦にしき織おりが繰り広げる、ドタバタ学園ラブコメディです。どうぞよろしくお願いいたします。



　謝辞です。まずは担当のＨさまに。新シリーズを最初から担当していただいたのは今回が初めてでした。ここまでの長い道のり、多大なる助力、ありがとうございました。

　絵師の水沢深森さま。素晴らしい挿絵をありがとうございます。輝夜以外も全キャラかわいいよ、全キャラ！　次もどうぞよろしくお願いいたします。

　最後に装丁さま、細かいところまで読んでくださった校正さま、陰かげながら応援してくださった編集長のＭさま、本書を手に取って下さった皆様に、この場をお借りしまして厚く御礼申しあげます。
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